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慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（

な）において 

はじめに 
アッラーの名において。アッラーにたたえあれ。 

ここに書かれていることは、アッラーの宗教（しゅうきょう）に

ついて、ムスリムキッズが知らなくてはならないことです。ムスリ

ムの親（おや）はその子どもたちに、小さいときからこれらのこと

を、おしえておかなくてはなりません。 

これはアキーダ、フィクフ、スィーラ、礼儀作法（れいぎさほ

う）、タフスィール、ハディース、道徳（どうとく）、ズィクルと

いった広い範囲（はんい）をもれなくカバーした、やさしいテキス

トです。子どもだけでなく、あらゆる年代（ねんだい）の人や、あ

たらしいムスリムも利用（りよう）できます。家（いえ）、保育所

（ほいくじょ）、学校（がっこう）といったところにおいて、暗記

（あんき）や説明（せつめい）のために用（もち）いてください。

この本は、分野（ぶんや）ごとに順番（じゅんばん）づけられてお

り、Q＆A の形になっています。関心（かんしん）をひき、覚（お

ぼ）えやすくするためであり、先生役は年齢（ねんれい）にあった

ものをそこから選（えら）ぶことができます。 

アッラーがここにかかれていることを、やくだてて下さいますよ

う。うけ入れて下さいますよう。 

アッラーはおっしゃります: 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ هۡ  ٱل

َ
نفُسَكُمۡ وَأ

َ
اسُ ليِكُمۡ ناَرٗا وَقُودُهَا ءَامَنُواْ قُوٓاْ أ عَلَيۡهَا مَلََٰٓئكَِةٌ  ٱلحۡجَِارَةُ وَ  ٱلنَّ

َّا يَعۡصُونَ  َ غِلاَظٞ شِدَادٞ ل مَرهَُمۡ وَيفَۡعَلُونَ مَا يؤُۡمَرُونَ  ٱللَّّ
َ
 [6 :التحريم] ﴾ ٦مَآ أ

„「信仰（しんこう）するものたちよ、あなたたちと、あなたた

ちの家ぞくを（じごくの）火から守れ。そのねんりょうは、人びと
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と石（いし）。その上には、あらあらしくきびしい天使（てんし）

たちがいる。かれらはアッラーがかれらに命（めい）じたことで、

かれに逆（さか）らわず、命（めい）じられることをするのである

。」禁止章 ６] 

、イブン・アッバースは言いました"私はある日、ムハンマドさ

ま（しゅくふくとへいあんあれ）のうしろにのっていました。かれ

は、言いました：「少年（しょうねん）よ、よいことをおしえてや

ろう。アッラーのことをまもりなさい。そうすればアッラーが、あ

なたをまもって下さる。アッラーのことをまもりなさい。そうすれ

ばあなたは、かれを目のまえに見るだろう。何（なに）かもとめる

ときは、アッラーにもとめなさい。たすけをもとめるときは、アッ

ラーにたすけをもとめなさい。そして知りなさい。すべての人が、

あなたに何（なに）かよいことをしようとしても、アッラーがあな

たに決（き）めてしまっていることのほかは、何（なに）一つでき

ることがない。また、すべての人が、あなたに何（なに）かわるい

ことをしようとしても、アッラーがあなたに決（き）めてしまっい

ることのほかは、何（なに）一つできることがない。（うんめいの

）ペンはもうおかれ、ページはもうかわいてしまったのだ。」ティ

ルミズィーとアフマドのでんしょう 

子どものきょういくのだいじさ: 

子どもには、しゅうきょうのだいじなことを、おしえなければな

りません。イスラームのフィトゥラ（てんせい）にしたがったよい

にんげんになり、イーマーンにもとづくタウヒード（アッラーだけ

をかみさまとすること）をしんじるにんげんになるためです。 

イブン・アブー・ザイド・アル＝カイラワーニーは、こういって

います。 
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「７さいになったらサラーをさせ、１０さいになってもサラーを

しなかったら、たたきなさい」「ねるばしょを、べつべつにしなさ

い」とムハンマドさまは、言っています。また、成長（せいちょ

う）するまえに、アッラーへのことばや行（おこな）いのぎむを、

しらなければなりません。成長（せいちょう）するまえに、それら

が心にうえつけられ、体でなれしたしむべきなのです。イブン・ア

ブー・ザイド・アル＝カイラワーニーの序論：５ページ) 

***** 
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アキーダ（しんじょう）アキーダのちしきイスラー

ムのアキーダとは、次のことを信じることです： 

アッラーが主（しゅ）であること、神（かみ）であること、そし

てその美（うつく）しい名と性質（せいしつ）。天使（てんし）た

ち。さまざまな啓典（けいてん）。使徒（しと）たち。さいごの

日。よいものも悪（わる）いものも、運命（うんめい）であるこ

と。イスラームで明らかになっている、ガイブの世界（せかい）の

ものごと。宗教（しゅうきょう）の基本的（きほんてき）なものご

と。サラフ（せんじん）たちが、みんな信じていたことなど 

１．あなたの主（しゅ）はだれですか？ 

わたしの主（しゅ）はアッラーです。アッラーがそのお恵（め

ぐ）みによってわたしと、全世界（ぜんせかい）のすべてをそだて

ました。イバーダ（すうはい）されるのはアッラーだけで、わたし

にはアッラーのほかにイバーダするものはありません。アッラーは

創造（そうぞう）したお方、すべてを所有（しょゆう）するお方、

すべてにリズク（かて）を与えるお方、この世（よ）のすべてを司

（つかさど）るお方です。 

ُ ل يَِغۡفرَِ لكََ ﴿ رَ وَيُتمَِّ نعِۡمَتَهُ  ٱللَّّ خَّ
َ
مَ مِن ذَنۢبكَِ وَمَا تأَ عَلَيۡكَ وَيَهۡدِيكََ صِرََٰطٗا    ۥمَا تَقَدَّ

سۡتَقِيمٗا   [ 2 :الفتح] ﴾٢مُّ

アッラーはおっしゃります。「すべての主（しゅ）アッラーに、

たたえあれ。」開端章 ２節  
２．あなたの宗教（しゅうきょう）はなんですか？? 

わたしのしゅうきょうは、イスラームです。イスラームとは、タ

ウヒード（アッラーだけをかみさまとしんじて、アッラーだけをイ

バーダすること）によってアッラーにしたがうことです。また、ア

ッラーがよろこぶことをすることによって、アッラーにしたがうこ
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とです。また、シルク（アッラーになにかをならべること）から遠

（とお）ざかることです。 

ِينَ إنَِّ ﴿ ِ عِندَ  ٱلد  َّذِينَ  ٱخۡتَلفََ وَمَا  ٱلإۡسِۡلََٰمُ    ٱللَّّ وتوُاْ  ٱل
ُ
َّا مِنۢ بَعۡدِ مَا جَاءَٓهُمُ  ٱلكِۡتََٰبَ أ  ٱلۡعِلۡمُ إلِ

ِ بَغۡيَاۢ بيَۡنَهُمۡ  وَمَن يكَۡفُرۡ بِـَٔايََٰتِ  َ فَإنَِّ  ٱللَّّ  [19 :عمران آل]  ﴾١٩ٱلحۡسَِابِ سَرِيعُ  ٱللَّّ

アッラーはおっしゃります。「アッラーのもとでのしゅうきょう

は、イスラームである。」イムラーン家章 １９節 
３．あなたのよげんしゃはだれですか? 

よげんしゃムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ） 

アッラーはおっしゃります。 

دٞ رَّسُولُ ﴿ حَمَّ ِه مُّ  [29 :الفتح] ﴾٢٩ ٱللَّّ

「ムハンマドはアッラーのしとである。」勝利章 ２９節  
４．タウヒードのことばを、言ってください。その意味

（いみ）をおしえてください。? 

タウヒードのことばは、「ラー・イラーハ・イッラッラー」で

す。そのいみは、「アッラーいがいに、ほんとうのかみさまはいま

せん」です。 

アッラーはおっしゃります。 

نَّهُ  ٱعۡلَمۡ فَ ﴿
َ
َّا   ۥأ ُ لآَ إلََِٰهَ إلِ ُ وَ  ٱلمُۡؤۡمِنََٰتِ  لذَِنۢبكَِ وَللِۡمُؤۡمِنيِنَ وَ  ٱسۡتَغۡفرِۡ وَ  ٱللَّّ يَعۡلَمُ مُتَقَلَّبَكُمۡ  ٱللَّّ
َٰكُمۡ    [19 :محمد] ﴾١٩وَمَثۡوَى

。「アッラーいがいに、かみさまはいないことをしりなさい。」

ムハンマド章 １９ 
アッラーはおっしゃります。 
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نَّ ﴿
َ
َٰلكَِ بأِ َ ذَ نَّ مَا يَدۡعُونَ مِن دُونهِِ  ٱلحۡقَُّ هُوَ   ٱللَّّ

َ
نَّ  ٱلۡبََٰطِلُ هُوَ  ۦوَأ

َ
َ وَأ   ٱلۡكَبيِرُ  ٱلۡعَليُِّ هُوَ  ٱللَّّ

 [ 62 :الحج] ﴾٦٢

」アッラーこそしんじつであり、かれらがアッラーのほかにいの

っているものは、にせものである。アッラーは高く、大きいお方。

」巡礼章 ６２節 

５．アッラーはどこにいる? 

アッラーは天（てん）たかく、アルシュの上に、すべてのものの

上にいらっしゃいます。アッラーはおっしゃります。 

 [5 :طه] ﴾٥ٱسۡتَوَىَٰ  ٱلۡعَرۡشِ علَىَ  ٱلرَّحۡمََٰنُ ﴿

」じひあまねきお方は、アルシュに上がられた。」ター・ハー章 

５節アッラー 

はおっしゃります。 

ِهۦ  فَوۡقَ  ٱلقَۡاهرُِ  وهَُوَ ﴿  [18 :الأنعام]  ﴾١٨ ٱلخۡبَيِرُ  ٱلحۡكَِيمُ  وهَُوَ  عِبَادهِ

」かれは、そのしもべたちの上におられるもっとも高いお方であ

り、かれはえいめいで、すべて知っているお方。」家畜章 １８節 

６．「ムハンマドゥッラスールッラー（ムハンマドさま

はアッラーのしとである）」というシャハーダ（しょう

げん）のいみは、なんですか？? 

そのいみは：アッラーがムハンマドさまを、よい知らせをつた

え、警告（けいこく）する者としてつかわした、ということです。 

つぎのことを、守（まも）らなくてはいけません： 



 

9 

１．ムハンマドさまの命令（めいれい）を守（まも）ること。 

２．ムハンマドさまが言ったことを、しんじること。 

３．ムハンマドさまに、さからわないこと。 

４．ムハンマドさまのおしえたやり方でだけ、アッラーをイバー

ダすること。スンナにしたがうこと。 

アッラーはおっしゃります:  

ن يطُِعِ ﴿ طَاعَ  ٱلرَّسُولَ مَّ
َ
ه فَقَدۡ أ َ رۡسَلۡنََٰكَ عَلَيۡهِمۡ حَفيِظٗا  ٱللَّّ

َ
َّىَٰ فَمَآ أ  [80 :النساء]  ﴾٨٠وَمَن توََل

「使徒（しと）にしたがった者は、アッラーにしたがったのだ。

」婦人章 ８０ 
節アッラーはおっしゃります。 

َّا وَحۡيٞ يوُحَيَٰ  ٣ٱلهَۡوَىَٰٓ وَمَا يَنطِقُ عَنِ ﴿  [4-3 :النجم] ﴾٤إنِۡ هُوَ إلِ

」。かれ（ムハンマドさま）は、じぶんかってにしゃべってい

るのではない。それは、下される啓示（けいじ）いがいの何もので

もない。」星章 ３－４ 

節アッラーはおっしゃります。 

َٰدِقيِنَ وَ  ٱلقََٰۡنتََِٰتِ وَ  ٱلقََٰۡنتِيِنَ وَ  ٱلمُۡؤۡمِنََٰتِ وَ  ٱلمُۡؤۡمِنيِنَ وَ  ٱلمُۡسۡلمََِٰتِ وَ  ٱلمُۡسۡلمِِينَ إنَِّ ﴿  ٱلصَّ
َٰتِ وَ  َٰدِقَ َٰبرِِينَ وَ  ٱلصَّ َٰبرََِٰتِ وَ  ٱلصَّ قيِنَ وَ  ٱلۡخََٰشِعََٰتِ وَ  ٱلۡخََٰشِعِينَ وَ  ٱلصَّ ِ َٰتِ وَ  ٱلمُۡتَصَد  قَ ِ  ٱلمُۡتَصَد 
ئمِِينَ وَ  َٰٓ ئمََِٰتِ  وَ ٱلصَّ َٰٓ َٰكرِيِنَ وَ   ٱلۡحََٰفظََِٰتِ فرُُوجَهُمۡ وَ  ٱلۡحََٰفظِِينَ وَ  ٱلصَّ َ  ٱلذَّ َٰكرََِٰتِ كَثيِرٗا وَ  ٱللَّّ عَدَّ   ٱلذَّ

َ
أ

 ُ جۡرًا عَظِيمٗا  ٱللَّّ
َ
غۡفرَِةٗ وَأ  [35 :الأحزاب]  ﴾٣٥لهَُم مَّ

あなた方にとって、アッラーのしとの中には、よいモデルがあっ

た。アッラーとさいごの日をのぞみ、アッラーをよくズィクルして

いた人にとって。」部族連合章 ３５節 
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７．アッラーはなぜ、わたしたちをつくりましたか? 

アッラーだけをイバーダするためです。 

ただ、あそんだり、すきなことをしたりするだけのためではあり

ません。 

アッラーはおっしゃります: 

َّا ليَِعۡبُدُونِ  ٱلإۡنِسَ وَ  ٱلجِۡنَّ وَمَا خَلقَۡتُ ﴿  [ 56 :الذاريات] ﴾٥٦إلِ

」。われがジンと人間（にんげん）をつくったのは、われだけを

イバーダするためなのである。」撒き散らすもの章 ５６節 

８．イバーダとは、なんですか? 

イバーダとは、アッラーが愛（あい）し、よろこぶことばや、お

こないのことです。それが目に見えるものかどうかは、かんけいあ

りません。 

目に見えるイバーダとは：タスビーフ、タフミード、タクビール

などによってアッラーをズィクルしたり、サラーやハッジをするこ

となどです。 

目に見えないイバーダとは：アッラーにタワックル（おまかせす

ること）したり、アッラーのことをおそれたり、のぞんだりするこ

とです。 

９．わたしたちが、いちばんしなければならないことは

、なんですか? 

アッラーのタウヒードです。アッラーはおっしゃります。「かれ

らは、アッラーをただ純粋（じゅんすい）にイバーダすることし

か、命（めい）じられてはいなかった。」. 
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１０．タウヒードのしゅるいは、なんですか? 

１．アッラーだけが主（しゅ）だというタウヒード：アッラーだ

けが、この世（よ）をつくったお方、この世（よ）のすべてにリズ

ク（かて）をめぐんでくれるお方、すべてを所有（しょゆう）する

お方、すべてをつかさどるお方です。アッラーのほかに、そのよう

なものはありません。 

２．アッラーだけが神（かみ）だというタウヒード：アッラーだ

けにイバーダし、ほかのものにはイバーダしません。 

３．アルアスマーウル・フスナー（うつくしい名まえ）と、すば

らしい性質（せいしつ）のタウヒード：クルアーンとスンナにでて

くるアルアスマーウル・フスナー（うつくしい名まえ）と、すばら

しい性質（せいしつ）を信（しん）じることです。それをそのまま

信（しん）じ、アッラーを人やものなどと似（に）ていると、かん

がえてはいけません。 

4.つのタウヒードのしゅるいは、クルアーンの中でみつけること

ができます アッラーはおっしゃります: 

مََٰوََٰتِ رَّبُّ ﴿ رۡضِ وَ  ٱلسَّ
َ
ا   ۥهَلۡ تَعۡلَمُ لهَُ  هۦ لعِِبََٰدَتهِِ  ٱصۡطَبرِۡ وَ  ٱعۡبُدۡهُ وَمَا بيَۡنَهُمَا فَ  ٱلأۡ   ﴾٦٥سَمِي ٗ

 [65 :مريم]

）」アッラーは）天（てん）と地（ち））、またそのあいだにあ

る全てのものの主（ぬし）。だからかれをイバーダし、そこにおい

てサブル（がまん）しなさい。あなたはかれに、かれとにたような

ものを知っているのか？」マルヤム章 ６５節 
１１．いちばん大きな罪（つみ）はなんですか?  

シルクです。 

アッラーはおっしゃります 
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َ إنَِّ ﴿ ن يشُۡرَكَ بهِِ  ٱللَّّ
َ
ِ  ۦلاَ يَغۡفرُِ أ ه وَمَن يشُۡركِۡ ب َٰلكَِ لمَِن يشََاءُٓ ِ وَيَغۡفرُِ مَا دُونَ ذَ إثِۡمًا  ٱفۡتَرَىَٰٓ فَقَدِ  ٱللَّّ

 [48 :النساء] ﴾٤٨عَظِيمًا 

。「アッラーは、シルクをされることをゆるすことはないが、そ

のほかのことについては、おのぞみのものをゆるされる。アッラー

にシルクをするものは、大きな罪（つみ）をでっち上げているのだ

。」婦人章 ４８節 

１２．シルクと、そのしゅるいはなんですか? 

シルクとは、アッラーにイバーダをすること、アッラーが主（し

ゅ）だということ、アッラーのアルアスマーウル・フスナー（うつ

くしい名まえ）と、すばらしい性質（せいしつ）について、アッラ

ーに似（に）たものがあるとかんがえたり、そのような行動（こう

どう）をしたりすることです。イバーダを、アッラー以外（いが

い）のなにかに向けてするのも、シルクです。 

シルクのしゅるい： 

大きなシルク：たとえば、アッラー以外（いがい）のなにかにド

ゥアーしたり、アッラー以外（いがい）のなにかにぎせいをささげ

たりすることです。 

小さなシルク：これは、もしやってしまっても、ムスリムでなく

なることはないシルクです。たとえば、つぎのようなことです：ア

ッラー以外（いがい）のなにかに、ちかうこと。幸運（こううん）

をよび、不幸（ふこう）をとおざけるために、おまもりをつけるこ

と。ほかの人の目を気（き）にした行（おこな）い。つまり、人か

らよいふうに見られるために、サラーをしたりすることです。 

１３．アッラー以外（いがい）に、だれかガイブ（目に

見えないせかい）を知っている人はいますか? 

いません。アッラーだけが知っています。: 
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َّا يَعۡلَمُ مَن فىِ ﴿ مََٰوََٰتِ قلُ ل رۡضِ وَ  ٱلسَّ
َ
َّا  ٱلۡغَيۡبَ  ٱلأۡ ه إلِ ُ يَّانَ يُبۡعَثُونَ  ٱللَّّ

َ
 ﴾٦٥وَمَا يشَۡعُرُونَ أ

 [65 :النمل]

アッラーはおっしゃります。「いえ。『天（てん）にも地（ち）

にも、目に見えないせかいを知っているのは、アッラーだけ。』か

れらは、いつよみがえらされるかも知らない。」蟻章 ６５節 
１４．イーマーンには、いくつの柱（はしら）がありま

すか？イーマーンの柱（はしら）は、６つです。? 

１．アッラーをしんじること。 

２．天使（てんし）たちをしんじること。 

３．諸啓典（しょけいてん）をしんじること。 

４．しとたちをしんじること。 

５．最後（さいご）の日をしんじること。 

６．よいものもわるいものもふくめて、運命（うんめい）をしん

じること。 

これらのことは、ジブリールのゆうめいなハディースにあります

（ムスリムのでんしょう）。ジブリールはムハンマドさま（しゅく

ふくとへいあんあれ）に、言いました：「イーマーンについて、き

かせて下さい。」かれは言った。「（イーマーンとは）アッラー

と、その天使（てんし）たち、その諸啓典（しょけいてん）、しと

たち、来世（らいせ）、そしてよいものもわるいものもふくめて、

運命（うんめい）をしんじることだ。」” 

１５．イーマーンの柱（はしら）とは、なんですか? 

アッラーをしんじること： 
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アッラーだけが、あなたをつくったお方、あなたにリズク（か

て）をめぐんでくれるお方、すべてを所有（しょゆう）するお方、

すべてをつかさどるお方としんじることです。 

アッラーだけがイバーダされるお方で、アッラー以外にイバーダ

にふさわしいものはありません。アッラーだけが、創造（そうぞ

う）し、命令（めいれい）し、決定（けってい）し、おしえを定

（さだ）めます。 

アッラーは偉大（いだい）で、かんぺきなお方。アッラーにすべ

ての讃美（さんび）があります。アッラーにはアルアスマーウル・

フスナー（うつくしい名まえ）と、すばらしい性質（せいしつ）が

あります。アッラーには仲間（なかま）も、似（に）ているもの

も、ありません。 

天使（てんし）たちをしんじること： 

天使（てんし）たちは、アッラーが光（ひかり）からつくりまし

た。アッラーをイバーダし、アッラーの命令（めいれい）にかんぜ

んに従（したが）うためです。アッラーはおっしゃります 

خَذَ وَقَالوُاْ  ﴿ كۡرَمُونَ  هۥ وَلدَٗا  سُبۡحََٰنَهُ  ٱلرَّحۡمََٰنُ  ٱتَّ ِ   ۥلاَ يسَۡبقُِونهَُ  ٢٦بلَۡ عِبَادٞ مُّ ِ  ٱلقَۡوۡلِ ب مۡرهِ
َ
 ۦوهَُم بأِ

 [ 27-26 :الأنبياء] ﴾٢٧يَعۡمَلُونَ 

「いや、かれら（てんしたち）は、ほまれある僕（しもべ）たち

である。」「かれら（てんしたち）は，かれより先にはなすことは

ない。かれ（アッラー）の命令（めいれい）をきいて行（おこな）

うだけである。」預言者たち章 ２６－２７ 

アッラーはおっしゃります。 

ِ   ۥوَإِنَّهُ ﴿ وحُ نزََلَ بهِِ  ١٩٢ٱلۡعََٰلَمِينَ لتََنزِيلُ رَب  مِينُ  ٱلرُّ
َ
علَىََٰ قَلۡبكَِ لتَِكُونَ مِنَ  ١٩٣ٱلأۡ

بيِنّٖ  ١٩٤ٱلمُۡنذِريِنَ  ّٖ مُّ  [ 195-192 :الشعراء ] ﴾١٩٥بلِسَِانٍ عَرَبىِ 
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「それは全世界（ぜんせかい）の主（しゅ）から、くだされたも

の。」「誠実（せいじつ）な聖霊（せいれい）がそれをたずさえ、

あなた（ムハンマドさま）のこころに（下した）。あなたが警告者

（けいこくしゃ）の 1 人となるために。はっきりとしたアラビアご

によって。」詩人たち章 １９２ー１９５節 
諸啓典（しょけいてん）をしんじること： 

諸啓典（しょけいてん）とは、アッラーがしとたちに下した本の

ことです。 

クルアーン：ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）がも

らった。 

インジール：イーサーさま（へいあんあれ）がもらった。 

トーラー：ムーサーさま（へいあんあれ）がもらった。 

ザブール：ダーウードさま（へいあんあれ）がもらった。 

イブラーヒームさまとムーサーさまの書（しょ） 

しとたちをしんじること： 

アッラーはしとたちをつかわし、人びとにおしえさせ、よい知ら

せやジャンナについてつたえさせ、わるいことやジャハンナムにつ

いて警告（けいこく）させました。 

しとたちで、いちばんすぐれているのは、ウルルアズム（けつい

のつよい者たち）です。ウルルアズムとは、これらのしとです： 

ヌーフ（へいあんあれ） 

イブラーヒーム（へいあんあれ） 

ムーサー（へいあんあれ） 

イーサー（へいあんあれ） 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ） 
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さいごの日をしんじること： 

جُورَكُمۡ يوَۡمَ  ٱلمَۡوۡتِ  كُلُّ نَفۡسّٖ ذَائٓقَِةُ ﴿
ُ
ارِ فَمَن زحُۡزحَِ عَنِ  ٱلقِۡيََٰمَةِ  وَإِنَّمَا توَُفَّوۡنَ أ دۡخِلَ  ٱلنَّ

ُ
وَأ

ةُ فَقَدۡ فَازَ  وَمَا  ٱلجۡنََّةَ  نۡيَآ  ٱلحۡيََوَٰ َّا مَتََٰعُ  ٱلدُّ غُرُورِ إلِ
 [185 :عمران  آل]  ﴾١٨٥ٱلۡ

死（し）んだあとの、お墓（はか）の中のこと、復活（ふっかつ

）の日のこと、あつめられる日のこと、清算（せいさん）、ジャン

ナの住人（じゅうにん）がジャンナに入り、ジャハンナムの住人（

じゅうにん）がジャハンナムに入ることなどを、しんじることです

。アッラーはおっしゃります。「みんな死（し）をあじわうことに

なる。だが復活（ふっかつ）の日には、あなたがたは十分（じゅう

ぶん）に報（むく）いられる。（その日）ほのおから遠（とお）ざ

けられたものは、天国（てんごく）に入れられ、しょうりする。こ

の世（よ）のせいかつは、うその楽（たの）しみにすぎない。」イ

ムラーン家章 １８５節 

よいものもわるいものもふくめて、運命（うんめい）をしんじる

こと： 

運命（うんめい）をしんじるとは、この宇宙（うちゅう）でおこ

ることをアッラーはぜんぶ知っており、ラウフ・マフフーズ（守ら

れし碑板）にすべてそのことは書（か）かれており、アッラーがそ

れをつくり、存在（そんざい）させることを望（のぞ）んだという

ことを、しんじることです。 

アッラーはおっしゃります。 

 شَيۡءٍ خَلقَۡنََٰهُ بقَِدَرّٖ ﴿
 [49 :القمر] ﴾٤٩إنَِّا كُلَّ

「われら（アッラー）はすべてのものを、運命（うんめい）によ

ってつくった。」月章 ４９節 

これには４つのレベルがあります： 
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１．アッラーのちしき：アッラーはすべての運命（うんめい）

を、それがおこるまえも、おこったあとも、最初（さいしょ）から

知っているということ。 

アッラーはおっしゃります。 

َ إنَِّ ﴿ اعَةِعِلۡمُ   ۥعِندَهُ  ٱللَّّ ِلُ  ٱلسَّ رۡحَامِ  وَيَعۡلَمُ مَا فىِ   ٱلۡغَيۡثَ وَيُنَز 
َ
اذَا  ٱلأۡ وَمَا تدَۡريِ نَفۡسٞ مَّ

رۡضّٖ تَمُوتُه إنَِّ 
َ
ي ِ أ

َ
َ تكَۡسِبُ غَدٗاه وَمَا تدَۡريِ نَفۡسُۢ بأِ ۢ  ٱللَّّ  [34 :لقمان] ﴾٣٤عَليِمٌ خَبيِرُ

「アッラーのもとには、（復活の）時の知識（ちしき）がある。

かれは雨（あめ）をふらせ、子宮（しきゅう）の中にあるものを知

っている。だれも明日（あす）なにをかせぐか、どこで死（し）ぬ

ことになるかも、知らない。アッラーはすべて知っていて、すべて

に通（つう）じているおかた。」ルクマーン章 ３４節 

２．アッラーが運命（うんめい）を、ラウフ・マフフーズ（守ら

れし碑板）に書（か）いたということ。すべてのおこったこと、こ

れからおこることは、そこに書（か）かれています。 

アッラーはおっしゃります。 

ا هُوَه وَيَعۡلَمُ مَا فىِ   ٱلۡغَيۡبِ مَفَاتحُِ   ۥوعَِندَهُ  ۞﴿
َّ وَمَا تسَۡقُطُ مِن وَرَقَةٍ   ٱلبَۡحۡرِ  وَ  ٱلۡبَر ِ لاَ يَعۡلَمُهَآ إلِ

َّا يَعۡلَمُهَا وَلاَ حَبَّةّٖ فىِ ظُلمََُٰتِ   رۡضِ إلِ
َ
بيِنّٖ  ٱلأۡ َّا فىِ كتََِٰبّٖ مُّ   :الأنعام] ﴾٥٩وَلاَ رَطۡبّٖ وَلاَ ياَبسٍِ إلِ

59 ] 
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「かれ（アッラー）には、かれしか知らないガイブ（見えないせ

かい）の鍵（かぎ）がある。かれは、陸（りく）と海（うみ）にあ

るものも（すべて）知っている。かれが知らずに、葉（は）っぱ一

枚（いちまい）も落（お）ちることはない。地面（じめん）の暗闇

（くらやみ）の中にある種（たね）でも、湿（しめ）っているもの

でも、乾（かわ）いているものでも、明（あき）らかな書（しょ）

の中にないものは、ない。」家畜章 ５９節 
３．すべてのことは、アッラーの意志（いし）によっておこると

いうこと。アッラーがのぞまなければ、何もおきません。人は選

（えら）ぶことができ、意志（いし）もあります。しかしこの意志

（いし）さえも、アッラーがおのぞみにならないと、実現（じつげ

ん）しません。アッラーはおっしゃります。 

ن مِنكُمۡ  شَاءَٓ  لمَِن﴿
َ
َّآ  تشََاءُٓونَ  وَمَا  ٢٨يسَۡتَقِيمَ  أ ن إلِ

َ
ُ   يشََاءَٓ  أ   :التكوير] ﴾٢٩ٱلۡعََٰلَمِينَ  رَبُّ  ٱللَّّ

28-29 ] 

．すべてのことは、アッラーの意志（いし）によっておこるとい

うこと。アッラーがのぞまなければ、何もおきません。人は選（え

ら）ぶことができ、意志（いし）もあります。しかしこの意志（い

し）さえも、アッラーがおのぞみにならないと、実現（じつげん）

しません。アッラーはおっしゃります。「あなたたちのうちで、ま

っすぐあるくことをのぞむ者（もの）への。そしてあなたたちは、

全世界（ぜんせかい）の主（ぬし）であるアッラーが望（のぞ）ま

なければ、（なにも）望（のぞ）むことがない。」巻き込む章 ２

８－２９節 
４．すべての存在（そんざい）は、アッラーがつくったと

いうこと。すべての本質（ほんしつ）、性質（せいしつ）、

動（うご）きは、アッラーがつくりました。 
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アッラーはおっしゃります。 

ُ وَ ﴿  [96 :الصافات] ﴾٩٦خَلقََكُمۡ وَمَا تَعۡمَلُونَ  ٱللَّّ

「アッラーがあなたたちと、あなたたちの行（おこな）いをつく

った。」整列者たち章 ９６節 

１６．クルアーンとは何ですか？ 

アッラーのことばです。つくられたものではありません。. 

アッラーはおっしゃります。  

ِنَ ﴿ حَدٞ م 
َ
جِرۡهُ حَتَّيَٰ يسَۡمَعَ كَلََٰمَ  ٱسۡتَجَارَكَ   ٱلمُۡشۡرِكيِنَ وَإِنۡ أ

َ
ِ فأَ مَنَهُ  ٱللَّّ

ۡ
بلۡغِۡهُ مَأ

َ
َٰلكَِ  هۥ ثُمَّ أ ذَ

َّا يَعۡلَمُونَ  هُمۡ قَوۡمٞ ل نَّ
َ
 [6 :التوبة ] ﴾٦بأِ

「もしシルクの人びとのだれかが、あなたに保護（ほご）をもと

めてきたら、アッラーのことばを聞（き）かせるために保護（ほご

）しなさい。」悔悟章 ６節 
このようなハディースもあります：「アッラーのことばが、

そのほかのことばより優（すぐ）れているのは、アッラーがほかの

ものよりも優（すぐ）れているようなものです。」ティルミズィ

ーのでんしょう 

１７．スンナとは何ですか？ 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が言ったこと、や

ったこと、みとめたこと、その性格（せいかく）、見た目を伝（つ

た）えるものです。. 
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１８．ビドゥアとは何ですか？それはうけ入れられるも

のですか? 

ビドゥアとは、宗教（しゅうきょう）にかんして、あとからつく

られたもので、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）もサ

ハーバもやってはいなかったことです。 

それはうけ入れられません。 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いました。

「ビドゥアはすべて、まよいです。」アブー・ダーウードのでんし

ょうムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いまし

た。「私たちの行（おこな）いでないものを行（おこな）った者

は、拒否（きょひ）される。」ムスリムのでんしょう 

たとえば、ウドゥーで３回あらうのを、４回あらうことにしたり

するなど、イバーダに何かつけくわえたりすることです。このよう

なことはムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）もサハーバ

もやりませんでした。. 

１９．味方（みかた）になることと、敬遠（けいえん）

することとは、何ですか？ 

ムウミン（じっせんてきなムスリム）を好きになり、味方（みか

た）になることです。 

アッラーはおっしゃります。:  

وۡليَِاءُٓ بَعۡضّٖ    ٱلمُۡؤۡمِنََٰتُ وَ  ٱلمُۡؤۡمِنُونَ وَ ﴿
َ
 [ 71 :التوبة] ﴾٧١بَعۡضُهُمۡ أ

。「男（おとこ）の信者（しんじゃ）も女（おんな）の信者（し

んじゃ）も、おたがい仲間（なかま）である。」悔悟章 ７１ 
クフル（ふしんこう）をきらい、その味方（みかた）にな

らないことです。 
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アッラーはおっしゃります。 
سۡوَةٌ حَسَنَةٞ فىِٓ إبِرََٰۡهيِمَ وَ ﴿

ُ
َّذِينَ قَدۡ كَانتَۡ لكَُمۡ أ إذِۡ قَالوُاْ لقَِوۡمِهِمۡ إنَِّا برَُءَٰٓؤُاْ مِنكُمۡ   ۥٓمَعَهُ  ٱل
ا تَعۡبُدُونَ مِن دُونِ  ِ وَمِمَّ بدًَا حَتَّيَٰ   ٱلبَۡغۡضَاءُٓ وَ  ٱلۡعَدََٰوَةُ كَفَرۡناَ بكُِمۡ وَبَدَا بيَۡنَنَا وَبَيۡنَكُمُ  ٱللَّّ

َ
أ

 ِ ِ تؤُۡمِنُواْ ب مۡلكُِ لكََ مِنَ   ۥٓوحَۡدَهُ  ٱللَّّ
َ
سۡتَغۡفرَِنَّ لكََ وَمَآ أ

َ
بيِهِ لأَ

َ
َّا قَوۡلَ إبِرََٰۡهيِمَ لأِ ِ إلِ بَّنَا   ٱللَّّ مِن شَيۡءّٖ  رَّ

نبَۡنَا وَإِليَۡكَ  
َ
 [4 :الممتحنة] ﴾٤ٱلمَۡصِيرُ عَلَيۡكَ توَكََّلۡنَا وَإِليَۡكَ أ

「イブラーヒームと、かれといっしょにいた者たちの中には、あ

なたたちにとってのよいモデルがある。かれらが自分（じぶん）の

人びとに言った時を、思いおこせ。「わたしたちは、あなたたちと

、あなたたちがアッラーのほかにイバーダするものとは、何の関係

（かんけい）もない。わたしたちは、あなたたちと絶縁（ぜつえん

）する。わたしたちとあなたたちの間には、あなたたちがアッラー

だけを信じるようになるまで、永遠（えいえん）の敵意（てきい）

と憎悪（ぞうお）がある。」試問される女章 ４節 

２０．アッラーは、イスラームではない宗教（しゅうき

ょう）をうけ入れますか? 

アッラーは、イスラームいがいうけ入れません。 

アッラーはおっしゃります。 

  آل] ﴾٨٥ٱلۡخََٰسِرِينَ مِنَ  ٱلۡأٓخِرَةِ ديِنٗا فَلَن يُقۡبَلَ مِنۡهُ وهَُوَ فىِ  ٱلإۡسِۡلََٰمِ وَمَن يبَۡتَغِ غَيۡرَ ﴿
 [85 :عمران

。「イスラームではない宗教（しゅうきょう）をのぞむ人は、う

け入れられない。かれはあの世（よ）で、損失（そんしつ）する人

となる。」イムラーン家章 ８５節 
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２１．クフル（ふしんこう）には、ことば、おこない、

しんこうによるものがあります。その例（れい）は何で

すか？ 

ことばの例（れい）：アッラーやアッラーのしと（しゅくふくと

へいあんあれ）の、わるくちを言うこと。 

おこないの例（れい）：ムスハフをそまつに扱（あつか）うこ

と。アッラーではないものにサジダすること。 

しんこうの例（れい）：アッラーのほかに、イバーダにふさわし

いものがあると考（かんが）えること。アッラーいがいに、創造

（そうぞう）する存在（そんざい）があると考（かんが）えるこ

と。. 

２２．ニファークとは何ですか？そのしゅるいは? 

こたえ： 

１．大きなニファーク：心の中はクフル（ふしんこう）なのに、

イーマーンを見せかけること。 

大きなニファークはクフル（ふしんこう）です。イスラームでは

なくなってしまいます。 

アッラーはおっしゃります。: 

رۡكِ فىِ  ٱلمُۡنََٰفقِِينَ إنَِّ ﴿ سۡفَلِ  ٱلدَّ
َ
ارِ مِنَ   ٱلأۡ  [ 145 :النساء] ﴾١٤٥وَلنَ تَجِدَ لهَُمۡ نصَِيرًا  ٱلنَّ

。「ムナーフィク（にせしんじゃ）たちは、じごくのいちばん下

。かれらに援助者（えんじょしゃ）を見ることはない。」婦人章 

１４５節 
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２．小さいニファーク：例（れい）：うそ、約束（やくそく）

をやぶること、信用（しんよう）されているものをうらぎることな

ど。 

これは罪（つみ）で、罰（ばつ）をうけることになりますが、イ

スラームでなくなってしまうことはありません。 

アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「ムナーフィク（にせしんじゃ）のしるしは３つ。話（はな）せば

うそをつき、約束（やくそく）をすれば破（やぶ）り、信頼（しん

らい）されればうらぎる。ブハーリーとムスリムのでんしょう 

２３．さいごのよげんしゃは、だれですか? 

ムハンマドさまです。 

アッラーはおっしゃりました： 

ِن ر جَِالكُِمۡ وَلََٰكِن رَّسُولَ ﴿ حَدّٖ م 
َ
بآَ أ
َ
دٌ أ ا كَانَ مُحَمَّ ِ مَّ بيِ ـِنَۧ  وخََاتَمَ  ٱللَّّ ُ وكََانَ  ٱلنَّ ِ  ٱللَّّ

بكِلُ 
 [40 :الأحزاب ] ﴾٤٠شَيۡءٍ عَليِمٗا 

：「ムハンマドは、あなたがた男（おとこ）たちの誰（だれ）の

父親（ちちおや）でもない。しかしアッラーのしとであり、さいご

の預言者（よげんしゃ）なのだ。部族連合章 ４０節 
ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「わたしはさいごの預言者（よげんしゃ）。わたしのあ

とに、預言者（よげんしゃ）はない。」アブー・ダーウー

ド、ティルミズィー、そのたのでんしょう 
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２４．きせきとは、何ですか? 

きせきとは、アッラーが預言者（よげんしゃ）たちにあたえる、

ふつうはおこりえないことです。アッラーはきせきを、預言者（よ

げんしゃ）たちの正直（しょうじき）さを証明（しょうめい）する

ために実現（じつげん）させます。たとえば： 

１．ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が、月（つ

き）をわったことは、きせきです。アッラーはおっしゃります。 

اعَةُ  ٱقۡتَرَبَتِ ﴿ سۡتَمِر ٞ  ١ٱلقَۡمَرُ  ٱنشَقَّ وَ  ٱلسَّ بوُاْ  ٢وَإِن يرََوۡاْ ءَايةَٗ يُعۡرضُِواْ وَيقَُولوُاْ سِحۡرٞ مُّ وَكَذَّ
ْ وَ  بَعُوٓا ٞ   ٱتَّ سۡتَقرِ  مۡرّٖ مُّ

َ
هۡوَاءَٓهُمۡه وكَُلُّ أ

َ
 [3-1 :القمر]﴾٣أ

「時（とき）はちかづき、月（つき）はわれた。かれらはたとえ

アーヤ（きせきのしるし）を見ても、背中（せなか）を見せる。そ

して、言う：『これは消（き）えゆく魔術（まじゅつ）だ。』かれ

らはうそよばわりし、自分（じぶん）たちの欲（よく）に従（した

が）った。すべてのものごとは、決着（けっちゃく）する。」月章 

１－３節２． 

ムーサー（へいあんあれ）が海（うみ）をわり、フィルアウンと

その軍隊（ぐんたい）がおぼれ死（し）んだこと。アッラーはおっ

しゃります。 

نتُمۡ تنَظُرُونَ  ٱلبَۡحۡرَ وَإِذۡ فرََقۡنَا بكُِمُ ﴿
َ
غۡرَقۡنَآ ءَالَ فرِعَۡوۡنَ وَأ

َ
نجَيۡنََٰكُمۡ وَأ

َ
 [ 50 :البقرة ] ﴾٥٠فأَ

「また、われらがあなたたちのために海（うみ）を分けてあなた

たちを救（すく）い、あなたたちの見ている前でフィルアウンの一

族をおぼれさせた時。」雌牛章 ５０節 
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２５．サハーバとは、だれのことですか？サハーバのこ

とはすきですか? 

しん）じている状態（じょうたい）で、かれにあった人で、ムス

リムのまま死（し）んだ人たちです。 

わたしたちは、サハーバがすきで、かれらをモデルにします。サ

ハーバは預言者（よげんしゃ）たちの次に、すぐれた人たちです。 

サハーバでいちばん優（すぐ）れているのは、４人のカリフで

す： 

アブー・バクルさま（アッラーのおよろこびあれ） 

ウマルさま（アッラーのおよろこびあれ） 

ウスマーンさま（アッラーのおよろこびあれ） 

アリーさま（アッラーのおよろこびあれ）アッラーはサハーバに

ついて、こうおっしゃります：「ムハージル（マッカからマディー

ナにヒジュラしたムスリム）たちとアンサール（マディーナでムハ

ージルたちをたすけたムスリムたち）と、かれらによく従（した

が）った先人（せんじん）たち。アッラーはかれらをよろこび、か

れらもアッラーによろこぶ。かれ（アッラー）はかれらに、 

بَذَهُ ﴿ َٰهَدُواْ عَهۡدٗا نَّ وكَُلَّمَا عَ
َ
كۡثَرهُُمۡ لاَ يؤُۡمِنُونَ   ۥأ

َ
ِنۡهُم  بلَۡ أ  [100 :البقرة ] ١٠٠فرَيِقٞ م 

その下から川がながれるいくつものジャンナをじゅんびした。か

れらはそこに、えいえんに留（とど）まる。それは偉大（いだい）

な勝利（しょうり）である。」悔悟章 １００節 

２６．しんこうしゃの母（はは）たちとは、だれですか

？ 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）の妻（つま）たちの

ことです。 
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アッラーはおっしゃります。: 

بِيُّ ﴿ ِ  ٱلنَّ وۡلىََٰ ب
َ
زۡوََٰجُهُ  ٱلمُۡؤۡمِنيِنَ أ

َ
نفُسِهِمۡه وَأ

َ
وْلوُاْ   ۥٓمِنۡ أ

ُ
هََٰتُهُمۡ  وَأ مَّ

ُ
رۡحَامِ أ

َ
وۡلىََٰ ببَِعۡضّٖ فىِ   ٱلأۡ

َ
بَعۡضُهُمۡ أ

ِ كتََِٰبِ  عۡرُ  ٱلمُۡهََٰجِريِنَ وَ  ٱلمُۡؤۡمِنيِنَ مِنَ  ٱللَّّ وۡليَِائٓكُِم مَّ
َ
ن تَفۡعَلُوٓاْ إلِىََٰٓ أ

َ
َّآ أ َٰلكَِ فىِ  وفٗاه إلِ   ٱلكِۡتََٰبِ كَانَ ذَ

 [6 :الأحزاب ] ﴾٦مَسۡطُورٗا 

。「預言者（よげんしゃ）はしんこうしゃたち自身（じしん）よ

り、優先（ゆうせん）される。そしてかれの妻（つま）たちは、か

れらの母（はは）たちである。」部族連合章 ６節 
２７．ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）の

一族（いちぞく）には、何をしなければならないですか? 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）の一族（いちぞ

く）とは、かれの妻（つま）たち、子孫（しそん）、バヌー・ハー

シムぞく、バヌー・ムッタリブぞくのうち、ムスリムである人たち

のことです。わたしたちはかれらのことを好きになり、サポートを

します。かれらのことをきらう人のことは、きらいです。アッラー

はおっしゃります。 

جَ ﴿ ولىََٰ   ٱلۡجََٰهِليَِّةِوَقرَۡنَ فىِ بُيُوتكُِنَّ وَلاَ تَبَرَّجۡنَ تَبرَُّ
ُ
قمِۡنَ  ٱلأۡ

َ
ةَ وَأ لَوَٰ ةَ وَءَاتيِنَ  ٱلصَّ كَوَٰ طِعۡنَ   ٱلزَّ

َ
وَأ

 َ ُ إنَِّمَا يرُيِدُ  ٓۥه وَرَسُولهَُ  ٱللَّّ هۡلَ  ٱلر جِۡسَ ليُِذۡهِبَ عَنكُمُ  ٱللَّّ
َ
ِرَكُمۡ تَطۡهِ  ٱلبَۡيۡتِ أ  ﴾٣٣يرٗاوَيُطَه 

 [33 :الأحزاب]

「（ムハンマドの）一族（いちぞく）よ、アッラーはあなたたち

から汚（よご）れをとりのぞき、きよめたいのだ。」部族連合章 

３３節 
節ハディースの中で、ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）は言いました：「わたしの一族（いちぞく）について、アッラ

ーをおもいだしなさい。わたしの一族（いちぞく）について、アッ
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ラーをおもいだしなさい。わたしの一族（いちぞく）について、ア

ッラーをおもいだしなさい。」ムスリムのでんしょう 

２８．ムスリムたちのリーダーには、どのようにしたら

よいですか? 

かれらがイスラームのおしえに反していないかぎり、かれらを尊

重（そんちょう）し、言うことを聞（き）き、従（したが）わなく

てはいけません。また、かれらのためにドゥアーし、かげでアドバ

イスします。かれらが完全（かんぜん）なクフル（ふしんこう）を

あらわにしないかぎり、反抗（はんこう）してはいけません。アッ

ラーはおっしゃります 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ طِيعُواْ  ٱل

َ
َ ءَامَنُوٓاْ أ طِيعُواْ  ٱللَّّ

َ
وْلىِ  ٱلرَّسُولَ وَأ

ُ
مۡرِ وَأ

َ
مِنكُمۡه فَإنِ تنَََٰزعَۡتُمۡ فىِ شَيۡءّٖ    ٱلأۡ

وهُ إلِىَ  ِ فرَُدُّ ِ  ٱلرَّسُولِ وَ  ٱللَّّ ِ إنِ كُنتُمۡ تؤُۡمِنُونَ ب حۡسَ  ٱلۡأٓخِرِ   ٱليَۡوۡمِ وَ  ٱللَّّ
َ
َٰلكَِ خَيۡرٞ وَأ ويِلاً  نُ ذَ

ۡ
  ﴾٥٩تأَ

 [59 :النساء]

「信仰（しんこう）するものたちよ、アッラーと使徒（しと）、

そしてあなたたちのリーダーに従（したが）え。何かであらそいが

おきたら、アッラーと使徒（しと）にそれをもっていけ。もしあな

たたちがアッラーと最後（さいご）の日を信じているのなら。それ

がよいのであり、最善（さいぜん）の結果（けっか）につながるの

だ。」婦人章 ５９節 

２９．しんこうしゃたちが、すむのはどこですか? 

ジャンナです。 

َ إنَِّ ﴿ َّذِينَ يدُۡخِلُ   ٱللَّّ َٰلحََِٰتِ ءَامَنُواْ وعََمِلُواْ  ٱل َٰتّٖ تَجرِۡي مِن تَحۡتهَِا  ٱلصَّ ه جَنَّ نهََٰۡرُ
َ
َّذِينَ وَ  ٱلأۡ  ٱل

كُلُ 
ۡ
كُلُونَ كَمَا تأَ

ۡ
نعََٰۡمُ كَفَرُواْ يَتَمَتَّعُونَ وَيأَ

َ
ارُ وَ  ٱلأۡ َّهُمۡ  ٱلنَّ  [12 :محمد] ﴾١٢مَثۡوٗى ل
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「アッラーは、信仰（しんこう）し、よいおこないをおこなう者

（もの）を、その下から川が流（なが）れるジャンナに入れて下さ

る・・・」ムハンマド章 １２節 
３０．ふしんこうしゃたちが、すむのはどこですか? 

じごくです。: 

َّمۡ تَفۡعَلُواْ وَلنَ تَفۡعَلُواْ فَ ﴿ ْ فَإنِ ل ارَ   ٱتَّقُوا اسُ وَقُودُهَا  ٱلَّتيِ ٱلنَّ ه وَ  ٱلنَّ َٰفرِيِنَ   ٱلحۡجَِارَةُ تۡ للِۡكَ عِدَّ
ُ
أ

 [24 :البقرة ] ﴾٢٤

じごくをおそれよ。その燃料（ねんりょう）は人びとと石。それ

はふしんこうしゃたちのために、じゅんびされている。」雌牛章 

２４節 
３１．ハウフ（きょうふ）とラジャー（きぼう）とは、

何ですか？その根拠（こんきょ）は何ですか? 

ハウフ（きょうふ）とは、アッラーとその罰（ばつ）をおそれる

ことです。 

ラジャー（きぼう）とは、アッラーからのごほうび、ゆるし、じ

ひをのぞむことです。 

その根拠（こんきょ）は、アッラーのこのおことばです。 

وْلََٰٓئكَِ ﴿
ُ
َّذِينَ  أ هُمۡ  ٱلوۡسَِيلَةَ  رَب هِِمُ  إلِىََٰ  يبَۡتَغُونَ  يدَۡعُونَ  ٱل يُّ

َ
قرَۡبُ  أ

َ
 ۥ وَيرَجُۡونَ  أ   وَيخََافُونَ  رَحۡمتََهُ

ٓۥه   [57- :الإسراء] ﴾٥٧مَحذُۡورٗا كَانَ  رَب كَِ   عَذَابَ  إنَِّ  عَذَابهَُ

ハ「かれらがいのっているそれらの者（もの）たちは、だれが（

アッラーに）いちばん近いか、と主（しゅ）へのお近づきをもとめ

、そのラフマ（じひ）を望（のぞ）み、その罰（ばつ）を怖（こわ
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）がる者（もの）たち。あなたの主（しゅ）の罰（ばつ）は、用心

（ようじん）すべきもの。」夜の旅章 ５７節 
節アッラーはおっしゃります 

ن ىِٓ  عِبَادِيٓ  نَب ئِۡ  ۞﴿
َ
نَا  أ

َ
نَّ  ٤٩ٱلرَّحِيمُ  ٱلۡغَفُورُ  أ

َ
ليِمُ  ٱلۡعَذَابُ  هُوَ  عَذَابىِ وَأ

َ
-49 :الحجر] ﴾٥٠ٱلأۡ

50 ] 

。「わがしもべたちに、伝えよ。われはゆるしぶかく、慈愛（じ

あい）ふかい者であり、わが罰（ばつ）はいたましい罰（ばつ）で

ある、ということを。」ヒジュル章 ４９－５０節 
３２．アッラーの名まえや性質（せいしつ）を、いくつ

かおしえてください。 

アッラー。アッ・ラッブ（主）。アッ・ラフマーン（じひあまね

きお方）。アッ・サミーゥ（よくおききになるお方）。アル・バス

ィール（よくごらんになるお方）。アル・アリーム（よくごぞんじ

のお方）。アッ・ラッザーク（リズクをあたえてくれるお方）。ア

ル・ハイイ（ずっと生きているお方）。アル・アズィーム（いだい

なお方）。アル・ハキーム（えいちあるお方）などが、アッラーの

名まえや性質（せいしつ）です。. 

３３．これらの名まえを、せつめいしてください。. 

アッラー：イバーダするのにふさわしい、唯一（ゆいいつ）のお

方。どんなパートナーもいません。 

アッ・ラッブ（主）：この世（よ）をつくり、すべてを所有（し

ょゆう）し、この世（よ）のすべてにリズク（かて）をめぐみ、す

べてをつかさどる、唯一（ゆいいつ）のお方。 

アッ・サミーゥ（よくおききになるお方）：いろんな種類（しゅ

るい）の音（おと）や声（こえ）を、すべて聞（き）くお方。 
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アル・バスィール（よくごらんになるお方）：大きなものも小さ

なものも、すべてごらんになるお方。 

アル・アリーム（よくごぞんじのお方）：過去（かこ）のこと、

今（いま）のこと、未来（みらい）のこと、すべてを知っているお

方。 

アッ・ラフマーン（じひあまねきお方）：生きているものすべて

に、やさしいお方。すべての存在（そんざい）はアッラーの慈悲

（じひ）をうけて存在（そんざい）しています。 

アッ・ラッザーク（リズクをあたえてくれるお方）：人、ジン、

生きものなど、この世（よ）のすべてのものにリズク（かて）をめ

ぐんでくれるお方。 

アル・ハイイ（ずっと生きているお方）：死（し）ぬことがない

お方。アッラーいがいのものは、みな死（し）んでしまいます。 

アル・アズィーム（いだいなお方）：その名まえ、性質（せいし

つ）、おこないにおいて、かんぜんで、いだいなお方。アル・ハキ

ーム（えいちあるお方）：すべてのものをすばらしい形（かたち）

につくったお方。その創造（そうぞう）と命令（めいれい）には、

えいちがあります。えいちとは：何かを、それにぴったりの位置

（いち）におくことです。. 

３４．ムスリムたちの学者（がくしゃ）には、どのよう

にしたらよいですか? 

わたしたちはかれらをあいし、たたえ、イスラームのことについ

ては、かれらにたよります。かれらのことをわるく言うのは、正し

いことではありません。 

アッラーはおっしゃります。  
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هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ حُواْ فىِ  ٱل ْ فَ  ٱلمَۡجََٰلسِِ ءَامَنُوٓاْ إذَِا قيِلَ لكَُمۡ تَفَسَّ ُ يَفۡسَحِ   ٱفسَۡحُوا لكَُمۡه وَإِذَا   ٱللَّّ

ْ قيِلَ  ْ فَ  ٱنشُزُوا ُ يرَۡفَعِ  ٱنشُزُوا َّذِينَ   ٱللَّّ َّذِينَ ءَامَنُواْ مِنكُمۡ وَ  ٱل وتوُاْ  ٱل
ُ
ُ دَرَجََٰتّٖ  وَ  ٱلۡعِلۡمَ أ بمَِا  ٱللَّّ

 [11 :المجادلة] ﴾١١تَعۡمَلُونَ خَبيِرٞ 

「アッラーは、あなたたちの内でしんこうした者たちと、ちしき

を与えられた者たちの位（くらい）を上げる。アッラーは、あなた

たちがすることをよく心得（こころえ）ている。」抗弁する女章 

１１節 
３５．アッラーのワリイとは何ですか? 

タクワー（けいけんさ）があるしんこうしゃのことです。 

アッラーはおっしゃります。: 

وۡليَِاءَٓ ﴿
َ
لآَ إنَِّ أ

َ
ِ أ َّذِينَ  ٦٢لاَ خَوفٌۡ عَلَيۡهِمۡ وَلاَ هُمۡ يَحزَۡنوُنَ  ٱللَّّ  ﴾٦٣ءَامَنُواْ وكََانوُاْ يَتَّقُونَ  ٱل

 [ 63-62 :يونس]

。「アッラーのワリイたちには、おそれることもなく、かなしむ

こともない。かれらはしんこうし、タクワーがある者たち。」ユー

ヌス章 ６２－６３節 
３６．イーマーンとは、ことばとおこないですか? 

イーマーンとは、ことばと、おこないと、しんじることです。口

ではなし、心でしんじておこない、体でおこなうことです。ハディ

ースの中で、ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言い

ました：「イーマーンは７０、または ６０いくつかにわけらます。

その中のいちばんよいものは「 ラー・イラーハ・イッラッラー 

（アッラーのほかに神（かみ）はない）」のことばであり、いちば

んひくいものは道（みち）から有害（ゆうがい）なものをどけるこ
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とです。そして恥（は）ずかしいとおもうきもちは、イーマーンの

一部（いちぶ）です。」ムスリムのでんしょう. 

３７．イーマーンはふえたり、へったりしますか? 

はい。アッラーに従（したが）えばふえ、反抗（はんこう）すれ

ばへります。 

アッラーはおっしゃります: 

َّذِينَ   ٱلمُۡؤۡمِنُونَ إنَِّمَا ﴿ ُ إذَِا ذُكرَِ  ٱل زَادَتۡهُمۡ إيِمََٰنٗا    ۥوجَِلَتۡ قُلُوبُهُمۡ وَإِذَا تلُيَِتۡ عَلَيۡهِمۡ ءَايََٰتُهُ  ٱللَّّ
 [2 :الأنفال] ﴾٢وَعلَىََٰ رَب هِِمۡ يَتَوكََّلوُنَ 

"。「（ほんとうの）しんこうしゃとは、アッラーがズィクルされ

れば心（こころ）がおそれ、アーヤが読（よ）まれれば、イーマー

ンがふえる者（もの）たち。そして主（しゅ）にのみ、すべてをま

かせる者（もの）たちのことである。」戦利品章 ２節 
３８．イフサーンとは何ですか? 

アッラーを見ているかのように、アッラーをイバーダすることで

す。たとえアッラーが見えていなくても、アッラーはあなたを見て

います。. 

３９．おこないは、どうしたらアッラーにうけ入れても

らえますか? 

つの条件（じょうけん）があります： 

１．アッラーのためだけに、ささげられていること。 

２．ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）のスンナにし

たがっていること。 
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４０．アッラーにタワックルするとは、何のことですか

? 

よいことをもとめ、わるいことを遠（とお）ざけるにあたり、ア

ッラーをたよりにすることです。でも、それを実現（じつげん）さ

せるための行動（こうどう）も伴（ともな）わなくてはなりませ

ん。 

アッラーはおっしゃります。. 

ِ وَيرَۡزُقۡهُ مِنۡ حَيۡثُ لاَ يَحۡتسَِبُه وَمَن يَتَوكََّلۡ علَىَ ﴿ َ إنَِّ  ٓۥه فَهُوَ حَسۡبُهُ  ٱللَّّ ِ  ٱللَّّ مۡرهِ
َ
قَدۡ   هۦ بََٰلغُِ أ

ُ جَعَلَ  ِ شَيۡءّٖ قَدۡرٗا ٱللَّّ
 [3 :الطلاق] ﴾٣لكِلُ 

「アッラーにタワックルする者には、それだけで十分（じゅうぶ

ん）。」離婚章 ３節 
 「十分（じゅうぶん）」：ほかには必要（ひつよう）ない、と

いうことです。 

４１．マァルーフをすすめ、ムンカルをきんじることと

は、何ですか? 

マァルーフとは、アッラーにしたがうすべてのこと。ムンカルと

は、アッラーに反抗（はんこう）することをやめさせるすべてのこ

とです。 

アッラーはおっしゃります。 

﴿ ِ مُرُونَ ب
ۡ
خۡرجَِتۡ للِنَّاسِ تأَ

ُ
ةٍ أ مَّ

ُ
ِ  ٱلمُۡنكَرِ وَتَنۡهَوۡنَ عَنِ  ٱلمَۡعۡرُوفِ كُنتُمۡ خَيۡرَ أ ِ  وَتؤُۡمِنُونَ ب   ٱللَّّ
هۡلُ 

َ
ِنۡهُمُ  ٱلكِۡتََٰبِ وَلوَۡ ءَامَنَ أ َّهُم  م  كۡثَرهُُمُ  ٱلمُۡؤۡمِنُونَ لكََانَ خَيۡرٗا ل

َ
  :عمران آل] ﴾١١٠ٱلۡفََٰسِقُونَ وَأ

110]  
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。「あなたたちは、人びとへと出された最良（さいりょう）のウ

ンマ。マァルーフを命（めい）じ、ムンカルをきんじ、アッラーを

しんじる・・・」イムラーン家章 １１０節 
４２．アフルッスンナ・ワ・アルジャマーアとは、だれ

のことですか? 

ことば、おこない、しんこうにおいて、ムハンマドさま（しゅく

ふくとへいあんあれ）とサハーバたちのような状態（じょうたい）

にある人びとのことです。 

「アフルッスンナ」とよばれるのは、ムハンマドさま（しゅくふ

くとへいあんあれ）のスンナにしたがい、ビドゥアをさけているた

めです。 

「アル・ジャマーア」とは、正しさのもとに集合（しゅうごう）

し、分裂（ぶんれつ）しないことです。よげんしゃさま（しゅくふ

くとへいあんあれ）は言いました：「バヌー・イスラーイールは７

２のグループにわかれましたが、わたしのウンマは７３のグループ

にわかれます。その内１つをのぞいて、みんなじごくに入りま

す。」サハーバは言った：「アッラーのしとよ、そのグループとは

何ですか？」ムハンマドさまは言いました：「わたしとサハーバの

ようであった人たちです。」ティルミズィーのでんしょう. 

****** 
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フィクフフィクフとはフィクフとは、タハーラ、サ

ラー、ザカー、サウム、ハッジといった、じっさい

に行うイスラームのきまりにかんする知識（ちしき）

です。 

１．タハーラとは、何ですか？. 

タハーラとは：よごれやけがれを、おとすことです。サラーでき

ない状態（じょうたい）から、できる状態（じょうたい）にしま

す。ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）はいいました：

「サラーのかぎは、タハーラです。」アブー・ダーウードのでんし

ょう 

けがれをきよめること：体や、服（ふく）や、サラーをしようと

する場所（ばしょ）から、ナジャーサをおとすことです。 

よごれをきよめること：ウドゥーやグスルによって行います。そ

れはきれいな水で行いますが、水がないときや水をつかえないとき

には、タヤンムムで行います。 

２．ナジャーサがついたら、どうやってきよめますか？ 

犬（いぬ）がよだれをつけたものは、７回あらいます。その１回

目は砂（すな）で洗（あら）います。アブー・フライラによると、

アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「犬

（いぬ）のよだれがたれた器（うつわ）をきれいにするには、それ

を７回洗（あら）いなさい。そしてその１回目は、砂（すな）で洗

（あら）いなさい。」ムスリムのでんしょう. 
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３．ウドゥーの徳（とく）は何ですか? 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「ムスリム（または、ムウミン）がウドゥーし、かおを洗（あら）

えば、目で見たすべてのつみが水といっしょに（または、水のさい

ごのいってきといっしょに）おちる。手を洗（あら）えば、手でお

こなったすべてのつみが水といっしょに（または、水のさいごのい

ってきといっしょに）おちる。足を洗（あら）えば、足で向かった

すべてのつみが水といっしょに（または、水のさいごのいってきと

いっしょに）おちる。こうして、つみからきれいな状態（じょうた

い）になるのだ。」ムスリムのでんしょう 

４．どうやってウドゥーしますか？? 

回、手を洗（あら）います。 

回うがいをし、はなを洗（あら）います。 

うがいとは：水を口に入れ、うごかし、またその水をだすことで

す。 

はなを洗（あら）うとは：みぎ手で、はなの中に水をすいこみ、 

それからひだり手で、またそれをふきだすことです。 

それからかおを、３回洗（あら）います。 

それからりょううでを、ひじまで３回洗（あら）います。 

それから、あたまをなでます。りょう手であたまのまえから、う

しろの方になで、またまえの方になでます。りょう耳（みみ）も、

なでます。 

それからりょう足（あし）を、くるぶしまで３回洗（あら）いま

す。 
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これがウドゥーの、かんぜんなやり方です。ブハーリーやムスリ

ムが、ウスマーンさまやアブドッラー・ブン・ザイドさまたちから

のでんしょうで、このことを伝えています。ブハーリーの別（べ

つ）のでんしょうの中では、ムハンマドさま（しゅくふくとへいあ

んあれ）が１回ずつウドゥーしたり、２回ずつウドゥーしたりした

ことが、伝わっています。つまり３回やるところを、１回、または

２回ですませたこともあったということです。. 

５．ウドゥーの義務（ぎむ）は何ですか？また、その数

（かず）はいくつですが? 

ウドゥーの義務（ぎむ）とは、ウドゥーの中でそれをやらなけれ

ば、ウドゥーが正しくはならないようなものです。 

１．かおを洗（あら）うこと：うがいや、鼻（はな）に水を入れ

て洗（あら）うことも、ふくまれます。 

２．りょううでを、ひじまで洗（あら）うこと。 

３．頭（あたま）をぬれた手でなでること。りょう耳（みみ）も

なでます。 

４．りょう足（あし）を、くるぶしまで洗（あら）うこと。 

５．かお、りょううで、頭（あたま）、りょう足（あし）、と順

番（じゅんばん）に洗（あら）うこと。アッラーはおっしゃりま

す。 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ ةِ ءَامَنُوٓاْ إذَِا قُمۡتُمۡ إلِىَ   ٱل لَوَٰ ْ فَ  ٱلصَّ يدِۡيكَُمۡ إلِىَ  ٱغۡسِلُوا

َ
  ٱلمَۡرَافقِِ وجُُوهَكُمۡ وَأ

ْ وَ  رجُۡلكَُمۡ إلِىَ  ٱمۡسَحُوا
َ
ْه وَإِن كُنتُمۡ جُنُبٗا فَ  ٱلكَۡعۡبَينِۡ  برُِءُوسِكُمۡ وَأ رُوا هَّ وۡ علَىََٰ  ٱطَّ

َ
رۡضَيَٰٓ أ وَإِن كُنتُم مَّ

ِنَ  ِنكُم م  حَدٞ م 
َ
وۡ جَاءَٓ أ

َ
وۡ لََٰمَسۡتُمُ  ٱلۡغَائٓطِِ سَفَرٍ أ

َ
مُواْ صَعِيدٗا طَي بِٗا   ٱلن سَِاءَٓ أ فَلَمۡ تَجِدُواْ مَاءٓٗ فَتَيَمَّ

ْ فَ  ِنۡهُه مَا يرُيِدُ  ٱمۡسَحُوا يدِۡيكُم م 
َ
ُ بوِجُُوهكُِمۡ وَأ ِنۡ حَرَجّٖ وَلََٰ  ٱللَّّ يرُيِدُ  نكِ ليَِجۡعَلَ عَلَيۡكُم م 
ِرَكُمۡ وَليُِتمَِّ نعِۡمَتَهُ   [ 6 :المائدة] ﴾٦عَلَيۡكُمۡ لعََلَّكُمۡ تشَۡكُرُونَ   ۥليُِطَه 
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。「しんこうする者たちよ、サラーに立つときは、あなたたちの

かおを洗（あら）い、うでをひじまで洗（あら）え。また頭（あた

ま）をなで、くるぶしまで足（あし）を洗（あら）うのだ。」食卓

章 ６節 
６．つづけて行うこと：ウドゥーのとちゅうで、あらった体の

場所（ばしょ）がかわいてしまうくらい、時間（じかん）をおかな

いように、つづけて行うことです。 

たとえば、ウドゥーを半分（はんぶん）だけやり、のこりの半分

（はんぶん）はあとでやったりすると、正しいウドゥーにはなりま

せん。このようなでんしょうが、あります：「ムハンマドさま（し

ゅくふくとへいあんあれ）は、ある男（おとこ）がサラーしてお

り、その足（あし）に水がかかっていない貨幣（かへい）１まい分

くらいの部分（ぶぶん）がひかっているのを見ました。ムハンマド

さま（しゅくふくとへいあんあれ）はかれに、ウドゥーをやりなお

し、サラーもしなおすよう言いました。」アブー・ダーウードの

でんしょう 

６．ウドゥーのスンナとは何ですか？また、その数（か

いず）は、いくつですか? 

ウドゥーのスンナとは、それをすればさらに大きなごほうびがも

らえますが、それをしなくても罪（つみ）にはならず、そのウドゥ

ーは正しいままであるようなものです。 

１．ビスミッラーと言うこと：でんしょうに、こうあります。

「アッラーの名まえをとなえなかった者に、ウドゥーはない。」ア

ブー・ダーウードのでんしょう 
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２．スィワーク：このようなでんしょうが、あります：「もし、

わたしのウンマにとって大変（たいへん）にならなかったら、わた

しはウドゥーのたびにスィワークを使（つか）うよう命じただろ

う。」アハマドのでんしょう 

３．手を洗（あら）うこと： 

４．ゆびのあいだを、洗（あら）うこと：でんしょうに、こうあ

ります。「ウドゥーで、水をすみずみまで行きわたらせなさい。ゆ

びの間を洗（あら）い、はなの奥（おく）にまで水を入れなさい。

あなたたちがサウムをしていないかぎりですが。」ティルミズィ

ー、アブー・ダーウードらのでんしょう 

５．体のそれぞれの部分（ぶぶん）を、２回、３回と洗（あら）

うこと。 

６．みぎからはじめること。アーイシャのでんしょうに、このよ

うにあります。「よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）

は、靴（くつ）をはくとき、髪（かみ）をとかすとき、体（から

だ）を洗（あら）うときなど、あらゆることにおいて、右（みぎ）

から始（はじ）めるのが好（す）きでした。ブハーリーとムスリム

のでんしょう７．ウドゥーのあとのズィクル：「アシュハド・アッ

ラー・イラーハ・イッラッラーフ・ワフダフ・ラー・シャリーカ・

ラフ、ワ・アシュハド・アンナ・ムハンマダン・アブドゥフ・ワ・

ラスールフ」（わたしは、唯一（ゆいいつ）で、ならぶものがない

アッラーのほかに神（かみ）がいないこと、ムハンマドさまがその

しもべであり使徒（しと）だと証言（しょうげん）します）」８．

ウドゥーしたあと、２ラクアのサラーをすること。このようなでん

しょうがあるためです：「わたしがやったこのウドゥーの通（と

お）りにウドゥーをし、そのあいだ、雑念（ざつねん）にとらわれ
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ることなく２ラクアのサラーをした者は、以前（いぜん）のつみを

赦（ゆる）される。」ブハーリーとムスリムのでんしょう. 

７．ウドゥーをなくすものは何ですか? 

おしっこの穴（あな）と、おしりの穴（あな）からでるもので

す：おしっこ、うんち、おならなどです。 

ねむったり、あたまがおかしくなってしまったり、いしきをうし

なってしまったりしても、ウドゥーはなくなります。でんしょう

に、こうあります：「目はおしりの栓（せん）。だからねむった

ら、ウドゥーしなさい。」アブー・ダーウードとイブン・マージャ

のでんしょうラクダの肉（にく）をたべること。ある男（おとこ）

が、ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）に、たずねまし

た：「ラクダの肉（にく）をたべたら、わたしはウドゥーします

か？」ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いまし

た：「はい。」ムスリムのでんしょうおしっこがでるところや、う

んちがでるところを、手で直接（ちょくせつ）さわること。このよ

うなでんしょうがあります：「恥部（ちぶ）にさわったしまった

ら、ウドゥーをしなさい。」アブー・ダーウード、ティルミズィ

ー、そのたのでんしょう 

８．タヤンムムとは、何ですか? 

タヤンムムとは：水がないとき、または水がつかえないときに、

地面（じめん）の表面（ひょうめん）にある砂（すな）などをつか

って、ウドゥーのかわりにすることです。アッラーはおっしゃりま

す。 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ ةَ ءَامَنُواْ لاَ تَقۡرَبُواْ  ٱل لَوَٰ َّا   ٱلصَّ َٰرَىَٰ حَتَّيَٰ تَعۡلَمُواْ مَا تَقُولوُنَ وَلاَ جُنُبًا إلِ نتُمۡ سُكَ

َ
وَأ

ِنَ  ِنكُم م  حَدٞ م 
َ
وۡ جَاءَٓ أ

َ
وۡ علَىََٰ سَفَرٍ أ

َ
رۡضَيَٰٓ أ ْه وَإِن كُنتُم مَّ وۡ  ٱعاَبرِِي سَبيِلٍ حَتَّيَٰ تَغۡتسَِلُوا

َ
لۡغَائٓطِِ أ
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مُواْ صَعِيدٗا طَي بِٗا فَ  ٱلن سَِاءَٓ لََٰمَسۡتُمُ  ْ فَلَمۡ تَجِدُواْ مَاءٓٗ فَتَيَمَّ يدِۡيكُمۡ  إنَِّ   ٱمۡسَحُوا
َ
َ بوِجُُوهكُِمۡ وَأ  ٱللَّّ

 [43 :النساء] ﴾٤٣كَانَ عَفُوًّا غَفُورًا 

「水を見つけられなかったなら、きれいな地面（じめん）へと向

かって（それにさわり、それから）あなたたちのかおと両手（りょ

うて）をなでよ。アッラーはよく寛恕（かんにょ）され、ゆるしぶ

かいお方。」婦人章 ４３節 

９．どうやってタヤンムムしますか? 

りょう手のひらで、砂（すな）を１回たたき、それからまた１回

だけ、かおと、りょう手のおもてがわをなでます。ムハンマドさま

（しゅくふくとへいあんあれ）は、アンマールさま（アッラーのお

よろこびあれ）にこう言いました：「こうするだけでよい。」そう

言って、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）はりょう手

で地面（じめん）にふれ、そこに息（いき）をふきかけてから、顔

（かお）と両手（りょうて）をなでました。ブハーリーとムスリム

のでんしょう. 

１０．どうしたらタヤンムムはなくなりますか? 

ウドゥーがなくなるのと同じもので、タヤンムムもなくなりま

す。 

水が見つかったら、タヤンムムはなくなります。. 

１１．ホッフとジャウラブとは、何ですか? 

ホッフとは：皮（かわ）せいの、くつ下です。 

ジャウラブとは：皮（かわ）せいではない、くつ下です。 

ホッフもジャウラブも、その上をなでるだけですませることがで

きます。ムギーラさまは、こう伝えています：「アッラーのしと
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（しゅくふくとへいあんあれ）はウドゥーをし、ジャウラブの上を

なでました。」アブー・ダーウード、ティルミズィー、そのたので

んしょうブハーリーとムスリムのでんしょうには、こうあります：

「アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）はウドゥーをし、

ホッフの上をなでました。」 

１２．ホッフの上をなでることの、いみは何ですか？. 

ウドゥーが、かんたんになります。とくに冬（ふゆ）などのさむ

いときとか、りょこうのときとか、足（あし）にはいているものを

脱（ぬ）ぐのが大変（たいへん）なときです。アッラーはおっしゃ

ります。 

َّذِيٓ  رَمَضَانَ  شَهۡرُ ﴿ نزِلَ  ٱل
ُ
ِنَ  وَبَي نََِٰتّٖ  ل لِنَّاسِ  هُدٗى ٱلقُۡرۡءَانُ  فيِهِ  أ  فَمَن وَٱلفُۡرۡقَانِ   ٱلهُۡدَىَٰ  م 

هۡرَ  مِنكُمُ  شَهِدَ  وۡ  مَريِضًا  كَانَ  وَمَن فَلۡيَصُمۡهُه  ٱلشَّ
َ
ٞ  سَفَرّٖ  علَىََٰ  أ ة ِنۡ  فَعِدَّ يَّامٍ  م 

َ
خَرَ   أ

ُ
ُ  يرُيِدُ  أ  بكُِمُ  ٱللَّّ

ْ  ٱلۡعُسۡرَ  بكُِمُ  يرُِيدُ  وَلاَ ٱلۡيسُۡرَ  ةَ  وَلتُِكۡمِلُوا ْ  ٱلۡعِدَّ َ  وَلتُِكَب رُِوا َٰكُمۡ  مَا  علَىََٰ  ٱللَّّ   وَلعََلَّكُمۡ  هَدَى
 [185 :البقرة ] ﴾١٨٥تشَۡكُرُونَ 

。「アッラーはあなたたちにかんたんなことを求（もと）め、む

ずかしいことを求（もと）めない。」雌牛章 １８５節 

１３．ホッフの上をなでるときの、条件（じょうけん）

は何ですか? 

１．タハーラの状態（じょうたい）、つまりウドゥーをしてから

ホッフをはいていることです。ムギーラさま（アッラーのおよろこ

びあれ）は、言っています：「わたしは、よげんしゃさま（しゅく

ふくとへいあんあれ）と、りょこうしていました。（よげんしゃさ

まがウドゥーをしようとしたとき、）わたしは、かれのホッフを脱

（ぬ）がせようとしました。そのとき、よげんしゃさま（しゅくふ
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くとへいあんあれ）は言ったのです：“そのままにしておきなさ

い。わたしはその中に、タハーラを入れておいたのですから。”そ

してよげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、ホッフの上

をなでるだけですませました。」ブハーリーとムスリムのでんしょ

う 

２．ホッフがきれいであること。よごれたものの上を、なでるこ

とはできません。 

３．ホッフが、ウドゥーで足（あし）を洗（あら）わなければな

らない場所（ばしょ）を、カバーしていること。 

４．なでるだけですませられる期間（きかん）内であること。り

ょこう中の人は３日間、そうでない人は１日のあいだだけ、なでる

ことができます。アリーさま（アッラーのおよろこびあれ）のハデ

ィースによると：アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は

（足をなでるだけですませられる期間を）、りょこう中の人には３

日間、そうでない人には１日のあいだだけとしました。ムスリムの

でんしょう 

１４．ホッフの上のなで方は、どうしますか? 

水でぬれたりょう手で、りょう足（あし）を指（ゆび）さきか

ら、すねのあたりまでなでます。みぎ手でみぎ足（あし）、ひだり

手でひだり足（あし）をなでます。なでるときには、手の指（ゆ

び）をひらきぎみにし、一どだけなでます。くりかえしません。. 

１５．ホッフの上をなでることができなくなるのは、ど

んなときですか? 

１．なでるだけでよい期間（きかん）が、おわってしまうこと。

その期間（きかん）は、りょこう中の人だったら３日間、そうでな

い人だったら１日のあいだだけです。 
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２．ホッフをぬぐこと。ホッフをりょう方、またはかた方ぬいで

しまうと、もうその上をなでることはできなくなります。１６．サ

ラーの徳（とく）は何ですか？アブー・フライラ（アッラーのおよ

ろこびあれ）によれば、アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあ

れ）は言いました：「あなた方の（いえの）ドアの前（まえ）に川

があって、そこで毎日（まいにち）５回洗（あら）うとしたら、体

（からだ）にダランなど残（のこ）るか？」 （サハーバたちは）言

った：「ダランなど、少しも残（のこ）りません。（よげんしゃさ

まは）言った：「５回のサラーもおなじだ。アッラーはそれによっ

て、つみをけして下さる。」ブハーリーとムスリムのでんしょうダ

ランとは：よごれのことです。 

１６．サラーの徳（とく）は何ですか? 

サラーの徳（とく）は何ですか？アブー・フライラ（アッラーの

およろこびあれ）によれば、アッラーのしと（しゅくふくとへいあ

んあれ）は言いました：「あなた方の（いえの）ドアの前（まえ）

に川があって、そこで毎日（まいにち）５回洗（あら）うとした

ら、体（からだ）にダランなど残（のこ）るか？」 （サハーバたち

は）言った：「ダランなど、少しも残（のこ）りません。（よげん

しゃさまは）言った：「５回のサラーもおなじだ。アッラーはそれ

によって、つみをけして下さる。」ブハーリーとムスリムのでんし

ょうダランとは：よごれのことです。. 

１７．サラーのいみは何ですか? 

。サラーとは：とくべつな言葉（ことば）とうごきによっておこ

なう、アッラーへのイバーダです。それはタクビールによってはじ

まり、タスリームでおわります。 

１８．サラーのいちづけは、何ですか? 

サラーはムスリムにとっての義務（ぎむ）です。 
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アッラーはおっしゃります。 

ةَ فَإذَِا قَضَيۡتُمُ ﴿ لَوَٰ ْ فَ  ٱلصَّ َ   ٱذۡكُرُوا ننَتُمۡ قيََِٰمٗا وَقُعُودٗا وَعلَىََٰ جُنُوبكُِمۡه فَإذَِا   ٱللَّّ
ۡ
قيِمُواْ  ٱطۡمَأ

َ
فأَ

ه  ةَ لَوَٰ ةَ إنَِّ  ٱلصَّ لَوَٰ وۡقُوتٗا   ٱلمُۡؤۡمِنيِنَ كَانتَۡ علَىَ  ٱلصَّ  [103 :النساء ] ﴾١٠٣كتََِٰبٗا مَّ

。「サラーはムウミン（しんこうしゃ）たちに、きめられた時間

（じかん）に義務（ぎむ）づけられている。」婦人章 １０３節 
１９．サラーをしないとどうなりますか？? 

サラーをしないことは、クフル（ふしんこう）です。ムハンマド

さま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「わたしたち

と、かれら（ふしんこうしゃ）とのあいだのちがいは、サラーであ

る。サラーをやらない人は、クフルをしていることになります。」

アフマド、ティルミズィーなどのでんしょう 

２０．まいにち、何回のサラーをしなければならないで

すか？それぞれのサラーのラクアの数（かず）は、いく

つですか? 

まいにち５回のサラーがあります。ファジュルのサラーは２ラク

ア、ズフルのサラーは４ラクア、アスルのサラーは４ラクア、マグ

リブのサラーは３ラクア、イシャーのサラーは４ラクアです。. 

２１．サラーが正しくなる条件（じょうけん）は何です

か? 

１．ムスリムであること：ムスリムでない人のサラーは、正しく

なりません。それはシルクがあるためです。アッラーはおっしゃり

ます： 
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وحِيَ إلِيَۡكَ وَإِلىَ ﴿
ُ
َّذِينَ وَلقََدۡ أ شۡرَكۡتَ ليََحۡبَطَنَّ عَمَلُكَ وَلتََكُونَنَّ مِنَ   ٱل

َ
مِن قَبۡلكَِ لئَنِۡ أ

 [65 :الزمر] ﴾٦٥ٱلۡخََٰسِرِينَ 

「もしシルクするなら、あなたの行（おこな）いはむだになる。

」集団章 ６５節 

２．りせい：頭（あたま）がせいじょうでない人のサラーは、正

しくなりません。 

３．ふんべつ：ふんべつのない小さな子のサラーは、正しくなり

ません。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いま

した：「３しゅるいの人に、せきにんはない：ねむっている者が目

を覚（さ）ますまで。子どもが大人になるまで。正気（しょうき）

でなくなった者が、正気（しょうき）になるまで。」ティルミズィ

ー、アブー・ダーウードなどのでんしょう 

４．ニイヤ（いと）：次のようなでんしょうがあります。「おこ

ないは、ニイヤできまる。人は、ニイヤしたものを手に入れる。」

ブハーリーのでんしょう 

５．サラーのじかんに入っていること。アッラーはおっしゃりま

す。 

ةَ فَإذَِا قَضَيۡتُمُ ﴿ لَوَٰ ْ فَ  ٱلصَّ َ   ٱذۡكُرُوا ننَتُمۡ قيََِٰمٗا وَقُعُودٗا وَعلَىََٰ جُنُوبكُِمۡه فَإذَِا   ٱللَّّ
ۡ
قيِمُواْ  ٱطۡمَأ

َ
فأَ

ه  ةَ لَوَٰ ةَ إنَِّ  ٱلصَّ لَوَٰ وۡقُوتٗا   ٱلمُۡؤۡمِنيِنَ كَانتَۡ علَىَ  ٱلصَّ  [103 :النساء ] ﴾١٠٣كتََِٰبٗا مَّ

「サラーはムウミン（しんこうしゃ）たちに、きめられた時間（

じかん）に義務（ぎむ）づけられている。」婦人章 １０３節 
６．けがれからのタハーラ：次のようなでんしょうがあります。

「もしあなたたちが汚（けが）れた状態（じょうたい）だったら、

ウドゥーをするまで、アッラーはあなたたちのサラーをうけ入れな

い。ブハーリーとムスリムのでんしょう 
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７．よごれ（ナジャーサ）からのタハーラ。アッラーはおっしゃ

ります： 

ِرۡ ﴿  [ 4 :المدثر] ﴾٤وَثيَِابكََ فَطَه 

「そしてあなたの服（ふく）を、きよめよ。」包る者章 ４節 
８．アウラをかくすこと。アッラーはおっしゃります。 

ِ مَسۡجِدّٖ وكَُلوُاْ وَ  ۞﴿
ْ يََٰبَنيِٓ ءَادَمَ خُذُواْ زيِنَتَكُمۡ عِندَ كُل  ْه إنَِّهُ  ٱشۡرَبُوا لاَ يُحِبُّ    ۥوَلاَ تسُۡرِفُوٓا

 [31 :الأعراف] ﴾ ٣١ٱلمُۡسۡرفِِينَ 

「アーダムの子らよ、あらゆるマスジドであなたたちの飾（かざ

）りを身（み）につけなさい。」高壁章 ３１節 
９．キブラの方にむかうこと。アッラーはおっしゃります。 

اسِ علَىَ  ٱصۡطَفَيۡتُكَ قَالَ يََٰمُوسَيَٰٓ إنِ ىِ ﴿ ِنَ   ٱلنَّ لََٰتيِ وَبكَِلََٰمِي فخَُذۡ مَآ ءَاتيَۡتُكَ وَكُن م  برِِسََٰ
َٰكِريِنَ   [144 :الأعراف] ﴾١٤٤ٱلشَّ

「あなたの顔（かお）を、マスジド・ハラームの方に向けよ。ま

たどこにあろうとも、（サラーのときは）あなたたちの顔（かお）

をそちらへと向けよ。」雌牛章 １４４節 

２２．サラーのルクン（なくてはならないこと）は何で

すか？ 

のルクンがあります。次のとおりです： 

義務（ぎむ）のサラーのとき、そうできるなら起立（きりつ）す

ること。イムラーン・ブン・フサイン（アッラーのおよろこびあ

れ）によると、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言

いました：「立（た）ってサラーしなさい。もしできなければ座

（すわ）って。それもできなければ、よこになってしなさい。」ブ
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ハーリーのでんしょうタクビーラト・イフラーム：これは、「アッ

ラーフ・アクバル（アッラーはいだいです）」ということばです。

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言っています：

「サラーのために立（た）ったら、タクビールしなさい。」ブハー

リーとムスリムのでんしょうアルファーティハをよむこと。よげん

しゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いました：「クルア

ーンのアルファーティハをよまない者に、サラーは有効（ゆうこ

う）とならない。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

ルクーゥ：背中（せなか）をまっすぐにのばし、頭（あたま）を

背中（せなか）と同じ高（たか）さにします。 

ルクーゥから、起立（きりつ）のしせいにもどること。 

まっすぐ立つこと。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）は言いました：「それからルクーゥをして、ルクーゥのじょう

たいのまま、おちつきなさい。そのあとルクーゥから、まっすぐ立

ち上がりなさい。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

サジダ：サジダのときは、ひたい、鼻（はな）、りょう手、りょ

うひざ、りょう足（あし）の指（ゆび）さきを、じめんにつけま

す。 

サジダから元のじょうたいにもどること。 

２つのサジダのあいだに、すわったじょうたいでいること。ムハ

ンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「それか

らサジダをして、サジダのじょうたいのまま、おちつきなさい。そ

のあとサジダから、すわったじょうたいになっておちつきなさ

い。」ブハーリーとムスリムのでんしょうひだり足の上にすわり、

みぎ足を立て、それをキブラの方に向けるのが、スンナです。アー

イシャさまは言っています：「ムハンマドさま（しゅくふくとへい
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あんあれ）は、ひだり足の上にすわり、みぎ足を立てていまし

た。」ムスリムのでんしょう 

おちついたじょうたい。からだをうごかすルクンとルクンのあい

だは、このじょうたいにします。 

さいごのタシャッフド。イブン・マスウード（アッラーのおよろ

こびあれ）さまは言いました：「タシャッフドが義務（ぎむ）づけ

られるまえ、わたしたちはサラーの中でこう言っていました：“ア

ッラーにサラームを。ジブリールとミーカーイールにサラーム

を。”すると、アッラーのしとは言いました：“そのように言って

はなりません。アッラーがサラーム（へいあん）だからです。しか

し、こう言いなさい：アッタヒーヤートゥ リッラーヒ､ワッサラワ

ートゥ､ワッタイイバートゥ｡アッサラーム アライカ アイユハンナ

ビーユ ワ ラハマトゥッラーヒ ワ バラカートゥフ｡アッサラーム ア

ライナー ワ アラーイバーディッラーヒッサーリヒーン｡アシュハド

ゥアッラー イラーハ イッラッラーフ ワ アシュハドゥ アンナ ムハ

ンマダン アブドゥフ ワ ラスールフ（すべての讃美（さんび）とい

のりとよいものは、アッラーに｡預言者（よげんしゃ）よ､あなたの

上に平安（へいあん）とアッラーの慈悲（じひ）とバラカがありま

すように｡わたしたちに､そしてアッラーの敬虔（けいけん）なしも

べたちに平安（へいあん）あれ｡わたしはアッラーのほかに神（か

み）がいないこと、ムハンマドさまがそのしもべであり使徒（し

と）だと証言（しょうげん）します）｡”」ナサーイーのでんしょ

う 

タシャッフドのためにすわっていること。 
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２つのタスリーム。２回、「アッサラームアライクム ワ ラフ

マトゥッラー」と言います。それは、このようなでんしょうがある

からです：「ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、み

ぎとひだりに、こうタスリームしていました：“アッサラームアラ

イクム ワ ラフマトゥッラー、アッサラームアライクム ワ ラ

フマトゥッラー。”」ティルミズィーらのでんしょう 

ルクンをじゅんばんにすること。もしルクーゥのまえにわざとサ

ジダしたら、サラーはむこうになります。もしうっかりそのように

してしまったら、ルクーゥをまたやりなおし、ふたたびサジダしま

す”. 

２３．サラーのワージブ（ぎむ）は何ですか? 

サラーのワージブ（ぎむ）は８つあります： 

１．タクビーラトゥ・アル＝イフラームのほかのタクビール。 

２．イマームと、ひとりでサラーをする者が、「サミアッラーフ

・リマン・ハミダフ（アッラーはかれをたたえる者を、聞（き）い

て下さる）」と言うこと。 

３．「ラッバナー・ワ・ラカルハムド（わたしたちの主よ、あな

たにたたえあれ）」ということば。 

４．「スブハーナ・ラッビヤルアズィーム（わたしのいだいな主

にたたえあれ）」ということばを、ルクーゥのときに１回は言うこ

と。 

５．「スブハーナ・ラッビヤルアァラー（わたしのしこうの主に

たたえあれ）」ということばを、サジダのときに１回は言うこと。 

６．「ラッビグフィル・リー」ということばを、２つのサジダの

あいだに言うこと。 

７．１回目のタシャッフド。 

８．１回目のタシャッフドのために、すわること。 
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２４．サラーの中のスンナ（すすめられること）は何で

すか？ 

サラーの中のスンナ（すすめられること）は、１１あります： 

１．タクビーラトゥ・アル＝イフラームのあと、「スブハーナカ

ッラーフンマ・ワ・ビハムデイカ、ワ・タバーラカスムカ・ワ・タ

アーラー・ジャッドゥカ、ワ・ラーイラーハ・ガイルカ（アッラー

よ、あなたに賞賛（しょうさん）と讃美（さんび）あれ。あなたの

名は祝福（しゅくふく）にあふれ、あなたのものごとは崇高（すう

こう）です。 あなたのほかに神（かみ）はありません）」と言う

こと。これは「はじまりのドゥアー」とよばれます。 

２．タアウウズ：つまり、「アウーズ・ビッラーヒ・ミナッシャ

イターニッラジーム（わたしはアッラーに、呪（のろ）われたシャ

イターンからのご加護（かご）をもとめます）」ということばを言

うこと。 

３．バスマラ：つまり、「ビスミッラーヒッラフマーニッラヒー

ム（慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名

（な）において）」と言うこと。 

４．「アーミーン（そのようにあってください）」と言うこと。 

５．ファーティハしょうのあと、べつのスーラをよむこと。 

６．イマームが声（こえ）に出してよむこと。 

７．「サミアッラーフ・リマン・ハミダフ（アッラーはかれをた

たえる者を、聞（き）いて下さる）」と言ったあと、「ミルアッサ

マーワーティ、ワ・ミルアルアルディ、ワ・ミルア・マーシウタ・
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ミン・シャイイン・バァドゥ（あなたへの讃美（さんび）は、天地

（てんち）とその間にあるもの、そしてあなたがのぞむその他すべ

てのものを、みたします）」と言うこと。 

８．ルクーゥのときのタスビーフ、つまり「スブハーナ・ラッビ

ヤルアズィーム（わたしのいだいな主にたたえあれ）」ということ

ばを、ルクーゥのときに２回、３回、またはそれいじょう言うこ

と。 

９．サジダのときのタスビーフ、つまり「スブハーナ・ラッビヤ

ルアァラー（わたしのしこうの主にたたえあれ）」ということば

を、サジダのときに２回いじょう言うこと。 

１０．２つのサジダのあいだに言う「ラッビグフィル・リー」と

いうことばを、２回いじょう言うこと。 

１１．２回目のタシャッフドのあと、サラート・アランナビー

（よげんしゃさまに、アッラーからのしゅくふくとサラームをいの

ること）を言い、そのあとにドゥアーすること。 

サラーの動（うご）きのスンナとしては、次のようなものがあり

ます： 

１．タクビーラトゥ・アル＝イフラームのとき、りょう手をあげ

ること。 

２．ルクーゥをするとき、りょう手をあげること。 

３．ルクーゥから立ち上がるとき、りょう手をあげること。 

４．そのあとに、りょう手をさげること。 

５．立っているとき、みぎ手をひだり手の上におくこと。 

６．サジダのとき額（ひたい）をつけるあたりの場所（ばしょ）

を、いつも見るようにすること。 

７．立っているとき、りょう足のあいだをあけておくこと。 
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８．ルクーゥするとき、指（ゆび）をひらいたりょう手で、りょ

うひざをつかむこと。背中（せなか）をまっすぐにのばし、頭（あ

たま）を背中（せなか）と同じ高（たか）さにすること。 

９．サジダするとき、地面（じめん）につけるべき体の場所（ば

しょ）を、地面（じめん）にきちんとつけること。 

１０．サジダするとき、りょうわきを、体からはなすこと。おな

かは、りょうももからはなすこと。りょうももと、ふくらはぎをく

っつけないこと。ひざとひざを、はなすこと。りょう足のさきを立

てること。りょう足の指（ゆび）をひらいて、地面（じめん）につ

けること。りょう手は、りょう肩（かた）と同じくらいの場所（ば

しょ）にひらいておくこと。また、手の指（ゆび）はまっすぐそろ

えること。 

１１．２つのサジダのあいだと、１回目のタシャッフドのとき、

みぎ足を立て、ひだり足の上にすわること。２回目のタシャッフド

のとき、タワッルクのすわりかたをすること（みぎ足を立て、ひだ

り足の上にすわりますが、ひだり足はみぎ足の外に出します）。 

１２．２つのサジダのあいだのとき、りょう手をのばして、りょ

うももの上におくこと。その指（ゆび）はそろえておくこと。タシ

ャッフドの中でアッラーのズィクルをするときは、みぎ手の人さし

指（ゆび）を立てます。 

１３．タスリームのとき、みぎとひだりを向くこと。 

２５．サラーを無効（むこう）にすることは何ですか? 

①サラーのルクン（ぜったいにやらなくてはならないこと）か条

件（じょうけん）が欠（か）けていること。 

➁わざと話（はな）すこと。 

③たべたり、のんだりすること。 

④よけいな動（うご）きをたくさん、つづけてすること。 

⑤サラーの中のワージブ（ぎむ）を、わざとやらないこと。 
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２６．どのようにサラーしますか? 

サラーは、次のようにおこないます： 

①キブラの方に、体の全身（ぜんしん）を向けます。わきみをし

たり、体をよこに向けたりしません。 

➁心（こころ）で、しようと思（おも）うサラーのニイヤをしま

す。言葉（ことば）には出しません。 

③タクビーラトゥ・アル＝イフラームをし、「アッラーフ・アク

バル（アッラーはいだいなり）」と言い、りょう手をりょう肩（か

た）の位置（いち）まで上げます。 

④むねの前にりょう手をおきます。みぎ手をひだり手の上におき

ます。 

⑤サラーをはじめるドゥアーを言います：「アッラーよ、あなた

が東（ひがし）と西（にし）のあいだを遠（とお）くしたように、

わたしと罪（つみ）の間（あいだ）を遠（とお）くしてください。

アッラーよ、白（しろ）い服（ふく）がよごれからきれいになるよ

うに、わたしを罪（つみ）からきれいにしてください。アッラー

よ、雪（ゆき）と水と雹（ひょう）で、わたしを罪（つみ）から洗

（あら）ってください。」 

または、こう言います：「アッラーよ、あなたへのさんびと共

（とも）に、たたえます。あなたの名まえは祝福（しゅくふく）に

あふれ、あなたのお力（ちから）はとてつもありません。あなたの

他（ほか）に、神（かみ）はありません。」 

⑥イスティアーザを言います：「わたしはアッラーに、呪（の

ろ）われたシャイターンからのご加護（かご）をもとめます。」⑦

バスマラを言い、ファーティハしょうをよみます： 



 

55 

ِ بِسۡمِ ﴿ ِ  ٱلحۡمَۡدُ  ١ٱلرَّحِيمِ  ٱلرَّحۡمَٰنِ ٱللَّّ ِ رَب  ِينِ مََٰلكِِ يوَۡمِ  ٣ٱلرَّحِيمِ  ٱلرَّحۡمَٰنِ  ٢ ٱلۡعََٰلَمِينَ لِلَّّ  ٱلد 
رََٰطَ  ٱهۡدِناَ   ٥إيَِّاكَ نَعۡبُدُ وَإِيَّاكَ نسَۡتَعِينُ  ٤ ِ َّذِينَ صِرََٰطَ  ٦ٱلمُۡسۡتَقِيمَ  ٱلص  نۡعَمۡتَ عَلَيۡهِمۡ غَيۡرِ   ٱل

َ
أ

آل يِنَ عَلَيۡهِمۡ وَلاَ  ٱلمَۡغۡضُوبِ   [ 7-1 :الفاتحة] ﴾٧ٱلضَّ

１「慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（

な）において２すべてのぬしアッラーに、たたえあれ。３慈悲（じ

ひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいお方。４報（むく）いの日の、

しはいしゃ。５わたしたちは、あなただけをイバーダし，あなただ

けに助（たす）けをもとめます。６わたしたちを、まっすぐな道（

みち）にみちびいてください。７あなたが、お恵（めぐ）みをあた

えた者たちの道（みち）に。（あなたの）いかりをうけたり、まよ

ってしまったりした者たちの道（みち）ではなく。開端章 １－７

節 

それから「アーミーン」と言います。それは、「アッラーよ、

おこたえください」という意味（いみ）です。 

⑧それから、クルアーンの別（べつ）のかしょから、かんたんな

ものをよみます。ファジュルのときは、長（なが）めのものをよみ

ます。 

⑨それから、ルクーゥします。アッラーをたたえて、おじぎする

ような体勢（たいせい）になります。ルクーゥするときには、「ア

ッラーフ・アクバル」と言い、りょう手をりょう肩（かた）の位置

（いち）まで上げます。ルクーゥするときには、次のことがスンナ

です：指（ゆび）をひらいたりょう手で、りょうひざをつかむこ

と。背中（せなか）をまっすぐにのばし、頭（あたま）を背中（せ

なか）と同じ高（たか）さにすること。 

⑩ルクーゥしながら、「スブハーナ・ラッビヤルアズィーム（わ

たしのいだいな主にたたえあれ）」と３回言います。「スブハーナ

カッラーフンマ・ワ・ビハムデイカ、アッラーフンマグフィル・リ
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ー（アッラーよ、あなたに賞賛（しょうさん）と讃美（さんび）あ

れ。アッラーよ、わたしをゆるして下さい）」と言えば、もっとよ

いです。 

⑪「サミアッラーフ・リマン・ハミダフ（アッラーはかれをた

たえる者を、聞（き）いて下さる）」と言いながら、ルクーゥから

上体（じょうたい）をもどします。このとき、りょう手をりょう肩

（かた）の位置（いち）まで上げます。イマームのあとについてい

る者は、「サミアッラーフ・リマン・ハミダフ」と言わず、「ラッ

バナー・ワ・ラカルハムド（わたしたちの主よ、あなたにたたえあ

れ）」と言います。 

⑫起立（きりつ）の体勢（たいせい）にもどったら「ラッバナ

ー・ワ・ラカルハムド（わたしたちの主よ、あなたにたたえあ

れ）。ミルアッサマーワーティ、ワ・ミルアルアルディ、ワ・ミル

ア・マーシウタ・ミン・シャイイン・バァドゥ（あなたへの讃美

（さんび）は、天地（てんち）とその間にあるもの、そしてあなた

がのぞむその他すべてのものを、みたします）」と言います。 

⑬それから１回目のサジダをする。サジダしながら「アッラー

フ・アクバル」と言い、ひたい、鼻（はな）、りょう手、りょうひ

ざ、りょう足（あし）の指（ゆび）さきを、じめんにつけます。り

ょうわきを体からはなし、りょう腕（うで）はじめんにつけませ

ん。りょう手の指（ゆび）さきは、キブラの方に向けます。 

⑭サジダしながら、「スブハーナ・ラッビヤルアァラー（わた

しのしこうの主にたたえあれ）」と３回言います。「スブハーナカ

ッラーフンマ・ワ・ビハムデイカ、アッラーフンマグフィル・リー

（アッラーよ、あなたに賞賛（しょうさん）と讃美（さんび）あ

れ。アッラーよ、わたしをゆるして下さい）」と言えば、もっとよ

いです。 
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⑮「アッラーフ・アクバル」と言いながら、サジダから上体

（じょうたい）をもどします。 

⑯２つのサジダのあいだ、すわります。このとき、みぎ足を立

て、ひだり足の上にすわります。りょう手は、りょうもも、りょう

膝（ひざ）の上におきます。 

⑰２つのサジダのあいだに、こう言います：「ラッビグフィル

・リー、ワルハムニー、ワフディニー、ワルズクニー、ワジュブル

ニー、ワアーフィニー（主よ、わたしをゆるして下さい、わたしを

いつくしんで下さい、わたしをみちびいて下さい、わたしにおめぐ

み下さい、わたしをただして下さい、わたしをぶじにしてくださ

い）。」 

⑱それから２回目のサジダをします。「アッラーフ・アクバ

ル」と言いながらサジダし、１回目のサジダと同じことをし、言い

ます。 

⑲「アッラーフ・アクバル」と言いながら、２回目のサジダか

ら立ち上がり、２ラクア目をはじめます。２ラクア目では１ラクア

目と同じことをし、言います。ただし、⑤のドゥアーは言いませ

ん。 

⑳２ラクア目がおわったら、「アッラーフ・アクバル」と言っ

て、すわったままでいます。すわりかたは、２つのサジダのあいだ

ですわるときと、同じすわりかたです。 

㉑すわっているあいだ、タシャッフドをよんでこう言います：

「アッタヒーヤートゥ リッラーヒ､ワッサラワートゥ､ワッタイイバ

ートゥ｡アッサラーム アライカ アイユハンナビーユ ワ ラハマトゥ

ッラーヒ ワ バラカートゥフ｡アッサラーム アライナー ワ アラーイ

バーディッラーヒッサーリヒーン｡アシュハドゥアッラー イラーハ 

イッラッラーフ ワ アシュハドゥ アンナ ムハンマダン アブドゥフ ワ 

ラスールフ（すべての讃美（さんび）といのりとよいものは、アッ

ラーに｡預言者（よげんしゃ）よ､あなたの上に平安（へいあん）と

アッラーの慈悲（じひ）とバラカがありますように｡わたしたちに､

そしてアッラーの敬虔（けいけん）なしもべたちに平安（へいあ
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ん）あれ｡わたしはアッラーのほかに神（かみ）がいないこと、ム

ハンマドさまがそのしもべであり使徒（しと）だと証言（しょうげ

ん）します）｡」「アッラーフンマ サッリ アラー ムハンマディン 

ワ アラー アーリ ムハンマドゥ｡カマー サッライタ アラー イブラー

ヒーマ ワ アラー アーリ イブラーヒーマ､インナカ ハミードゥンマ

ジードゥ｡アッラーフンマ バーリク アラー ムハンマディン ワ アラ

ー アーリ ムハンマドゥ｡カマー バーラクタ アラー イブラーヒーマ 

ワ アラー アーリ イブラーヒーマ､インナカハミードゥン マジード

ゥ（アッラーよ､あなたがイブラーヒームとその一族（いちぞく）

に栄誉（えいよ）をさずけたように､ムハンマドとムハンマドの一

族（いちぞく）にも栄誉（えいよ）をおさずけ下さい｡あなたはす

べての讃美（さんび）と栄誉（えいよ）の主です｡アッラーよ､あな

たがイブラーヒームとその一族（いちぞく）を祝福（しゅくふく）

したように､ムハンマドとムハンマドの一族（いちぞく）を祝福

（しゅくふく）して下さい｡あなたはすべての讃美（さんび）と栄

誉（えいよ）の主です｡）｡」「アウーズ ビッラーヒ ミン アザービ 

ジャハンナム｡ワ ミン アザービルカブル｡ワ ミン フィトゥナティル

マハヤー ワルママートゥ｡ワミン フィトゥナティルマスィーヒッダ

ッジャール（わたしはアッラーに、ジャハンナムの罰（ばつ）、墓

（はか）の罰（ばつ）､生きることと死（し）の災難（さいなん）､

偽（にせ）メシアの災難（さいなん）からのご加護（かご）をいの

ります｡）｡」それから、自分（じぶん）の現世（げんせ）と来世

（らいせ）のためになることについて、すきなドゥアーでアッラー

にいのります。 

㉒それからみぎを向いて、「アッサラームアライクム ワ ラフ

マトゥッラー」とあいさつします。ひだりにも、同じようにしま

す。 
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㉓３ラクア目、４ラクア目まであるサラーのばあい、１回目のタ

シャッフドは、「アシュハドゥアッラー イラーハ イッラッラーフ 

ワ アシュハドゥ アンナ ムハンマダン アブドゥフ ワ ラスールフ」と

いうところでおえます。 

㉔それから「アッラーフ・アクバル」と言い、立ち上がります。

そのとき、りょう手をりょう肩（かた）の位置（いち）まで上げま

す。 

㉕のこりのラクアは、２ラクア目と同じようにおこないます。た

だし、クルアーンをよむときにはファーティハしょうだけをよみま

す。 

㉖それから、タワッルクのすわりかたですわります。みぎ足を立

て、ひだり足の上にすわりますが、ひだり足はみぎ足の外に出しま

す。りょう手は１回目のタシャッフドのときのようにして、りょう

ももの上におきます。 

㉗このすわりかたのまま、タシャッフドをぜんぶよみます。 

㉘それからみぎを向いて、「アッサラームアライクム ワ ラフ

マトゥッラー」とあいさつします。ひだりにも、同じようにします) 

２７．サラーのタスリームのあと、どんなズィクルをよ

みますか? 

アスタグフィルッラー（わたしはアッラーにおゆるしをいの

ります）」と３回、言います。 

「アッラーよ、あなたこそが平安（へいあん）で、平安（へいあ

ん）はあなたからのものです。崇高（すうこう）さと栄誉（えい

よ）の主（ぬし）にたたえあれ。」 

「唯一（ゆいいつ）で、ならぶものがないアッラーのほか

に神（かみ）はいません。かれにこそ、王権（おうけん）と

さんびがあり、かれは何（なん）でもできるおかた。アッラ

ーよ、あなたがあたえるものを禁（きん）じる者はなく、あ
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なたが禁（きん）じるものをあたえる者はいません。どんな

幸運（こううん）な者も、その幸運（こううん）さがあなた

をさしおいて役（やく）にたつことはありません。 」 

「唯一（ゆいいつ）で、ならぶものがないアッラーのほかに神

（かみ）はいません。かれにこそ、王権（おうけん）とさんびがあ

り、かれは何（なん）でもできるおかた。アッラーによってでし

か、いかなる変化（へんか）も力（ちから）もありません。アッラ

ーのほかに神（かみ）はなく、わたしたちはかれの他（ほか）に何

（なに）もイバーダしません。お恵（めぐ）みと、ご厚意（こう

い）と、よきさんびは、かれにあります。アッラーのほかに神（か

み）はいません。たとえ不信仰者（ふしんこうしゃ）たちが嫌（き

ら）っても、わたしたちはアッラーだけに誠実（せいじつ）に仕

（つか）えます。」 

「スブハーナッラー（アッラーにたたえあれ）」と３３回、 

「アルハムドゥリッラー（アッラーにさんびあれ）」と３３

回、 

「アッラーフ・アクバル（アッラーはいだいです）」と３３

回、 

そして１００回目に、こう言います：「唯一（ゆいいつ）で、

ならぶものがないアッラーのほかに神（かみ）はいません。

かれにこそ、王権（おうけん）とさんびがあり、かれは何

（なん）でもできるおかた。」 

ファジュルとマグリブのあとは、イフラースしょう、ファラクし

ょう、ナースしょうを３回ずつよみます。その他のサラーのあとで

は、１回ずつよみます。 

アーヤトルクルスィーを１回よみます。 
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２８．スナン・ラワーティブとは何ですか？その徳（と

く）は何ですか? 

ファジュルのまえの２ラクア、 

ズフルのまえの４ラクア、 

ズフルのあとの２ラクア、 

マグリブのあとの２ラクア、 

イシャーのあとの２ラクアです。 

その徳（とく）について、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあ

んあれ）は、言いました：「ひるとよるに、すすんで１２ラクアお

こなう者には、アッラーがジャンナで家（いえ）をたててくれま

す。」ムスリムとアフマド、そのたのでんしょう 

２９．いっしゅうかんで、いちばんよい日は何ですか？? 

きんよう日です。ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）

はいいました：「あなたたちの日でいちばんよい日は、きんよう日

です。きんよう日にアーダムはつくられ、死（し）に、（ふっかつ

の日の）笛（ふえ）はなり、すべてのものは死（し）にます。だか

らきんよう日に、わたしのためにサラート・アランナビー（よげん

しゃさまに、アッラーからのしゅくふくとサラームをいのること）

をたくさんおこないなさい。あなたたちのサラート・アランナビー

は、わたしにとどきます。」サハーバは言いました：「アッラーの

しとよ、あなたが死んでしまったら、わたしたちのサラート・アラ

ンナビーはどうやってあなたにとどくのですか？」アッラーのしと

（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「アッラーは、よげ
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んしゃたちの体をじめんがむしばむことを、きんじたのです。」ア

ブー・ダーウードらのでんしょう 

３０．きんよう日のサラーはどのようなものですか? 

次の条件（じょうけん）があてはまっている人にとって、義務

（ぎむ）です：①ムスリム。➁おとこの人。③おとな。④せいしん

てきにせいじょう。⑤ていじゅうしゃ。 

アッラーはおっしゃります。 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ وۡلََٰدُكُمۡ عَن ذكِۡرِ  ٱل

َ
َٰلكُُمۡ وَلآَ أ مۡوَ

َ
ِه ءَامَنُواْ لاَ تلُۡهِكُمۡ أ َٰلكَِ   ٱللَّّ وَمَن يَفۡعَلۡ ذَ

وْلََٰٓئكَِ هُمُ 
ُ
 .[9 :المنافقون] ﴾٩ٱلۡخََٰسِرُونَ فأَ

。「信仰（しんこう）する者たちよ、きんよう日のサラーによび

かけられたら、アッラーのズィクルに急（いそ）ぎ、商売（しょう

ばい）をやめよ。もしあなたたちが知（し）っているなら、それが

あなたたちのために最（もっと）もよい。」偽信者たち章 ９節 

３１．きんよう日のサラーのラクアの数（かず）はいく

つですか? 

きんよう日のサラーのラクアの数（かず）は、２ラクアです。イ

マームはクルアーンをこえに出してよみます。サラーのまえには２

つのフトバがあります。 

３２．きんよう日のサラーをしなくてもよいですか? 

ちゃんとした理由（りゆう）もなく、きんよう日のサラーをやら

ないのはいけません。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）は言いました：「きんよう日のサラーを、めんどうくさがって

３回連続（れんぞく）でやらなかった者は、アッラーから心（ここ
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ろ）をふさがれてしまいます。」アブー・ダーウードらのでんしょ

う. 

３３．きんよう日のサラーのスンナは何ですか？ 

次のものがスンナです： 

①グスル（体をぜんぶあらうこと）。ムハンマドさま（しゅくふ

くとへいあんあれ）は言いました：「きんよう日のグスルは、すべ

ての大人（おとな）のムスリムの義務（ぎむ）です。」ブハーリー

のでんしょう 

２．こうすいをつけること。ムハンマドさま（しゅくふくとへい

あんあれ）は言いました：「ムスリムはきんよう日、グスルしなけ

ればなりません。また、いえのこうすいをつけなさい。」アフマド

とティルミズィーのでんしょう 

３．いちばんよい服（ふく）をきること。ムハンマドさま（しゅ

くふくとへいあんあれ）は言いました：「余裕があるなら仕事着

（しごとぎ）とは別に、きんよう日（のサラー）のために２まいの

服（ふく）があってもよいです。」（２まいの服とは、体の上にき

る服と、足にはくもののこと）イブン・マージャ、マーリクらので

んしょう 

４．早（はや）めにマスジドに行くこと。 

５．あるいてマスジドに行くこと。ムハンマドさま（しゅくふく

とへいあんあれ）は言いました：「きんよう日に頭（あたま）をあ

らい、グスルをし、はやく出て、はやくつき、（イマームの）ちか

くで聞（き）き、よく耳（みみ）をかたむける者には、そこへとあ

るいて行った一歩（いっぽ）ごとに、一年（いちねん）かんサウム

し、サラーをしたのと同じごほうびがあります。」ティルミズィー

とナサーイーのでんしょう 
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６．サラート・アランナビー（よげんしゃさまに、アッラーから

のしゅくふくとサラームをいのること）をたくさんすること。よげ

んしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「きんよ

う日、わたしにサラート・アランナビーをたくさんしなさい。それ

は天使（てんし）たちから証言（しょうげん）されます。わたしに

サラート・アランナビーをしたら、それをおえるまで、それはわた

しに提示（ていじ）されるのです。」イブン・マージャのでんしょ

う 

７．洞窟章（クルアーン１８ばんめのスーラ）をよむこと。よげ

んしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「きんよ

う日に洞窟章（クルアーン１８ばんめのスーラ）をよんだ者は、２

つのきんよう日のあいだ、光（ひかり）で照（て）らされます。」

ハーキムらのでんしょう 

８．ドゥアーがうけいれられる時間帯（じかんたい）をさがすこ

と。アブー・フライラ（アッラーのおよろこびあれ）によれば、ア

ッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は、金曜日（きんよう

び）について、こう言いました：「その日、もしムスリムが立って

サラーをし、アッラーに何（なに）かをいのれば、かならず叶（か

な）えられる時間（じかん）がある。」ブハーリーとムスリムので

んしょう 

３４．ジャマーア（ほかの人たちとするサラー）でサラ

ーをすると、何がよいですか? 

アブドッラー・ブン・アムル（アッラーのおよろこびあれ）によ

れば、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「ほかの人とするサラーは、一人でするサラーよりも２７レベ

ルすぐれている。」ムスリムのでんしょう 
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３５．サラーの中でのフシューゥ（おそれ）とは、何で

すか? 

きもちがこめられていて、体がおちついた状態（じょうたい）に

あることです。 

アッラーはおっしゃります。 

فۡلَحَ ﴿
َ
َّذِينَ  ١ٱلمُۡؤۡمِنُونَ قَدۡ أ  [2-1 :المؤمنون] ﴾٢هُمۡ فىِ صَلاَتهِِمۡ خََٰشِعُونَ  ٱل

アッラーはおっしゃります。「信仰者（しんこうしゃ）たちは、

たしかに成功（せいこう）する。（かれらは、）サラーにおいて、

フシューゥ（おそれ）の状態（じょうたい）にある者たち。」信仰

者たち章 １－２節 
３６．ザカーとは何ですか? 

きめられた時間（じかん）に、きめられた種類（しゅるい）の財

産（ざいさん）にたいして、きめられた人びとに与（あた）えるよ

う義務（ぎむ）づけられるものです。 

ザカーはイスラームの五行（ごぎょう）の一つで、ゆたかな者か

らめぐまれない者にしはらわれる、義務（ぎむ）のサダカ（ほどこ

し）です。 

アッラーはおっしゃります。 

قيِمُواْ ﴿
َ
ةَ وَأ لَوَٰ ةَ وَءَاتوُاْ  ٱلصَّ كَوَٰ ْ وَ  ٱلزَّ َٰكعِِينَ مَعَ  ٱرۡكَعُوا  [ 43 :البقرة ]  ﴾٤٣ٱلرَّ

 「ザカーをしはらいなさい。」雌牛章 ４３節 
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３７．すすめられるサダカ（ほどこし）とは、何ですか

？ 

ザカーいがいのサダカです。よいことにしはらわれるサダカで、

いつでもすることができます。 

アッラーはおっしゃります。: 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ يَامُ ءَامَنُواْ كُتبَِ عَلَيۡكُمُ  ٱل ِ َّذِينَ كَمَا كُتبَِ علَىَ  ٱلص  مِن قَبۡلكُِمۡ لعََلَّكُمۡ   ٱل
 [183 :البقرة ] ﴾١٨٣تَتَّقُونَ 

。「アッラーの道（みち）において、ついやしなさい。」雌牛章 

１９５節 

３８．サウム（だんじき）とは何ですか？ 

ファジュルからマグリブの時間（じかん）まで、サウムするとい

うニイヤをもって、サウムを無効（むこう）にしてしまうことをし

ないことによって、アッラーをイバーダすることです。これには２

種類（しゅるい）あります： 

①義務（ぎむ）のサウム：ラマダーンのサウムがそれです。イス

ラームの五行（ごぎょう）の一つです。 

アッラーはおっしゃります。 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ يَامُ ءَامَنُواْ كُتبَِ عَلَيۡكُمُ  ٱل ِ َّذِينَ كَمَا كُتبَِ علَىَ  ٱلص  مِن قَبۡلكُِمۡ لعََلَّكُمۡ   ٱل
 [183 :البقرة ] ﴾١٨٣تَتَّقُونَ 

。「信仰（しんこう）する者たちよ、あなたたちより前（まえ）

の者たちに義務（ぎむ）づけられたように、あなたたちにもサウム

が義務（ぎむ）づけられた。（それは）あなた方が、タクワーをみ

につけるためである。」雌牛章 １８３節 



 

67 

➁義務（ぎむ）ではないサウム：たとえば、げつよう日と

もくよう日のサウム、まいつき３回のサウム（ヒジュラれき

の１３，１４，１５日がもっともよい）などがあります。 

３９．ラマダーンのサウムの徳（とく）は何ですか？. 

アブー・フライラ（アッラーのおよろこびあれ）によれば、アッ

ラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「ラマダ

ーンを信仰（しんこう）と褒美（ほうび）への望（のぞ）みのため

にサウムする者は、過去（かこ）にやってしまった罪（つみ）をゆ

るされる。」ブハーリーとムスリムのでんしょう. 

４０．ラマダーン以外（いがい）の、任意（にんい）の

サウムの徳（とく）は何ですか？. 

アブー・サイード・フドリー（アッラーのおよろこびあれ）によ

ると、アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「アッラーの道（みち）において一日サウムした者は、それに

よって地獄（じごく）から７０秋（しゅう）とおざけられます。」

ブハーリーとムスリムのでんしょう 

７０秋（しゅう）とは、７０年（ねん）のことです。 

４１．サウムを無効（むこう）にすることとは、何です

か? 

①わざとたべたり、のんだりすること。 

➁わざと吐（は）くこと。 

③イスラームをやめること。. 

４２．サウムのスンナは何ですか？. 

①イフタールをはやめにとること。 
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➁スフールをおそめにとること。 

③イバーダやよいことを、たくさんすること。 

④わるくちを言われたら「わたしはサウムしています」と言うこ

と。 

⑤イフタールのとき、ドゥアーすること。 

⑥デーツでイフタールすること。デーツがなければ水をのむこ

と。 

４３．ハッジとは何ですか? 

ハッジとは、きめられた時期（じき）に、きめられた行（おこ

な）いをするためにカアバを訪問（ほうもん）することで、アッラ

ーをイバーダすることです。 

アッラーはおっしゃります。 

قَامُ  بَي نََِٰتٞ  ءَايََٰتُۢ  فيِهِ ﴿  ۥ وَمَن إبِرََٰۡهيِمَه  مَّ ِ  ءَامِنٗا   كَانَ  دَخَلهَُ اسِ  علَىَ وَلِلَّّ   مَنِ  ٱلبَۡيۡتِ  حِجُّ  ٱلنَّ
َ  فَإنَِّ  كَفَرَ  وَمَن سَبيِلاٗه  إلِيَۡهِ  ٱسۡتَطَاعَ   [97 :عمران آل ]  ﴾٩٧ ٱلۡعََٰلَمِينَ  عَنِ  غَنيِ   ٱللَّّ

。「そこまで（をりょこうすることが）できる人びとには、その

館（やかた）へとハッジするというアッラーへの義務（ぎむ）があ

る。そして信（しん）じない者がいたとしても、アッラーは全世界

（ぜんせかい）をひつようとしない、みちたりたお方。」イムラー

ン家章 ９７節 

４４．ハッジのルクン（ぜったいにやらなくてはならな

いこと）は何ですか? 

①イフラーム。 

➁アラファに立つこと。 
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③タワーフ・アル＝イファーダ。 

④サファーとマルワのあいだをサアイすること。. 

４５．ハッジの徳（とく）は何ですか？. 

アブー・フライラ（アッラーのおよろこびあれ）は言いました：

わたしはアッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）がこう言う

のをききました：「アッラーのためにハッジし、げひんなことや、

つみぶかいことをしなかった者は、お母さんから生まれた日のよう

なじょうたいに戻（もど）ります。」ブハーリーらのでんしょう 

「お母さんから生まれた日のようなじょうたい」とは、罪（つ

み）のないじょうたいのことです。 

４６．ウムラとは何ですか? 

ウムラとは、きめられた行（おこな）いをするためにカアバを訪

問（ほうもん）することで、アッラーをイバーダすることです。き

められた時期（じき）はありません。 

４７．ウムラのルクン（ぜったいにやらなくてはならな

いこと）は何ですか? 

①イフラーム。 

➁カアバをタワーフすること。 

③サファーとマルワのあいだをサアイすること。 
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４８．アッラーの道（みち）におけるジハードとは、何

ですか？ 

イスラームをひろめ、イスラームとムスリムをまもるために、が

んばることです。また、イスラームとムスリムの敵（てき）とたた

かうことです。 

アッラーはおっしゃります。 

َّذِينَ وَمِنۡهُمُ ﴿ بِيَّ يؤُۡذُونَ  ٱل ِ  ٱلنَّ ذُنُ خَيۡرّٖ لَّكُمۡ يؤُۡمِنُ ب
ُ
ذُنٞه قلُۡ أ

ُ
ِ وَيقَُولوُنَ هُوَ أ وَيُؤۡمِنُ   ٱللَّّ

َّذِينَ ءَامَنُواْ مِنكُمۡه وَ  َّذِينَ للِۡمُؤۡمِنيِنَ وَرَحۡمةَٞ ل لِ ِ يؤُۡذُونَ رَسُولَ  ٱل ليِمٞ  ٱللَّّ
َ
 :التوبة] ﴾٦١لهَُمۡ عَذَابٌ أ

61 ] 

。「あなたたちのお金（かね）と命（いのち）をかけて、アッラ

ーの道（みち）に努力（どりょく）せよ。それがあなたたちにとっ

て、よりよいこと。もし、あなたたちが（それを）知っていたのな

ら。」悔悟章 ４１節 
******* 
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スィーラ（よげんしゃでん）スィーラ（よげんしゃ

でん）のちしきスィーラ（よげんしゃでん）とは、

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が生

まれてからなくなるまでの人生（じんせい）につい

てのちしきです。 

１．ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）の血

筋（ちすじ）は何ですか? 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、イブラーヒー

ムさまとイスマーイールさま（かれらにへいあんあれ）の子孫（し

そん）である、アラブ人の子孫（しそん）です。そしてアラブ人の

子孫（しそん）であるクライシュ族（ぞく）の出身（しゅっしん）

ハーシム、ハーシムのむすこアブドルムッタリブ、アブドルムッタ

リブのむすこアブドッラー、アブドッラーのむすこが、ムハンマド

さま（しゅくふくとへいあんあれ）です。 

２．ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）のお

母さんの名まえは、何ですか? 

アーミナ・ビント・ワハブです。. 

３．ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）のお

父さんは、いつなくなりましたか? 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）のお父さんは、ム

ハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が生まれるまえにマデ

ィーナでなくなりました。. 
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４．よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、

いつ生まれましたか? 

象（ぞう）の年のラビーウ・アル＝アウワル月のげつよう日に生

まれました。 

５．どこに生まれましたか? 

マッカで生まれました。 

６．お母さんのほかに、だれに育（そだ）てられました

か? 

お父さんのめしつかい、ウンム・アイマン。 

おじさんであるアブー・ラハブのめしつかい、スワイバ。 

ハリーマ・サァディーヤ。 

７．お母さんはいつなくなりましたか? 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が６さいのとき、

なくなりました。そのあと、ムハンマドさま（しゅくふくとへいあ

んあれ）のおじいさんアブドルムッタリブが、かれの面倒（めんど

う）をみました。. 

８．おじいさんのアブドルムッタリブがなくなったあと

は、だれがかれの面倒（めんどう）をみましたか? 

おじいさんのアブドルムッタリブは、ムハンマドさま（しゅくふ

くとへいあんあれ）が８さいのとき、なくなりました。そのあと、

おじさんのアブー・ターリブがかれの面倒（めんどう）をみまし

た。. 
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９．ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）はい

つ、おじさんのアブー・ターリブとシャーム（いまのシ

リアやパレスチナちほう）に旅（たび）をしましたか? 

１２さいのとき、おじさんのアブー・ターリブとシャームに旅

（たび）をしました。 

１０．２回目にシャーム（いまのシリアやパレスチナち

ほう）に旅（たび）をしたのは、いつですか? 

２回目にシャームに旅（たび）をしたのは、ハディージャさま

（アッラーのおよろこびあれ）からお金（かね）をあずかって、商

売（しょうばい）に出たときです。シャームからマッカにかえった

あと、ハディージャさま（アッラーのおよろこびあれ）とけっこん

しました。ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が２５さ

いのときでした。 

１１．クライシュぞくは、いつカアバを再建（さいけん）

しましたか? 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が３５さいのと

き、カアバを再建（さいけん）しました。 

クライシュぞくは、だれがハジャル・アスワド（くろい石）をカ

アバにはめるかで、ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）

にアドバイスをもとめました。ムハンマドさま（しゅくふくとへい

あんあれ）は、ハジャル・アスワドを布（ぬの）の上にのせ、それ

を４つのぶぞくのだいひょうが、みんなで運（はこ）ぶことをてい

あんしました。そしてカアバにはめるのは、ムハンマドさま（しゅ

くふくとへいあんあれ）がおこないました。. 
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１２．ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が

使徒（しと）になったのは、何さいのときですか？また、

だれにたいする使徒（しと）になりましたか? 

４０さいのときに、よい知らせと警告（けいこく）をつたえる、

すべての人びとへの使徒（しと）となりました。 

１３．さいしょのワヒイ（けいじ）は、どんなふうには

じまりましたか? 

まさゆめです。ゆめで見たことが、現実（げんじつ）におこるよ

うになりました。. 

１４．ワヒイ（けいじ）のまえ、ムハンマドさま（しゅ

くふくとへいあんあれ）はどのような状態（じょうたい）

でしたか？さいしょのワヒイ（けいじ）は、いつでした

か? 

ヒラーどうくつに食（た）べものなどをもっていき、おこもりし

て、アッラーをイバーダしていました。 

どうくつでイバーダしているとき、ワヒイ（けいじ）がくだりま

した。. 

１５．さいしょにくだったクルアーンは、何ですか？ 

このアッラーのおことばです：:  

﴿ 
ۡ
َّذِي رَب كَِ  بٱِسۡمِ  ٱقرَۡأ   ٢عَلقٍَ  مِنۡ  ٱلإۡنِسََٰنَ  خَلقََ  ١خَلقََ  ٱل

ۡ
كۡرَمُ  وَرَبُّكَ  ٱقرَۡأ

َ
َّذِي ٣ٱلأۡ  عَلَّمَ  ٱل

 [ 5-1 :العلق] ﴾٥يَعۡلَمۡ  لمَۡ  مَا  ٱلإۡنِسََٰنَ  عَلَّمَ  ٤بٱِلقَۡلَمِ 
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１よめ、「創造（そうぞう）されたお方、あなたの主（しゅ）の

名（な）において。２いってきの血（ち）のかたまりから、人間（

にんげん）をつくった。」３よめ、「あなたの主（しゅ）は、もっ

ともとうといお方。４ペンで（かくことを）おしえたお方。５人間

（にんげん）がしらないことを、おしえたお方。」凝血章 １－５

節 
１６．そのメッセージを信じたさいしょの人は、だれで

すか? 

おとこの人では、アブー・バクルさまです。おんなの人では、ハ

ディージャさまです。子どもでは、アリーさまです。元どれいで

は、ザイド・ブン・ハーリサさまです。どれいでは、ビラールさま

です。かれらぜんいんに、アッラーのおよろこびがありますよう。. 

１７．イスラームのダアワはどんな状態（じょうたい）

でしたか? 

３ねんほどは、ひみつにダアワしていました。そのあと、ムハン

マドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は公然（こうぜん）とダア

ワすることをめいれいしました。. 

１８．公然（こうぜん）とダアワしはじめたあと、ムハ

ンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）とサハーバた

ちはどうなりましたか? 

シルクの人びとは、ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）とムスリムたちを、ひどくいじめました。アッラーはムスリム

たちが、エチオピアのナジャーシー王のところにヒジュラ（いじゅ

う）することをゆるしました。 
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シルクの人はムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）をみ

んなでいじめ、ころそうとしましたが、アッラーはかれをまもりま

した。アッラーは、おじさんのアブー・ターリブが、かれをまもる

ようにしました。 

１９．ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が

使徒（しと）になって１０ねんご、だれがなくなりまし

たか? 

おじさんのアブー・ターリブと、ハディージャさま（アッラーの

およろこびあれ）がなくなりました。. 

２０．イスラー（よるのたび）とミゥラージュ（しょう

てん）はいつでしたか? 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が５０さいのとき

です。５回のサラーが義務（ぎむ）となったのは、このときでし

た。 

イスラー（よるのたび）は、マスジド・ハラームからマスジド・

アクサーへ、ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が一晩

（ばん）でおこなった、たびです。 

ミゥラージュ（しょうてん）は、マスジド・アクサーから天（て

ん）の上、そのはてにあるスィドラまで、ムハンマドさま（しゅく

ふくとへいあんあれ）がのぼって行ったできごとです。 

２１．ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は

どのようにして、マッカのそとの人びとにダアワしまし

たか? 

ターイフまで出かけて行ってダアワしました。ハッジなど、人び

とがあつまる季節（きせつ）やばしょでも、ダアワしました。その
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うち、マディーナからやってきたアンサールたちがムハンマドさま

（しゅくふくとへいあんあれ）を信じるようになり、かれをたすけ

ることを約束（やくそく）しました。. 

２２．よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は

マッカで、何ねんかんダアワしましたか? 

１３ねんかんダアワしました。. 

２３．よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は

、どこにヒジュラしましたか？ 

マッカからマディーナにヒジュラしました。. 

２４．マディーナでは何ねんすごしましたか? 

１０ねんすごしました。. 

２５．マディーナでは、イスラームのどんな決（き）ま

りが義務（ぎむ）づけられましたか? 

ザカー、サウム、ハッジ、ジハード、アザーンといったことが義

務（ぎむ）づけられました。. 

２６．ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）が

参加（さんか）した、ゆうめいなたたかいは何ですか? 

バドルのたたかい：ヒジュラれき２ねん 

ウフドのたたかい：ヒジュラれき３ねん 

ぶぞくれんごうのたたかい：ヒジュラれき５ねん 

マッカかいほう：ヒジュラれき８ねん. 
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２７．さいごにくだったクルアーンは、何ですか? 

このアッラーのおことばです： 

ْ وَ ﴿ هِ يوَۡمٗا ترُجَۡعُونَ فيِهِ إلِىَ   ٱتَّقُوا ا كَسَبَتۡ وهَُمۡ لاَ يُظۡلَمُونَ   ٱللَّّ َّىَٰ كُلُّ نَفۡسّٖ مَّ   ﴾٢٨١ثُمَّ توَُف
 [ 281 :البقرة ]

：「アッラーに帰（かえ）らされる日を、おそれよ。すべての人

は自分（じぶん）が稼（かせ）いだものをむくわれ、不当（ふとう）

な扱（あつか）いをうけることはない。」雌牛章 ２８１節 
２８．よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、

いつなくなりましたか? 

ヒジュラれき１１ねんラビーウル・アウワルつきに、６３さいで

なくなりました。. 

２９.よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）の、

妻（つま）たちの名前（なまえ）をあげてください。. 

①ハディージャ・ビント・フワイリドさま（アッラーのおよろこ

びあれ） 

➁サウダ・ビント・ザムアさま（アッラーのおよろこびあれ） 

③アーイシャ・ビント・アビー・バクルさま（アッラーのおよろ

こびあれ） 

④ハフサ・ビント・ウマルさま（アッラーのおよろこびあれ） 

⑤ザイナブ・ビント・フザイマさま（アッラーのおよろこびあ

れ） 

⑥ウンム・サラマさま（アッラーのおよろこびあれ） 

⑦ウンム・ハビーバさま（アッラーのおよろこびあれ） 
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⑧ジュワイリーヤ・ビント・ハーリス（アッラーのおよろこびあ

れ）さま 

⑨マイムーナ・ビント・ハーリス（アッラーのおよろこびあれ）

さま 

⑩サフィーヤ・ビント・フヤイイ（アッラーのおよろこびあれ）

さま 

⑪ザイナブ・ビント・ジャハシュさま（アッラーのおよろこび

あれ） 

３０．よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）の

、子どもたちはだれですか? 

おとこの子は３人です： 

①カースィムさま。 

➁アブドッラーさま。 

③イブラーヒームさま。 

おんなの子は４人です： 

①ファーティマさま。 

➁ルカイヤさま。 

③ウンム・クルスームさま。 

④ザイナブさま。 

イブラーヒームいがいは、みんなハディージャさま（アッラーの

およろこびあれ）からの子どもです。ファーティマさまだけが、ム

ハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）より、なが生きしまし

た。ファーティマさまはムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）がなくなった６かげつごに、なくなりました。 
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３１.よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）の見

た目について、おしえてください。: 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）の見た目は、次の

ようでした：背（せ）の高（たか）さは、ひくくもなく、高（た

か）くもなく、ふつうでした。はだの色は、赤（あか）みがかった

白（しろ）でした。あごひげが濃（こ）く、目は大きく、口も大き

かったです。かみの毛（け）はまっくろ、肩（かた）はがっしりし

ていました。また、いいにおいをさせていました。このように、ム

ハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は美（うつく）しい見

た目をしていました。. 

３2.よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、

ウンマをどのような状態（じょうたい）にしてなくなり

ましたか？? 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、ウンマを夜

（よる）でも昼（ひる）のような明（あか）るい、すべてがはっき

りとされた状態（じょうたい）にして、なくなりました。よいもの

はすべて明（あき）らかにし、わるいものはすべて注意（ちゅう

い）しました。. 

******* 
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タフスィール（クルアーンのいみ）のちしきタフス

ィールとは： 

クルアーンのいみについてのちしきです。クルアーンの中には、

アキーダ（しんじょう）、イバーダート（すうはいこうい）、ムア

ーマラート（にんげんどうしのきまり）、アフラーク（せいか

く）、ハラールやハラーム、めいれいときんしなどについての導

（みちび）きがあります。ちゅうい：ここではクルアーンをあんき

し、そのいみをりかいします。 

１．ファーティハしょうをよみ、そのいみをおしえてく

ださい。. 

ファーティハしょうは、次のとおりです： 

ِ  بِسۡمِ﴿ ِ   ٱلحۡمَۡدُ  ١ٱلرَّحِيمِ   ٱلرَّحۡمَٰنِ ٱللَّّ ِ  لِلَّّ ِينِ  يوَۡمِ  مََٰلكِِ  ٣ٱلرَّحِيمِ  ٱلرَّحۡمَٰنِ  ٢ ٱلۡعََٰلَمِينَ  رَب   ٱلد 
رََٰطَ  ٱهۡدِناَ   ٥نسَۡتَعِينُ  وَإِيَّاكَ  نَعۡبُدُ  إيَِّاكَ  ٤ ِ َّذِينَ  صِرََٰطَ  ٦ٱلمُۡسۡتَقِيمَ  ٱلص  نۡعَمۡتَ  ٱل

َ
  غَيۡرِ  عَلَيۡهِمۡ  أ

آل يِنَ  وَلاَ عَلَيۡهِمۡ  ٱلمَۡغۡضُوبِ   [7-1 :الفاتحة] ﴾ ٧ٱلضَّ

１慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な

）において２すべてのぬしアッラーに、たたえあれ。３慈悲（じひ

）あまねく慈愛（じあい）ふかいお方。４報（むく）いの日の、し

はいしゃ。５わたしたちは、あなただけをイバーダし、あなただけ

に助（たす）けをもとめます。６わたしたちを、まっすぐな道（み

ち）にみちびいてください。７あなたが、お恵（めぐ）みをあたえ

た者たちの道（みち）に。（あなたの）いかりをうけたり、まよっ

てしまったりした者たちの道（みち）ではなく。開端（ファーティ

ハ）章 １－７節 
かいせつ： 
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ファーティハという名まえは、クルアーンがそれではじまるため

です。 

１「慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名

（な）において」：アッラーの名まえで、クルアーンをよみはじめ

ます。それによって、アッラーからの助（たす）けと、バラカをも

とめます。 

アッラー：ほんとうにイバーダされるにふさわしい存在（そんざ

い）。アッラーいがいに、この名まえはつけられません。 

慈悲（じひ）あまねきお方（アッ・ラフマーン）：ひろい慈悲

（じひ）をそなえたお方で、その慈悲（じひ）はすべてのものに行

きわたっています。 

慈愛（じあい）ふかいお方（アッ・ラヒーム）：しんこうしゃに

慈悲（じひ）ぶかいお方。 

２「すべてのぬしアッラーに、たたえあれ。」：すべての種類

（しゅるい）の讃美（さんび）と完全（かんぜん）さは、アッラー

だけにあります。 

３「慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいお方」：ひろい

慈悲（じひ）をそなえたお方で、その慈悲（じひ）はすべてのもの

に行きわたっています。とくに、しんこうしゃに慈悲（じひ）をあ

たえるお方です。 

４「報（むく）いの日の、しはいしゃ」：ふっかつの日のことで

す。 

５「わたしたちは、あなただけをイバーダし、あなただけに助

（たす）けをもとめます」：わたしたちがイバーダするのはあなた

だけ、助（たす）けをもとめるのもあなただけです。 

６「わたしたちを、まっすぐな道（みち）にみちびいてくださ

い。」：イスラームと、スンナへとみちびかれることです。 

７「あなたが、お恵（めぐ）みをあたえた者たちの道（みち）

に。（あなたの）いかりをうけたり、まよってしまったりした者た
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ちの道（みち）ではなく。」：よげんしゃたちや、かれらにしたが

う者たちである、アッラーの正しいしもべたちの道（みち）のこと

です。正しいちしきがないまま行（おこな）う人たちでもなく、正

しいちしきはあっても行（おこな）わないような人たちの道（み

ち）ではありません。 

ファーティハしょうをよんだあとには、「アーミーン（そうあっ

てください）」と言うのが、スンナです。 

２．じしんしょう（ザルザラしょう）をよんで、いみを

おしえてください。. 

じしんしょう（ザルザラしょう）は、次のとおりです 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において： 

رۡضُ إذَِا زُلزۡلِتَِ ﴿
َ
خۡرجََتِ  ١زلِزَۡالهََا  ٱلأۡ

َ
رۡضُ وَأ

َ
ثۡقَالهََا  ٱلأۡ

َ
يوَۡمَئذِّٖ  ٣مَا لهََا  ٱلإۡنِسََٰنُ وَقَالَ   ٢أ

خۡبَارهََا 
َ
ثُ أ ِ وۡحَيَٰ لهََا  ٤تُحَد 

َ
نَّ رَبَّكَ أ

َ
اسُ يوَۡمَئذِّٖ يصَۡدُرُ  ٥بأِ عۡمََٰلَهُمۡ  ٱلنَّ

َ
شۡتَاتٗا ل يُِرَوۡاْ أ

َ
فَمَن   ٦أ

ةٍ خَيۡرٗا يرََهُ  ا يرََهُ  ٧ ۥيَعۡمَلۡ مِثۡقَالَ ذَرَّ ةّٖ شَر ٗ  [8-1 :الزلزلة]  ﴾٨ ۥوَمَن يَعۡمَلۡ مِثۡقَالَ ذَرَّ

１大地（だいち）がはげしくゆれるとき、２また、大地（だいち

）がにもつを吐（は）き出し、３人が「それに、何（なに）がおこ

ったのか？」と言うとき、４それはその日、自（みずか）らの知ら

せを話（はな）す、５あなたの主（しゅ）が、（そうするよう、）

自分（じぶん）に命（めい）じたのだ、ということを。６その日、

人びとは自分（じぶん）たちの行（おこな）いを見るために、ばら

ばらと出ていく。７すこしのものでもよいことをする者は、（あの

よで）それを見る。８すこしのことでもわるいことをする者は、（

あのよで）それを見る。地震章 １－８節 

かいせつ： 



 

84 

１「大地（だいち）がはげしくゆれるとき、」：ふっかつの日

に、大地（だいち）がはげしくゆらされるとき、 

２「また、大地（だいち）がにもつを吐（は）き出し、」：しん

でしまった人びとなど、大地（だいち）がその中にあるものを外に

ほうり出すとき、 

３「人が「それに、何（なに）がおこったのか？」と言うと

き、」：人間（にんげん）は、混乱（こんらん）して言います：大

地（だいち）がこんなにうごき、ゆれるのはどういうことでしょう

か！？ 

４「それはその日、自（みずか）らの知らせを話（はな）

す。」：そのおそろしい日、大地（だいち）はそこで行（おこな）

われた、すべてのよいことやわるいことを話（はな）します。 

５「あなたの主（しゅ）が、（そうするよう、）自分（じぶん）

に命（めい）じたのだ、ということを。」：アッラーがそれらのこ

とを、大地（だいち）におしえ、めいじました。 

６「その日、人びとは自分（じぶん）たちの行（おこな）いを見

るために、ばらばらと出ていく。」：大地（だいち）がゆれうごく

そのおそろしい日、人びとは清算（せいさん）の場所（ばしょ）へ

と集団（しゅうだん）で出て来て、かれらがこのよで行（おこな）

ったことを見せつけられます。 

７「すこしのものでもよいことをする者は、（あのよで）それを

見る。」小さなアリほどの重（おも）さでもよいことをした人は、

それを目のまえに見ます。 

８「すこしのことでもわるいことをする者は、（あのよで）それ

を見る。」：小さなアリほどの重（おも）さでもわるいことをした

人は、それを目のまえに見ます。. 
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３．「しっくするもの」しょう（アーディヤートしょう）

をよんで、いみをおしえてください。. 

しっくするもの」しょう（アーディヤートしょう）は、次のとお

りです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な） 

ثرَۡنَ بهِِ  ٣صُبۡحٗا  ٱلمُۡغِيرََٰتِ فَ  ٢قَدۡحٗا  ٱلمُۡوريََِٰتِ فَ  ١ضَبۡحٗا  ٱلۡعََٰدِيََٰتِ وَ ﴿
َ
 ٤نَقۡعٗا  ۦفَأ

َٰلكَِ لشََهِيدٞ   ۥوَإِنَّهُ  ٦لكََنُودٞ  ۦلرَِب هِِ  ٱلإۡنِسََٰنَ إنَِّ  ٥جَمۡعًا   ۦفَوسََطۡنَ بهِِ  ِ   ۥوَإِنَّهُ  ٧علَىََٰ ذَ  ٱلخۡيَۡرِ لِحبُ 
فَلاَ يَعۡلَمُ إذَِا بُعۡثرَِ مَا فىِ  ۞ ٨لشََدِيدٌ 

َ
لَ مَا فىِ  ٩ ٱلقُۡبُورِ أ ِ دُورِ وحَُص  إنَِّ رَبَّهُم بهِِمۡ يوَۡمَئذِّٖ  ١٠ٱلصُّ

 ۢ  [ 11-1: العاديات] ﴾١١لَّخبَيِرُ

１鼻息（はないき）をあらげて駆（か）けるものにかけて、２ま

た、（ひづめで石を）うちつけつつ、火花（ひばな）を散（ち）ら

すものにかけて、３また、朝（あさ）に進撃（しんげき）するもの

にかけて（ちかう）、４それらは、埃（ほこり）を巻（ま）き上げ

、５（てきの）集団（しゅうだん）のまん中へと進（すす）む。６

人は、主（しゅ）にたいして、ほんとうに恩（おん）知らずである

。７かれは、そのことについてほんとうに証人（しょうにん）であ

る。８かれは、財産（ざいさん）への愛（あい）が、ほんとうに強

（つよ）い者である。９かれは知らないのか？墓（はか）の中にい

るものが、ひっくり返（かえ）されるとき、１０胸（むね）のなか

にあることが明（あき）らかにされるとき、１１かれらの主（しゅ

）はその日、かれらをよく通暁（つうぎょう）されるお方である。

疾駆するもの章 １－１１節 

かいせつ： 
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１「鼻息（はないき）をあらげて駆（か）けるものにかけ

て、」：アッラーははしる馬（うま）にかけて、ちかいます。その

馬（うま）は、はげしく走（はし）っているために、こきゅうの音

（おと）がきこえます。 

２「また、（ひづめで石を）うちつけつつ、火花（ひばな）を散

（ち）らすものにかけて、」：アッラーはちかいます。ひづめが岩

（いわ）にはげしくあたるときに、火花（ひばな）をとばす馬（う

ま）にかけて。 

３「また、朝（あさ）に進撃（しんげき）するものにかけて（ち

かう）、」：アッラーはちかいます。朝（あさ）、敵（てき）に突

入（とつにゅう）し、攻撃（こうげき）をしかける馬（うま）にか

けて。 

４「それらは、埃（ほこり）を巻（ま）き上げ、」：それらの馬

（うま）は、はげしく走（はし）っているために、埃（ほこり）を

巻（ま）き上げます。 

５「（てきの）集団（しゅうだん）のまん中へと進（すす）

む。」：それらにのっている騎手（きしゅ）といっしょに、敵軍

（てきぐん）のまん中へと入って行きます。 

６「人は、主（しゅ）にたいして、ほんとうに恩（おん）知らず

である。」：人間（にんげん）は、よいことをおこないません。主

（しゅ）アッラーは、そうすることを望（のぞ）んでいるのです

が。 

７「かれは、そのことについてほんとうに証人（しょうにん）で

ある。」：人間（にんげん）は、自分（じぶん）がよいことをおこ

ないことへの、証人（しょうにん）です。それは明（あき）らかな

ので、否定（ひてい）できないのです。 

８「かれは、財産（ざいさん）への愛（あい）が、ほんとうに強

（つよ）い者である。」かれはお金（かね）が大すきで、けちで

す。 
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９「かれは知らないのか？墓（はか）の中にいるものが、ひっく

り返（かえ）されるとき」：この世（よ）にまどわされている、こ

の人間（にんげん）は知らないのですか？清算（せいさん）と報

（むく）いのために、アッラーが墓（はか）から死（し）んだ人び

とを生き返すときのことが、想像以上（そうぞういじょう）のこと

であるということを？ 

１０「胸（むね）のなかにあることが明（あき）らかにされると

き、」：ニイヤや信仰（しんこう）など、心（こころ）の中のこと

がはっきりと明（あき）らかにされることを？ 

１１「かれらの主（しゅ）はその日、かれらをよく通暁（つうぎ

ょう）されるお方である。」：かれらの主は、その日、かれらにつ

いてすべてを知っています。しもべたちのことでアッラーに隠（か

く）せるものはありません。そしてアッラーは、行（おこな）いに

報（むく）います。. 

４．しょうげきしょう（カーリアしょう）をよんで、い

みをおしえてください。. 

しょうげきしょう（カーリアしょう）は、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

َٰكَ مَا  ٢ٱلقَۡارعَِةُ مَا  ١ٱلقَۡارعَِةُ ﴿ دۡرَى
َ
اسُ يوَۡمَ يكَُونُ  ٣ٱلقَۡارعَِةُ وَمَآ أ  ٱلفَۡرَاشِ كَ  ٱلنَّ

َٰزيِنُهُ  ٥ٱلمَۡنفُوشِ  ٱلۡعِهۡنِ كَ  ٱلجِۡبَالُ وَتكَُونُ  ٤ٱلمَۡبۡثُوثِ  ا مَن ثَقُلَتۡ مَوَ مَّ
َ
فَهُوَ فىِ عِيشَةّٖ  ٦ ۥفأَ

اضِيَةّٖ  َٰزيِنُهُ  ٧رَّ تۡ مَوَ ا مَنۡ خَفَّ مَّ
َ
هُ  ٨ۥوَأ مُّ

ُ
َٰكَ مَا هيَِهۡ  ٩هَاويَِةٞ   ۥفأَ دۡرَى

َ
  ﴾١١ناَرٌ حَامِيَةُۢ ١٠وَمَآ أ

 [ 11-1 :القارعة]

１衝撃（しょうげき）。２衝撃（しょうげき）とは何（なに）か

？３衝撃（しょうげき）とは何（なに）かを、何（なに）があなた

に知らせるか？４（それは、）人びとがバラバラになった蛾（が）
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のようになり、５山々（やまやま）が、梳（す）かれた羊（ひつじ

）の毛のようになる日。６秤（はかり）が重（おも）かった者、７

かれは満足（まんぞく）なくらしの中にある。８秤（はかり）が軽

（かる）かった者は、９その落（お）ちつく先は、墜落（ついらく

）。１０それが何（なに）かを、何（なに）があなたに知らせるか

？１１（それは）熱（あつ）い業火（ごうか）である。衝撃章 １

－１１節 

かいせつ： 

１「衝撃（しょうげき）」：ひどいおそろしさで、人びとの心

（こころ）がうちつけられる日のことです。 

２「衝撃（しょうげき）とは何（なに）か？」：ひどいおそろし

さで、人びとの心（こころ）がうちつけられる日とは何（なに）の

ことですか？ 

３「衝撃（しょうげき）とは何（なに）かを、何（なに）があな

たに知らせるか？」：使徒（しと）よ、ひどいおそろしさで、人び

との心（こころ）がうちつけられる日とは何（なに）のことです

か？それは復活（ふっかつ）の日のことです。 

４「（それは、）人びとがバラバラになった蛾（が）のようにな

り、」：人びとの心（こころ）はうちつけられ、あちらこちらにバ

ラバラになってひろがる蛾（が）のようになります。 

５「山々（やまやま）が、梳（す）かれた羊（ひつじ）の毛のよ

うになる日。」：山々（やまやま）はすごい速（はや）さでうごく

ため、梳（す）かれた羊（ひつじ）の毛のようになります。 

６「秤（はかり）が重（おも）かった者、」：よいおこないが、

わるいおこないよりも重（おも）かった者は。 

７「かれは満足（まんぞく）なくらしの中にある。」：ジャンナ

で満足（まんぞく）なくらしの中にあります。 
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８「秤（はかり）が軽（かる）かった者は、」：わるいおこない

が、よいおこないよりも重（おも）かった者は。 

９「その落（お）ちつく先は、墜落（ついらく）。」：ふっかつ

の日に住（す）み、落（お）ちつく先はジャハンナムです。 

１０「それが何（なに）かを、何（なに）があなたに知らせる

か？」：使徒（しと）よ、それが何（なに）かを、何（なに）があ

なたに知らせますか？ 

１１「（それは）熱（あつ）い業火（ごうか）である。」：はげ

しい熱（あつ）さの業火（ごうか）です。 

５．ふやし合いしょう（タカースルしょう）をよんで、

いみをおしえてください。. 

ふやし合いしょう（タカースルしょう）は、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

لهَۡىَٰكُمُ ﴿
َ
كَاثرُُ أ ثُمَّ كَلَّا سَوفَۡ   ٣كَلَّا سَوفَۡ تَعۡلَمُونَ  ٢ٱلمَۡقَابرَِ حَتَّيَٰ زُرۡتُمُ  ١ٱلتَّ
ثُمَّ  ٧ٱليَۡقِينِ ثُمَّ لتََرَوُنَّهَا عَينَۡ  ٦ ٱلجۡحَِيمَ لتََرَوُنَّ  ٥ٱليَۡقِينِ كَلَّا لوَۡ تَعۡلَمُونَ عِلۡمَ   ٤تَعۡلَمُونَ 

عِيمِ لتَسُۡـ َلُنَّ يوَۡمَئذٍِ عَنِ   [8-1 :التكاثر] ﴾٨ٱلنَّ

１ふやし合いが、あなた方をそっちのけにさせる、２あなたたち

が墓場（はかば）を訪（おとず）れるまで。３ぜったいに！あなた

たちはやがて知るだろう。４そしてぜったいに！あなたたちはやが

て知るだろう。５ぜったいに！もし、あなたたちがはっきりとした

知識（ちしき）で知るならば。６あなたたちは必（かなら）ず、ジ

ャヒームを見る。７そしてあなたたちは必（かなら）ず、はっきり

とした目でそれを見るだろう。８それから、あなたたちはその日、
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かならず安寧（あんねい）についてたずねられるだろう。増やし合

い章 １－８節. 

かいせつ： 

１「あなたたちは、ふやし合いに夢中（むちゅう）になってい

る。」：人びとよ、あなたたちは、お金（かね）や子どもの多（お

お）さを自慢（じまん）し合い、アッラーにしたがうことをわすれ

ています。 

２「あなたたちが墓場（はかば）を訪（おとず）れるまで。」：

あなたたちが死（し）に、墓（はか）に入るときまで。 

３「ぜったいに！あなたたちはやがて知るだろう。」：そんなこ

とを自慢（じまん）し合って、アッラーにしたがうことをわすれて

いてはいけません。あなたたちは、そんなことに夢中（むちゅう）

になっていた結果（けっか）を、知ることになります。 

４「そしてぜったいに！あなたたちはやがて知るだろう。」：そ

してあなたたちは、その結果（けっか）を、知ることになります。 

５ 「ぜったいに！もし、あなたたちがはっきりとした知識（ち

しき）で知るならば。」：あなたたちがアッラーに生き返され、や

っていたことを報（むく）われるということを、はっきりと知って

いたならば、お金（かね）や子どもの多（おお）さを自慢（じま

ん）し合ってなどいなかったでしょう。 

６「あなたたちは必（かなら）ず、ジャヒームを見る。」：アッ

ラーにちかって、あなたたちはふっかつの日、地獄（じごく）の火

（ひ）を見ることになります。 

７「そしてあなたたちは必（かなら）ず、はっきりとした目でそ

れを見るだろう。」：あなたたちはそれを、うたがいなく、はっき

りとした目で見ることになります。 

８「それから、あなたたちはその日、かならず安寧（あんねい）

についてたずねられるだろう。」：その日あなたたちは、アッラー
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からいただいていた健康（けんこう）、お金（かね）などについ

て、かならずきかれることになります。. 

６．じかんしょう（アスルしょう）をよんで、いみをお

しえてください。. 

じかんしょう（アスルしょう）は、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

َّا  ٢لفَِي خُسۡرٍ  ٱلإۡنِسََٰنَ إنَِّ  ١ٱلۡعَصۡرِ وَ ﴿ َّذِينَ إلِ َٰلحََِٰتِ ءَامَنُواْ وعََمِلُواْ  ٱل ِ  ٱلصَّ   ٱلحۡقَ ِ وَتوََاصَوۡاْ ب
 ِ بۡرِ وَتوََاصَوۡاْ ب  [3-1 :العصر ] ﴾٣ٱلصَّ

１じかんにかけて。２ほんとうに人は、損失（そんしつ）の中に

ある。３信仰（しんこう）し、よい行（おこな）いをし、真理（し

んり）をすすめ合い、サブルをすすめ合う者たち以外（いがい）は

。時間章 １－３節 
かいせつ： 

１「じかんにかけて。」：アッラーは、じかんにかけてちかいま

す。 

２「ほんとうに人は、損失（そんしつ）の中にある。」：すべて

の人は、欠如（けつじょ）と破滅（はめつ）の中にあります。 

３「信仰（しんこう）し、よい行（おこな）いをし、真理（しん

り）をすすめ合い、サブルをすすめ合う者たち以外（いがい）

は。」：ただし、信仰（しんこう）し、よい行（おこな）いをし、

正しいことへとダアワし、そこにおいて忍耐（にんたい）する人び

とは別（べつ）です。かれらは損失（そんしつ）から、すくわれる

人びとです。 
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７．ちゅうしょうしゃしょう（ハムザしょう）をよんで

、いみをおしえてください。 

ちゅうしょうしゃしょう（ハムザしょう）は、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

ُّمَزَةٍ ﴿ ِ هُمَزَةّٖ ل
َّذِي ١وَيۡلٞ ل كِلُ  دَهُ  ٱل نَّ مَالهَُ  ٢  ۥجَمعََ مَالاٗ وعََدَّ

َ
خۡلدََهُ   ۥٓيَحسَۡبُ أ

َ
كَلَّاه  ٣ ۥأ

َٰكَ مَا  ٤ ٱلحۡطَُمَةِليَُنۢبَذَنَّ فىِ  دۡرَى
َ
ِ ناَرُ  ٥ٱلحۡطَُمَةُ وَمَآ أ لعُِ علَىَ  ٱلَّتيِ ٦ٱلمُۡوقَدَةُ  ٱللَّّ فۡـ ِدَةِ تَطَّ

َ
 ٧ٱلأۡ

 ٞ ؤۡصَدَة دَة   ٨إنَِّهَا عَلَيۡهِم مُّ مَدَّ  [9-1 :الهمزة ] ﴾٩فىِ عَمَدّٖ مُّ

１すべての悪口（わるくち）を言う者、けなす者に、災（わざわ

）いあれ。２お金（かね）をあつめ、それをかぞえることばかりし

ている者に。３かれはお金（かね）が、自分（じぶん）を永遠（え

いえん）に生かしてくれると思（おも）っている。４ぜったいに！

かれはかならず、フタマの中に投（な）げこまれるだろう。５フタ

マが何（なに）かを、何（なに）があなたに知らせるのか？６点火

（てんか）された、アッラーのほのお。７心臓（しんぞう）にまで

達（たっ）するもの。８それは、かれらを密閉（みっぺい）してい

る、９長（なが）くのびた柱（はしら）の中で。中傷者章 １－９

節 
かいせつ： 

１「すべての悪口（わるくち）を言う者、けなす者に、災（わざ

わ）いあれ。」：人びとの悪口（わるくち）をかげでたくさん言っ

ていたり、他人をけなしたりする者には、災（わざわ）いときびし

い罰（ばつ）があります。 
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２「お金（かね）をあつめ、それをかぞえることばかりしている

者に。」：かれの興味（きょうみ）は、お金（かね）をあつめ、そ

れをかぞえ上げることだけです。 

３「かれはお金（かね）が、自分（じぶん）を永遠（えいえん）

に生かしてくれると思（おも）っている。」：かれは、あつめたお

金（かね）が、自分（じぶん）を死（し）からまもってくれるの

で、この世（よ）で永遠（えいえん）に生きれると思（おも）って

います。 

４「ぜったいに！かれはかならず、フタマの中に投（な）げこま

れるだろう。」：この無知（むち）な者が思（おも）っているよう

には、なりません。かれはかならず、ジャハンナムのほのおの中に

投（な）げこまれます。そのほのおは強烈（きょうれつ）で、そこ

に入れられたものはすべて粉々（こなごな）に破壊（はかい）され

てしまうのです。 

５「フタマが何（なに）かを、何（なに）があなたに知らせるの

か？」：しとよ、このなんでも粉砕（ふんさい）するほのおが何

（なに）かを、あなたに教（おし）えてるのは何（なに）ですか？ 

６「点火（てんか）された、アッラーのほのお。」：それはもえ

上げる、アッラーのほのおです。 

７「心臓（しんぞう）にまで達（たっ）するもの。」：それは人

びとの体をつらぬき、心臓（しんぞう）にまで達（たっ）します。 

８「それは、かれらを密閉（みっぺい）している、」：かれらは

そこで閉（と）じこめられて、罰（ばつ）をうけます。 

９「長（なが）くのびた柱（はしら）の中で。」：長（なが）く

のびた柱（はしら）で閉（と）じこめられているので、ぬけ出すこ

とはできません。. 
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８．ぞうしょう（フィールしょう）をよんで、いみをお

しえてください。. 

ぞうしょう（フィールしょう）は、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

لمَۡ ﴿
َ
صۡحََٰبِ  رَبُّكَ  فَعَلَ  كَيۡفَ  ترََ  أ

َ
لمَۡ  ١ٱلفِۡيلِ  بأِ

َ
رۡسَلَ  ٢تضَۡليِلّٖ  فىِ كَيۡدَهُمۡ  يَجۡعَلۡ  أ

َ
 عَلَيۡهِمۡ  وَأ

باَبيِلَ  طَيۡرًا 
َ
ِن  بِحجَِارَةّٖ  ترَۡمِيهِم ٣ أ يلّٖ  م  ِ كُول   كَعَصۡفّٖ  فجََعَلَهُمۡ  ٤سِج 

ۡ
أ  [5-1 :الفيل] ﴾٥مَّ

１あなたは、あなたの主（しゅ）が象（ぞう）のなかまたちをど

うされたのか、知らないのか？２かれらの企（たくら）みを、だい

なしにされたではないか？３かれはかれらに、鳥（とり）の大群（

たいぐん）をつかわされたのだ。４それはかれらに、泥土（どろつ

ち）の石（いし）をなげつけた。５そしてかれらを、食（く）いち

らかされた枯葉（かれは）のようにされたのだ。象章 １－５節 r 

かいせつ： 

１「あなたは、あなたの主（しゅ）が象（ぞう）のなかまたちを

どうされたのか、知らないのか？」：使徒（しと）よ、あなたは、

あなたの主（しゅ）がアブラハとそのなかまたち、つまり象（ぞ

う）のなかまたちがカアバをこわそうと企（たくら）んだとき、か

れらをどうされたのか、知らないのですか？ 

２「かれらの企（たくら）みを、だいなしにされたではない

か？」：アッラーは、カアバを破壊（はかい）するというかれらの

計画（けいかく）を、失敗（しっぱい）させました。カアバに人び

とが行かないようにするという、かれらの望（のぞ）みは達成（た

っせい）されず、カアバにたいして何（なに）もできませんでし

た。 
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３「かれはかれらに、鳥（とり）の大群（たいぐん）をつかわさ

れたのだ。」：アッラーはかれらに、つぎつぎと鳥（とり）の大群

（たいぐん）をおくったのです。 

４「それはかれらに、泥土（どろつち）の石（いし）をなげつけ

た。」：それらの鳥（とり）たちはかれらに、かたくなった泥土

（どろつち）の石（いし）をなげつけました。 

５「そしてかれらを、食（く）いちらかされた枯葉（かれは）の

ようにされたのだ。」アッラーはかれらを、家畜（かちく）に食

（く）いちらかされ、ふみあらされた作物（さくもつ）の葉（かれ

は）のようにされたのです。 

9．クライシュぞくしょうをよんで、いみをおしえてく

ださい。. 

クライシュぞくしょうは、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

تَاءِٓ رحِۡلَةَ   ۦلََٰفِهِمۡ إِ  ١لإِِيلََٰفِ قرَُيۡشٍ ﴿ ِ يۡفِ وَ  ٱلش  َّذِيٓ  ٣ٱلبَۡيۡتِ فَلۡيَعۡبُدُواْ رَبَّ هََٰذَا  ٢ ٱلصَّ  ٱل
ِنۡ خَوفۡ   ِن جُوعّٖ وَءَامَنَهُم م  طۡعَمَهُم م 

َ
 4-1 :قريش] ﴾٤أ

１クライシュぞくの慣例（かんれい）のために。２冬（ふゆ）と

夏（なつ）の旅（たび）における、かれらの慣例（かんれい）のた

めに。３かれらに、この館（やかた）の主（しゅ）をイバーダさせ

よ。４空腹（くうふく）には食べ物（たべもの）をかれらにあたえ

、恐怖（きょうふ）から安（やす）らげてくれたお方を。クライシ

ュ族章 １－４節 
かいせつ： 
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１「クライシュぞくの慣例（かんれい）のために。」：これは、

かれらが習慣（しゅうかん）としていた、冬（ふゆ）と夏（なつ）

の旅（たび）のことです。 

２「冬（ふゆ）と夏（なつ）の旅（たび）における、かれらの慣

例（かんれい）のために。」：冬（ふゆ）の旅（たび）はイエメ

ン、夏（なつ）の旅（たび）はシャーム（シリアやパレスチナちほ

う）への安全な旅（たび）のことです。 

３「かれらに、この館（やかた）の主（しゅ）をイバーダさせ

よ。」：かれらの旅（たび）をかんたんにしてくれた、このカアバ

の主（しゅ）アッラーをイバーダさせ、シルクをさせてはいけませ

ん。 

４「空腹（くうふく）には食べ物（たべもの）をかれらにあた

え、恐怖（きょうふ）から安（やす）らげてくれたお方を。」：ア

ッラーはかれらに、空腹（くうふく）のときには食べ物（たべも

の）をあたえ、恐怖（きょうふ）のときには安（やす）らがせてく

れました。アッラーはアラブ人の心（こころ）に、マッカとその住

人（じゅうにん）にたいする尊敬（そんけい）のきもちをあたえた

からです。. 

10．てだすけしょう（マーウーンしょう）をよんで、い

みをおしえてください。. 

てだすけしょう（マーウーンしょう）は、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な） 

رَءَيتَۡ ﴿
َ
َّذِيأ ِ  ٱل بُ ب ِ ِينِ يكَُذ  َّذِيفَذََٰلكَِ  ١ٱلد  وَلاَ يَحضُُّ علَىََٰ طَعَامِ  ٢ٱليَۡتيِمَ يدَُعُّ  ٱل

َّذِينَ  ٤فَوَيۡلٞ ل لِۡمُصَل يِنَ  ٣ٱلمِۡسۡكِينِ  َّذِينَ  ٥هُمۡ عَن صَلاَتهِِمۡ سَاهُونَ  ٱل  ٦هُمۡ يرَُاءُٓونَ  ٱل
 [ 7-1  :الماعون] ﴾٧ٱلمَۡاعُونَ وَيَمۡنَعُونَ 
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１言ってみよ、報（むく）いを嘘（うそ）とする者。２孤児（こ

じ）を押（お）しのけ、３めぐまれない者に食べ物（たべもの）を

あげることを、すすめない者。４サラーする者たちに、災（わざわ）

いあれ、５サラーを、てきとうにやる者たちに。６かれらは見せび

らかしで行（おこな）い、７てだすけを禁（きん）じる。手助け章 

１－７節 
かいせつ： 

１「言ってみよ、報（むく）いを嘘（うそ）とする者。」：ふっ

かつの日の報（むく）いを嘘（うそ）とする者を、知っています

か？ 

２「孤児（こじ）を押（お）しのけ、」：それは、孤児（こじ）

が何かをほしがっていても、そこからかれをあらあらしく押（お）

しのけ、 

３「めぐまれない者に食べ物（たべもの）をあげることを、すす

めない者。」：めぐまれない者に食べ物（たべもの）をあげること

を自分（じぶん）でしないだけでなく、他の人にもすすめない者で

す。 

４「サラーする者たちに、災（わざわ）いあれ、」：サラーする

者たちに、災（わざわ）いと罰（ばつ）がありますよう、 

５「サラーを、てきとうにやる者たちに。」：かれらはサラーを

てきとうにかんがえていて、サラーの時間（じかん）がおわってし

まっても気（き）にしない者たちです。 

６「かれらは見せびらかしで行（おこな）い、」：かれらはサラ

ーや、その他のおこないを、人の目を気（き）にしてやっていま

す。アッラーのためにやっていません。 

７「てだすけを禁（きん）じる。」：そしてたすけても問題（も

んだい）のない物事（ものごと）なのに、他人（たにん）をたすけ

ようとしません。. 
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１１．じゅんたくしょう（カウサルしょう）をよんで、

いみをおしえてください。. 

じゅんたくしょう（カウサルしょう）は、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

عۡطَيۡنََٰكَ ﴿
َ
ِ لرَِب كَِ وَ  ١ٱلۡكَوۡثرََ إنَِّآ أ

بۡتَرُ إنَِّ شَانئَِكَ هُوَ  ٢ ٱنۡحرَۡ فَصَل 
َ
 [ 3-1 :الكوثر] ﴾٣ٱلأۡ

１われらは、あなたにカウサルをあたえた。２あなたの主（しゅ

）にだけサラーし、犠牲（ぎせい）をささげよ。３あなたを憎（に

く）む者こそは、断（た）ち切られた者なのだ。潤沢章 １－３節 
かいせつ： 

１「われらは、あなたにカウサルをあたえた。」：使徒（しと）

よ、われらはあなたに、おおくのよいものをあたえました。ジャン

ナのカウサルという川もその一つです。 

２「あなたの主（しゅ）にだけサラーし、犠牲（ぎせい）をささ

げよ。」：だからそのおめぐみに、感謝（かんしゃ）しなさい。ア

ッラーにたいしてだけサラーし、犠牲（ぎせい）をささげなさい。

アッラーにたいしてシルクする者たちが、かれらの偶像（ぐうぞ

う）にささげるようには、してはいけません。 

３「あなたを憎（にく）む者こそは、断（た）ち切られた者なの

だ。」：あなたを憎（にく）む者は、あらゆるよいものとは縁（え

ん）がなく、忘（わす）れさられます。もし思（おも）いだされて

も、わるいことばかり思（おも）いだされるのです。 
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１２．ふしんこうしゃしょう（カーフィルーンしょう）

をよんで、いみをおしえてください。. 

ふしんこうしゃしょう（カーフィルーンしょう）は、次のとおり

です： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َٰفرُِونَ قلُۡ يََٰٓ عۡبُدُ مَا تَعۡبُدُونَ  ١ٱلۡكَ

َ
عۡبُدُ  ٢لآَ أ

َ
َٰبدُِونَ مَآ أ نتُمۡ عَ

َ
ناَ۠   ٣وَلآَ أ

َ
وَلآَ أ

مۡ  ا عَبَدتُّ عۡبُدُ  ٤عاَبدِٞ مَّ
َ
َٰبدُِونَ مَآ أ نتُمۡ عَ

َ
 [6-1 :الكافرون] ﴾٦لكَُمۡ ديِنُكُمۡ وَلىَِ ديِنِ  ٥وَلآَ أ

１言ってやれ。「カーフィルたちよ、２わたしは、あなたたちの

イバーダするものをイバーダせず、３あなたたちは、わたしのイバ

ーダするものをイバーダする者ではない。４また、わたしはあなた

たちがイバーダしたものをイバーダする者ではなく、５あなたたち

は、わたしのイバーダするものをイバーダする者ではない。６あな

たたちにはあなたたちの宗教（しゅうきょう）があり、わたしには

わたしの宗教（しゅうきょう）がある」。不信仰者たち章 １－６

節 
かいせつ： 

１「言ってやれ。“カーフィルたちよ、」：使徒（しと）よ、言

ってやりなさい：アッラーにたいしてクフル（知ったあとに、ひて

いすること）する者たちよ、 

２「わたしは、あなたたちのイバーダするものをイバーダせ

ず、」：わたしは、あなたたちがイバーダする偶像（ぐうぞう）

を、今もイバーダせず、将来（しょうらい）にもイバーダしませ

ん。 
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３「あなたたちは、わたしのイバーダするものをイバーダする者

ではない。」：わたしはアッラーだけをイバーダしますが、あなた

たちはアッラーをイバーダしません。 

４「また、わたしはあなたたちがイバーダしたものをイバーダす

る者ではなく、」：わたしは、あなたたちがイバーダする偶像（ぐ

うぞう）を、過去（かこ）にもイバーダしませんでした。 

５「あなたたちは、わたしのイバーダするものをイバーダする者

ではない。」：わたしはアッラーだけをイバーダしますが、あなた

たちはアッラーをイバーダしません。 

６「あなたたちにはあなたたちの宗教（しゅうきょう）があり、

わたしにはわたしの宗教（しゅうきょう）がある。”」：あなたた

ちには、あなたたちがかってにつくった宗教（しゅうきょう）があ

ります。わたしにはアッラーからいただいた、わたしの宗教（しゅ

うきょう）があります。 

１３．えんじょしょう（ナスルしょう）をよんで、いみ

をおしえてください。. 

えんじょしょう（ナスルしょう）は、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

ِ إذَِا جَاءَٓ نصَۡرُ  ﴿ يتَۡ  ١ٱلفَۡتۡحُ وَ  ٱللَّّ
َ
اسَ وَرَأ ِ يدَۡخُلُونَ فىِ ديِنِ   ٱلنَّ فۡوَاجٗا  ٱللَّّ

َ
فسََب حِۡ بِحَمۡدِ  ٢أ

ه رَب كَِ وَ   [3-1 :النصر] ﴾٣كَانَ توََّاباَۢ  ۥإنَِّهُ  ٱسۡتَغۡفرِۡهُ

１アッラーの援助（えんじょ）と勝利（しょうり）がやってきて、

２人びとが、つぎつぎと集団（しゅうだん）でアッラーの宗教（し

ゅうきょう）に入るのを見たら、３あなたの主（しゅ）の称賛（し

ょうさん）とともにたたえ、かれにゆるしをいのれ。ほんとうにか

れは、よくタウバをうけ入れるお方なのだ。援助章 １－３節 
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かいせつ： 

１「アッラーの援助（えんじょ）と勝利（しょうり）がやってき

て、」：使徒（しと）よ、あなたの宗教（しゅうきょう）にたいす

るアッラーの援助（えんじょ）と勝利（しょうり）がやってきて、

マッカがムスリムたちのものになり、 

２「人びとが、つぎつぎと集団（しゅうだん）でアッラーの宗教

（しゅうきょう）に入るのを見たら、」：人びとが、つぎつぎと集

団（しゅうだん）でイスラームに入るのを見たら、 

３「あなたの主（しゅ）の称賛（しょうさん）とともにたたえ、

かれにゆるしをいのれ。ほんとうにかれは、よくタウバをうけ入れ

るお方なのだ。」：それが、あなたが任務（にんむ）のおわりが近

（ちか）づいた印（しるし）であることを知り、あなたの主（し

ゅ）を称賛（しょうさん）とともにたたえ、援助（えんじょ）と勝

利（しょうり）に感謝（かんしゃ）し、ゆるしをいのりなさい。ア

ッラーはよくゆるすお方で、しもべのタウバをよくうけ入れてくれ

ます。 

１４．よりあわされたものしょう（マサドしょう）をよ

んで、いみをおしえてください。. 

よりあわされたものしょう（マサドしょう）は、次のとおりで

す： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

بىِ يدََآ  تَبَّتۡ ﴿﴿
َ
غۡنَيَٰ  مَآ  ١وَتبََّ  لهََبّٖ  أ

َ
 ۥ عَنۡهُ  أ   ٣لهََبّٖ  ذَاتَ  ناَرٗا سَيَصۡليََٰ  ٢ كَسَبَ  وَمَا  مَالهُُ

 ۥ تهُُ
َ
ِن حَبۡلٞ  جِيدِهَا  فىِ ٤ ٱلحۡطََبِ  حَمَّالةََ  وَٱمۡرَأ سَد   م   [ 5-1  :المسد] ﴾٥مَّ

１アブー・ラハブの両手（りょうて）は破滅（はめつ）せよ。そ

してかれは、破滅（はめつ）した。２かれのお金（かね）も、かれ
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がかせいだものも、かれの役（やく）にはたたない。３かれは炎（

ほのお）を上げる火に入って、あぶられることになる。４その妻（

つま）、つまり薪（たきぎ）をはこぶ者も。５かの女の首（くび）

には、より合わされたものの紐（ひも）が（かけられて）いる。縒

り合されたもの章 １－５節 
かいせつ： 

１「アブー・ラハブの両手（りょうて）は破滅（はめつ）せよ。

そしてかれは、破滅（はめつ）した。」：よげんしゃさま（しゅく

ふくとへいあんあれ）の叔父（おじ）で、アブドル・ムッタリブの

子どもであるアブー・ラハブの両手（りょうて）は破滅（はめつ）

しました。なぜなら、かれの行（おこな）いがだめになってしまっ

たからです。かれはいつもよげんしゃさま（しゅくふくとへいあん

あれ）にいやがらせをしていましたが、それはむだなことでした。 

２「かれのお金（かね）も、かれがかせいだものも、かれの役

（やく）にはたたない。」：かれのお金（かね）や、かれの子ども

が、かれの役（やく）に立ったでしょうか？そんなものは、かれを

罰（ばつ）からまもってくれませんでしたし、かれによいものもも

たらしませんでした。 

３「かれは炎（ほのお）を上げる火に入って、あぶられることに

なる。」：かれはふっかつの日、炎（ほのお）を上げる地獄（じご

く）の火の中に入り、そのあつさをあじわうことになります。 

４「その妻（つま）、つまり薪（たきぎ）をはこぶ者も。」：か

れの妻（つま）ウンム・ジャミールも、ジャハンナムに入ります。

かの女はよげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）の通（と

お）り道（みち）に棘（とげ）のついたものをばらまいて、いやが

らせをしていたのです。 

５「かの女の首（くび）には、より合わされたものの紐（ひも）

が（かけられて）いる。」：かの女の首（くび）には、糸（いと）

できつくより合わされた紐（ひも）が（かけられて）いて、それで

地獄（じごく）へとひっぱられていくのです。 
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１５．じゅんせいしょう（イフラースしょう）をよんで

、いみをおしえてください。. 

じゅんせいしょう（イフラースしょう）は、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

ُ  هُوَ  قلُۡ ﴿ حَدٌ  ٱللَّّ
َ
ُ  ١أ مَدُ  ٱللَّّ  ۥ  يكَُن وَلمَۡ   ٣ يوُلدَۡ  وَلمَۡ  يلَدِۡ  لمَۡ  ٢ٱلصَّ َّهُ حَدُۢ  كُفُوًا  ل

َ
 ﴾٤أ

 [ 4-1: الإخلاص]

１言え。「かれはアッラー、唯一（ゆいいつ）なるお方、２アッ

ラーは、すべてのものが必要（ひつよう）とするお方。３うまない

し、うまれもしなかった。４かれにくらべられるものはない。」純

正章 １－４節 
かいせつ： 

１「言え。“かれはアッラー、唯一（ゆいいつ）なるお方、」：

使徒（しと）よ、かれはアッラーで、ほかに神（かみ）はいませ

ん。 

２「アッラーは、すべてのものが必要（ひつよう）とするお

方。」：すべてのものがアッラーに、自分（じぶん）に必要（ひつ

よう）なものをもとめます。 

３「うまないし、うまれもしなかった。」：アッラーには子ども

もなく、親（おや）もいません。 

４「かれにくらべられるものはない。”」：アッラーがつくった

ものの中で、アッラーににているものは一つもありません。 
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１６．れいめいしょう（ファラクしょう）をよんで、い

みをおしえてください。. 

れいめいしょう（ファラクしょう）は、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

﴿ ِ عُوذُ برَِب 
َ
ِ مَا خَلقََ  ١ٱلۡفَلقَِ قلُۡ أ ِ غاَسِقٍ إذَِا وَقَبَ  ٢مِن شَر  ِ   ٣وَمِن شَر  وَمِن شَر 
َٰثََٰتِ  ِ حَاسِدٍ إذَِا حَسَدَ  ٤ ٱلۡعُقَدِ فىِ  ٱلنَّفَّ  [ 5-1 :الفلق] ﴾٥وَمِن شَر 

１言え。「わたしは黎明（れいめい）の主（しゅ）に、ご加護（

かご）をもとめる。２かれがつくったものの悪（あく）から。３ふ

かまる闇（やみ）の悪（あく）から。４繋（つな）ぎ目に、息（い

き）をふきこむ女（おんな）たちの悪（あく）から。５しっとする

妬（ねた）み屋（や）の悪（あく）から」。黎明章 １－５節 
かいせつ： 

１「言え。“わたしは黎明（れいめい）の主（しゅ）に、ご加護

（かご）をもとめる。」：使徒（しと）よ、言いなさい：わたしは

朝（あさ）の主（しゅ）に、ご加護（かご）と助（たす）けをもと

めます。 

２「かれがつくったものの悪（あく）から。」：かれがつくった

もので、害（がい）をもたらすものの悪（あく）から。 

３「ふかまる闇（やみ）の悪（あく）から。」：わたしはアッラ

ーに、夜（よる）にあらわれるさまざまな悪（あく）からの助（た

す）けを、もとめます。夜（よる）にあらわれる悪（あく）とは、

たとえば（きけんな）いきものや、どろぼうなどのことです。 

４「繋（つな）ぎ目に、息（いき）をふきこむ女（おんな）たち

の悪（あく）から。」：わたしはアッラーに、繋（つな）ぎ目に息
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（いき）をふきこんで、魔術（まじゅつ）をつかう女（おんな）た

ちの悪（あく）からの助（たす）けを、もとめます。 

５「しっとする妬（ねた）み屋（や）の悪（あく）から”。」：

また、アッラーからよいものをいただいた人びとを妬（ねた）み、

きらう者の悪（あく）からの助（たす）けを、もとめます。かれら

は、そのよいものがなくなってしまい、かれらがひどい目にあえば

よいとおもっているのです。 

１７．人びとしょう（ナースしょう）をよんで、いみを

おしえてください。. 

人びとしょう（ナースしょう）は、次のとおりです： 

慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において 

﴿ ِ عُوذُ برَِب 
َ
اسِ قلُۡ أ اسِ مَلكِِ   ١ٱلنَّ اسِ إلََِٰهِ  ٢ٱلنَّ ِ  ٣ٱلنَّ َّذِي  ٤ٱلخۡنََّاسِ  ٱلوۡسَۡوَاسِ مِن شَر   ٱل

اسِ يوُسَۡوسُِ فىِ صُدُورِ  اسِ وَ  ٱلجِۡنَّةِمِنَ   ٥ ٱلنَّ  [6-1 :الناس ] ﴾٦ٱلنَّ

１言え。「わたしは人びとの主（しゅ）に、ご加護（かご）をも

とめる。２人びとの王（おう）、３人びとの神（かみ）に、４身（

み）をかくして囁（ささや）きかける者の悪（あく）から。５（そ

れは、）人びとの胸（むね）に（悪を）囁（ささや）きかける、６

ジンと人びとである」。人々章 １－６節 

かいせつ： 

１「言え。“わたしは人びとの主（しゅ）に、ご加護（かご）を

もとめる。」：使徒（しと）よ、言いなさい：わたしは人びとの主

（しゅ）に、ご加護（かご）と助（たす）けをもとめます。 

２「人びとの王（おう）、」：アッラーは、かれらを何（なん）

でも好（す）きなようにできるお方です。かれのほか、かれらを所

有（しょゆう）する者などいません。 
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３「人びとの神（かみ）に、」：アッラーはイバーダされるにふ

さわしく、人びとにはアッラーいがいにイバーダしてよいものなど

ありません。 

４「身（み）をかくして囁（ささや）きかける者の悪（あく）か

ら。」：人びとに囁（ささや）きかけるシャイターンの悪（あく）

から。 

５「（それは、）人びとの胸（むね）に（悪を）囁（ささや）き

かける、」：シャイターンは、人びとの心（こころ）に（悪を）囁

（ささや）きかけます。 

６ジンと人びとである。”」：（悪を）囁（ささや）きかけるの

は、人間（にんげん）とジンです。 

＊＊＊＊＊＊  
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ハディースハディースのちしきハディースとは： 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）のことば、おこな

い、みとめたこと、見た目やせいかくなどの特徴（とくちょう）と

して、つたえられることです。 

１ばんめのハディース: 

１．「おこないは、ニイヤできまります・・・」という

ハディースを、ぜんぶ言ってください。そこから分かる

ことを、おしえてください。”. 

アミール・アル＝ムゥミニーン、ハフサの父（ちち）ウマル・ブ

ン・アル＝ハッターブ（アッラーのおよろこびあれ）さまは、言い

ました：「わたしは、アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあ

れ）が、こう言うのをききました：「おこないは、ニイヤできまり

ます。人は、ニイヤしたものを手に入れます。アッラーとその使徒

（しと）のためにヒジュラした者は、アッラーとその使徒（しと）

のためにゆえにヒジュラをしたことになります。しかし、この世

（よ）のことや女性（じょせい）との結婚（けっこん）のためにヒ

ジュラした者は、そのためにヒジュラしたことになります。」ブハ

ーリーとムスリムのでんしょう 

ハディースからのまなび： 

１．サラーでも、サウムでも、ハッジでも、すべてのおこないに

は、ニイヤがあります。 

２．ニイヤを、アッラーのためだけに向けなければなりません。 

２ばんめのハディース: 
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２．「わたしたちのおこないでないものをおこなった者

は・・・」というハディースを、ぜんぶ言ってください

。そこから分かることを、おしえてください。” 

アーイシャ（アッラーのおよろこびあれ）さまは言いました：

「アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました:「わ

たしたちのおこないでないものをおこなった者は、拒否（きょひ）

されます。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

ハディースからのまなび： 

１．しゅうきょうで、あたらしいことをかってにはじめること

は、禁止（きんし）されます。 

２．そのようなことは、アッラーにうけ入れてもらえません。 

３ばんめのハディース 

３．「わたしたちがある日アッラーのしと（しゅくふく

とへいあんあれ）といっしょにいるとき・・・」という

ハディースを、ぜんぶ言ってください。そこから分かる

ことを、おしえてください。” 

ウマル・ブン・アル＝ハッターブ（アッラーのおよろこびあれ）

さまは言いました：「わたしたちがある日アッラーのしと（しゅく

ふくとへいあんあれ）といっしょにいるとき、まっしろな服（ふ

く）を着（き）た、まっくろな髪（かみ）の男（おとこ）が現（あ

らわ）れました。わたしたちのだれもかれを知りませんでしたが、

かれは旅（たび）をしてきたようすでもありませんでした。かれは

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）のところに来（く）
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ると、ひざをつき合わせて座（すわ）り、両手（りょうて）をよげ

んしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）の両腿（りょうもも）の

上におきました。そして言いました：“ムハンマドよ、イスラーム

についておしえてください。”よげんしゃさま（しゅくふくとへい

あんあれ）は、言いました：“イスラームとは、ラー・イラーハ・

イッラッラー、ムハンマドゥッラスールッラー （アッラーのほかに

神（かみ）はなく、ムハンマドさまはアッラーの使徒（しと）で

す）と証言（しょうげん）し、 サラーをまもり、ザカーをしはら

い、ラマダーンをサウムし、できるならカアバをめざしてハッジす

ることです。”かれは言いました：“正（ただ）しい。”わたした

ちは、じぶんで尋（たず）ねておきながら、こたえを“正（ただ）

しい”と言う、その男（おとこ）に驚（おどろ）きました。かれは

また言いました：“それではイーマーンについておしえてくださ

い。（アッラーのしとは）言いました：“アッラーと、その天使

（てんし）たち、諸啓典（しょけいてん）、諸使徒（しょしと）、

最後（さいご）の日、そしてそれがよいことであれ悪（わる）いこ

とであれ、運命（うんめい）を信（しん）じることです。”（かれ

は）言いました：“正しい。” かれは言いました：“それではイフ

サーンについておしえてください。”（アッラーのしとは）言いま

した：“アッラーがまるで目の前（まえ）にいるかのように、イバ

ーダすることです。たとえかれが見えなくても、かれはあなたをご

覧（らん）になります。”かれは言いました：“それでは、復活

（ふっかつ）の日についておしえてください。”（アッラーのしと

は）言いました：“質問（しつもん）された者が、質問（しつも

ん）した者よりも、それについて知っているわけではありませ
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ん。”かれは言いました：“それでは、その予兆（よちょう）につ

いておしえてください。”（アッラーのしとは）言いました：“あ

なたは奴隷（どれい）の女（おんな）が、その主人（しゅじん）を

産（う）むのを見るでしょう。また、服（ふく）も靴（くつ）もな

い、まずしい羊（ひつい）かいたちが、きそって高（たか）い建物

（たてもの）をたて合うのを見るでしょう。”それからかれは、た

ちさりました。わたし（ウマル） は、そのままそこにいました。す

ると（アッラーのしとは）わたしに、こう言いました：“ウマル

よ、あの質問（しつもん）した者が誰（だれ）か分かるか？”わた

しは言いました：“アッラーとそのしとが、よくご存知（ぞんじ）

です。”（アッラーのしとは）言いました：“あれはジブリール

だ。あなたたちに、あなたたちの宗教（しゅうきょう）をおしえる

ためにやってきたのだ。”」ムスリムのでんしょう 

ハディースからのまなび： 

１．イスラームの五行（ごぎょう）のせつめいがあります。それ

は、次のとおりです： 

・ラー・イラーハ・イッラッラー、ムハンマドゥッラスールッラ

ー （アッラーのほかに神（かみ）はなく、ムハンマドさまはアッラ

ーの使徒（しと）です）という証言（しょうげん）。 

・サラーをまもること。 

・ザカーをしはらうこと。 

・ラマダーンのサウムをすること。 

・マッカへとハッジすること。 

２．イスラームの六信（ろくしん）のせつめいがあります。それ

は、次のとおりです： 
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・アッラーへの信仰（しんこう）。 

・天使（てんし）たちへの信仰（しんこう）。 

・諸啓典（しょけいてん）への信仰（しんこう）。 

・使徒（しと）たちへの信仰（しんこう）。 

・最後（さいご）の日への信仰（しんこう）。 

・よいものも悪（わる）いものもふくめて、運命（うんめい）を

しんじること。 

３．イフサーンについてのせつめい：それはアッラーがまるで目

の前（まえ）にいるかのように、イバーダすることです。たとえか

れが見えなくても、かれはあなたをご覧（らん）になります。 

４．復活（ふっかつ）の日がくるときについての、せつめい。ア

ッラーしかそのことを知りません。 

４ばんめのハディース 

４．「イーマーンがもっとも完全（かんぜん）なムウミ

ンは・・・」というハディースを、ぜんぶ言ってくださ

い。そこから分かることを、おしえてください。”. 

アブー・フライラ（アッラーのおよろこびあれ）によれば、アッ

ラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「イーマ

ーンがもっとも完全（かんぜん）なムウミンは、もっとも性格（せ

いかく）がよいムウミンです。」ティルミズィーは良好（りょうこ

う）で正（ただ）しいハディースとしています。 

ハディースからのまなび： 

１．よい性格（せいかく）のすすめ。 

２．性格（せいかく）のよさは、イーマーンのつよさからきま

す。 
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３．イーマーンはふえたり、へったりします。 

５ばんめのハディース: 

５．「アッラーいがいのものに誓（ちか）った者は・・

・」というハディースを、ぜんぶ言ってください。そこ

から分かることを、おしえてください。...” 

アブドッラー・ブン・ウマル（アッラーのおよろこびあれ）さま

によれば、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いま

した：「アッラーいがいのものに誓（ちか）った者は、不信仰（ふ

しんこう）またはシルクをおこなったことになる。」ティルミズィ

ーのでんしょう 

ハディースからのまなび： 

１．アッラーいがいのものに誓（ちか）ってはいけません。 

２．アッラーいがいのものに誓（ちか）うことは、小さなシルク

です。 

６ばんめのハディース: 

６．「わたしが、あなたたちのお父さんや子ども、はた

また全（すべ）ての者よりも愛（いと）しい者とならな

ければ・・・」というハディースを、ぜんぶ言ってくだ

さい。そこから分かることを、おしえてください。.” 

アナス（アッラーのおよろこびあれ）さまによれば、アッラーの

しと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「わたしが、あ

なたたちのお父さんや子ども、はたまた全（すべ）ての者よりも愛
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（いと）しい者とならなければ、ほんとうに信仰（しんこう）した

ことにはならない。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

ハディースからのまなび： 

１．よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）を、だれより

も愛（あい）さなければなりません。 

２．よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）への愛（あ

い）は、イーマーンのかんぜんさによるものです。 

７ばんめのハディース: 

７．「じぶんのことを愛（あい）するように、兄弟（き

ょうだい）のことも愛（あい）するようになるまでは・

・・」というハディースを、ぜんぶ言ってください。そ

こから分かることを、おしえてください。” 

アナス（アッラーのおよろこびあれ）さまによれば、アッラーの

しと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「じぶんのこと

を愛（あい）するように、兄弟（きょうだい）のことも愛（あい）

するようになるまでは、ほんとうに信仰（しんこう）したとはいえ

ない。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

ハディースからのまなび： 

１．ムウミンは、じぶんのことを愛（あい）するように、兄弟

（きょうだい）のことも愛（あい）さなくてはいけません。 

２．それは、イーマーンのかんぜんさによるものです。 

８ばんめのハディース: 
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８．「わたしのたましいが、その手にゆだねられている

お方に誓（ちか）って！そのスーラは・・・」というハ

ディースを、ぜんぶ言ってください。そこから分かるこ

とを、おしえてください。....” 

アブー・サイード（アッラーのおよろこびあれ）さまによれば、

アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「わ

たしのたましいが、その手にゆだねられているお方に誓（ちか）っ

て！そのスーラは、クルアーンの３ぶんの１に相当（そうとう）す

る。」ブハーリーのでんしょう 

ハディースからのまなび： 

１．イフラース（純正）しょうの徳（とく）。 

２．イフラース（純正）しょうは、クルアーンの３ぶんの１に相

当（そうとう）すること。 

９ばんめのハディース 

９．「“アッラーによってでしか、いかなる変化（へん

か）も力（ちから）もありません”ということばは・・

・」というハディースを、ぜんぶ言ってください。そこ

から分かることを、おしえてください。” 

アブー・ムーサー（アッラーのおよろこびあれ）さまによれば、

アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「“アッラーによってでしか、いかなる変化（へんか）も力（ちか

ら）もありません”ということばは、ジャンナの宝物（たからも

の）です。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 
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ハディースからのまなび： 

１．このことばのすばらしさと、それがジャンナの宝物（たから

もの）だということ。 

２．自分（じぶん）にはいかなる変化（へんか）も力（ちから）

もないとみとめ、アッラーだけにたよること。 

１０ばんめのハディース 

１０．「体（からだ）には、ただしい状態（じょうたい）

にあれば体（からだ）全体（ぜんたい）もただしく・・

・」というハディースを、ぜんぶ言ってください。そこ

から分かることを、おしえてください。.” 

ヌゥマーン・ブン・バシール（アッラーのおよろこびあれ）さま

は言いました：「わたしはアッラーのしと（しゅくふくとへいあん

あれ）が、こう言うのを聞きました：「体（からだ）には、ただし

い状態（じょうたい）にあれば体（からだ）全体（ぜんたい）もた

だしく、それが悪（わる）ければ体（からだ）全体（ぜんたい）も

悪（わる）くなる、一つの肉（にく）の塊（かたまり）がありま

す。それが、心（こころ）なのです。」ブハーリーとムスリムので

んしょう 

ハディースからのまなび： 

１．心（こころ）のただしい状態（じょうたい）にあれば、内が

わも外がわもただしくなります。 

２．心（こころ）がただしい状態（じょうたい）にあるために、

どりょくすること。それによって心（こころ）も、ただしくなるか

らです。 

１１ばんめのハディース: 
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１１．「さいごの言葉（ことば）が“ラー・イラーハ・

イッラッラー （アッラーのほかに神（かみ）はない）と

いう証言（しょうげん）”だった者は・・・」というハ

ディースを、ぜんぶ言ってください。そこから分かるこ

とを、おしえてください。” 

ムアーズ・ブン・ジャバル（アッラーのおよろこびあれ）さまに

よれば、アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「さいごの言葉（ことば）が“ラー・イラーハ・イッラッラー 

（アッラーのほかに神（かみ）はない）という証言（しょうげ

ん）”だった者は、ジャンナに入る。」アブー・ダーウードのでん

しょう 

ハディースからのまなび： 

１．「ラー・イラーハ・イッラッラー 」という証言（しょうげ

ん）の、すばらしさ。それによって、人がジャンナに入れること。 

２．この世でのさいごのことばが「ラー・イラーハ・イッラッラ

ー 」だった人の、すばらしさ。 

１２ばんめのハディース: 

１２．「ムウミンはだれかをひどくなじったり、呪（の

ろ）ったり・・・」というハディースを、ぜんぶ言って

ください。そこから分かることを、おしえてください。

” 

アブドッラー・ブン・マスウード（アッラーのおよろこびあれ）

さまによれば、アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言

いました：「ムウミンはだれかをひどくなじったり、呪（のろ）っ
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たり、汚（きたな）いことばをいったり、わるくちを言ったりしま

せん。」ティルミズィーのでんしょう 

ハディースからのまなび： 

１．まちがったことばや、きたないことばの禁止（きんし）。 

２．そのようなことばを言わないのが、ムウミンのとくちょうで

す。 

１３ばんめのハディース: 

１３．「じぶんに関係（かんけい）のないことを放（ほ

う）っておくことは・・・」というハディースを、ぜん

ぶ言ってください。そこから分かることを、おしえてく

ださい。.” 

アブー・フライラ（アッラーのおよろこびあれ）さまによれば、

アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「じ

ぶんに関係（かんけい）のないことを放（ほう）っておくことは、

よいムスリムであることの一つ（のしるし）である。」ティルミズ

ィーらのでんしょう 

ハディースからのまなび： 

１．他人（たにん）のしゅうきょうや、この世（よ）のことにつ

いて、じぶんに関係（かんけい）のないことを放（ほう）っておく

こと。 

２．じぶんに関係（かんけい）のないことを放（ほう）っておく

ことは、イスラームがよい状態（じょうたい）の印（しるし）であ

ること。 

１４ばんめのハディース: 
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１４．「クルアーンを一文字（ひともじ）読（よ）んだ

者には・・・」というハディースを、ぜんぶ言ってくだ

さい。そこから分かることを、おしえてください。” 

アブドッラー・ブン・マスウード（アッラーのおよろこびあれ）

さまによれば、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言

いました：「クルアーンを一文字（ひともじ）読（よ）んだ者に

は、一つの善行（ぜんこう）がある。そして一つの善行（ぜんこ

う）には、その１０倍（ばい）のごほうびがある。『アリフ ラー

ム ミーム』は一文字（ひともじ）ではなく、アリフで一文字（ひ

ともじ）、ラームで一文字（ひともじ）、ミームで一文字（ひとも

じ）なのである。」ティルミズィーのでんしょう 

ハディースからのまなび： 

１．クルアーンを読（よ）むことの徳（とく）。 

２．クルアーンを一文字（ひともじ）読（よ）めば、たくさんの

善行（ぜんこう）になること。 

******* 
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イスラームの礼儀作法（れいぎさほう）礼儀作法

（れいぎさほう）のちしきイスラームの礼儀作法

（れいぎさほう）とは： 

イスラームのおしえによって伝（つた）えられる、よいふるまい

や、行（おこな）いのことです。アッラーにたいする礼儀作法（れ

いぎさほう）、アッラーいがいにたいする礼儀作法（れいぎさほ

う）のどちらもあります。 

アッラーにたいする礼儀作法（れいぎさほう）： 

１．アッラーにたいする礼儀作法（れいぎさほう）とは、

どのようなものですか？ 

１．アッラーをいだいに思（おも）うこと。アッラーはおっしゃ

ります。 

َ وَمَا قَدَرُواْ ﴿ ِ  ٱللَّّ رۡضُ وَ   ۦحَقَّ قَدۡرهِ
َ
َٰتُ وَ  ٱلقِۡيََٰمَةِيوَۡمَ    ۥجَمِيعٗا قَبۡضَتُهُ  ٱلأۡ مََٰوَ َٰتُۢ  ٱلسَّ مَطۡويَِّ

ا يشُۡرِكُونَ   ۥسُبۡحََٰنَهُ  هۦ بيَِمِينهِِ   [ 67 :الزمر] ﴾٦٧وَتعَََٰليََٰ عَمَّ

「かれらは、アッラーをきちんと敬（うやま）わなかった。復活

（ふっかつ）の日、大地（だいち）はすべてかれの一つかみの中に

あり、天はかれのみぎ手でおりたたまれる。アッラーにたたえあれ

、かれはかれらのするようなこと（シルク）から、はるか高（たか

）く無縁（むえん）なお方である。」集団章 ６７節 
２．何（なに）もならぶものがない唯一（ゆいいつ）のアッラー

だけを、イバーダすること。アッラーは、こうおっしゃりました： 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ اسُ يََٰٓ ِنَ  ٱلنَّ ِن ترَُابّٖ ثُمَّ مِن نُّطۡفَةّٖ ثُمَّ مِنۡ   ٱلبَۡعۡثِ إنِ كُنتُمۡ فىِ رَيۡبّٖ م  فَإنَِّا خَلقَۡنََٰكُم م 

خَلَّقَةّٖ وغََيۡرِ مُخَلَّقَةّٖ ل نُِبَي نَِ لكَُمۡه وَنقُرُِّ فىِ   ضۡغَةّٖ مُّ رۡحَامِ عَلقََةّٖ ثُمَّ مِن مُّ
َ
َ  ٱلأۡ ي  ىَٰٓ مَا نشََاءُٓ إلِ سَم ٗ جَلّٖ مُّ

َ
أ
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رۡذَلِ 
َ
ن يرَُدُّ إلِىََٰٓ أ َّىَٰ وَمِنكُم مَّ ن يُتَوَف كُمۡه وَمِنكُم مَّ شُدَّ

َ
عُمُرِ  ثُمَّ نُخرۡجُِكُمۡ طِفۡلاٗ ثُمَّ لتَِبۡلُغُوٓاْ أ

  ٱلۡ
اه وَترََى  رۡضَ لكَِيۡلاَ يَعۡلَمَ مِنۢ بَعۡدِ عِلۡمّٖ شَيۡـ ٗ

َ
نزَلنَۡا عَ  ٱلأۡ

َ
وَرَبَتۡ   ٱهۡتَزَّتۡ  ٱلمَۡاءَٓ  لَيۡهَا هَامِدَةٗ فَإذَِآ أ

ِ زَوۡجِۭ بهَِيجّٖ 
نۢبَتَتۡ مِن كُل 

َ
 [5 :الحج] ﴾٥وَأ

「かれらは、アッラーだけに純粋（じゅんすい）なイバーダをす

ることしか、命（めい）じられてはいなかった。」明証章 ５節 
３．アッラーにしたがうこと。アッラーはおっしゃります。 

هَا  ۞﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ طِيعُواْ  ٱل

َ
َ ءَامَنُوٓاْ أ طِيعُواْ  ٱللَّّ

َ
عۡمََٰلكَُمۡ  ٱلرَّسُولَ وَأ

َ
 [ 33 :محمد] ﴾٣٣وَلاَ تُبۡطِلُوٓاْ أ

「信仰（しんこう）する者たちよ、アッラーにしたがえ。」ムハ

ンマド章 ３３節 
４．アッラーに反抗（はんこう）しないこと。アッラーはおっし

ゃります。 

َ وَمَن يَعۡصِ ﴿ هِينٞ   ۥيدُۡخِلهُۡ ناَرًا خََٰلدِٗا فيِهَا وَلهَُ   ۥوَيَتَعَدَّ حُدُودَهُ   ۥوَرَسُولهَُ  ٱللَّّ   ﴾١٤عَذَابٞ مُّ
 [14 :النساء]

「アッラーとその使徒（しと）に反抗（はんこう）し、その決（

き）まりを守（まも）らない者は、えいえんの地獄（じごく）に入

れられる。かれには、くつじょく的な罰（ばつ）がある。」婦人章 

１４節 
５．かぞえきれないほどのお恵（めぐ）みをくださったアッラー

にかんしゃし、アッラーを讃美（さんび）すること。アッラーはお

っしゃります。 

ا  ۞﴿ َّىَٰ كُلُّ نَفۡسّٖ مَّ تىِ كُلُّ نَفۡسّٖ تجََُٰدِلُ عَن نَّفۡسِهَا وَتوَُف
ۡ
 ﴾١١١عَمِلَتۡ وهَُمۡ لاَ يُظۡلَمُونَ يوَۡمَ تأَ

 [ 111 :النحل]
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「アッラーのお恵（めぐ）みをかんしゃせよ。もしあなたたちが

、かれをイバーダするというなら。」蜜蜂章 １１４節 
６．アッラーのきめた運命（うんめい）にたいし、サブル（にん

たい）すること。アッラーはおっしゃります。 

ْه وَ ﴿ َ إنَِّ  ٱصۡبرُِوٓا َٰبرِِينَ مَعَ   ٱللَّّ  [46 :الأنفال] ﴾٤٦ٱلصَّ

「サブルせよ。アッラーはサブルする者たちと、ともにある。」

戦利品章 ４６節 

アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）への、礼

儀作法（れいぎさほう）： 

２．アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）への

礼儀作法（れいぎさほう）とは、どんなものですか? 

１．アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）をモデルとす

ること。アッラーはおっしゃります。 

ِ لَّقَدۡ كَانَ لكَُمۡ فىِ رَسُولِ ﴿ سۡوَةٌ حَسَنَةٞ ل مَِن كَانَ يرَجُۡواْ  ٱللَّّ
ُ
َ أ َ وَذَكَرَ  ٱلۡأٓخِرَ  ٱليَۡوۡمَ وَ  ٱللَّّ   ٱللَّّ

 [21 :الأحزاب] ﴾٢١كَثيِرٗا 

「あなた方にとって、アッラーのしとの中には、よいモデルがあ

った。アッラーとさいごの日をのぞみ、アッラーをよくズィクルし

ていた人にとって。」部族連合章 ２１節 

２．アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）に、したがう

こと。 

３．ムハンマドさまに、さからわないこと。アッラーはおっしゃ

ります。 

ن يطُِعِ ﴿ طَاعَ  ٱلرَّسُولَ مَّ
َ
ه فَقَدۡ أ َ رۡسَلۡنََٰكَ عَلَيۡهِمۡ حَفيِظٗا  ٱللَّّ

َ
َّىَٰ فَمَآ أ  [80 :النساء]  ﴾٨٠وَمَن توََل
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「しとに従（したが）う者は、アッラーに従（したが）ったので

ある。われらは背（そむ）く者にたいして、あなたを見張（みは）

り人としてつかわしたのではない。」婦人章 ８０節 
４．ムハンマドさまが言ったことを、しんじること。アッラーは

おっしゃります。 

َّا وَحۡيٞ يوُحَيَٰ  ٣ٱلهَۡوَىَٰٓ وَمَا يَنطِقُ عَنِ ﴿  [ 5-3 :النجم] ﴾٥ٱلقُۡوَىَٰ شَدِيدُ   ۥعَلَّمَهُ  ٤إنِۡ هُوَ إلِ

「かれは、欲望（よくぼう）によってしゃべっているのではない

。それは、かれにくだされた啓示（けいじ）なのだ。」星章 ３－

４節 
５．よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）のスンナに、

かってに付（つ）けくわえないこと。よげんしゃさま（しゅくふく

とへいあんあれ）は言いました：「私たちの行（おこな）いでない

ものを行（おこな）った者は、拒否（きょひ）されます。」ブハー

リーとムスリムのでんしょう 

６．自分（じぶん）やほかのどんな人よりも、よげんしゃさま

（しゅくふくとへいあんあれ）を愛（あい）すること。よげんしゃ

さま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「わたしが、あ

なたたちのお父さんや子ども、はたまた全（すべ）ての者よりも愛

（いと）しい者とならなければ、ほんとうに信仰（しんこう）した

ことにはなりません。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

７．よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）をいだいに思

（おも）い、かれとかれのスンナを助（たす）けること。アッラー

はおっしゃります。 

﴿ ِ تُِؤۡمِنُواْ ب
ِ ل  صِيلاً   ۦوَرَسُولهِِ  ٱللَّّ

َ
ه وَتسَُب حُِوهُ بكُۡرَةٗ وَأ ِرُوهُ وَتوَُق رُِوهُ  [ 9 :الفتح] ﴾٩وَتُعَز 
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「あなたたちがアッラーと使徒（しと）を信（しん）じ、かれを

助（たす）け、敬（うやま）うために。」勝利章 ９節 

両親（りょうしん）への礼儀作法（れいぎさほう）： 

３．両親（りょうしん）への礼儀作法（れいぎさほう）

は、どんなものですか？ 

１．罪（つみ）にはならないはんいで、両親（りょうしん）にし

たがうこと。 

２．両親（りょうしん）のおせわをすること。 

３．両親（りょうしん）を助（たす）けること。 

４．両親（りょうしん）がやってほしいことを、行（おこな）う

こと。 

５．両親（りょうしん）のためにドゥアーすること。 

６．両親（りょうしん）に、ていねいなことばづかいをするこ

と。「ちぇっ」というような小さな文句（もんく）も言ってはなり

ません。 

７．両親（りょうしん）には笑顔（えがお）を見せ、むすっとし

た顔（かお）をしないこと。 

８．両親（りょうしん）がしゃべっているのに、それより大きな

こえで話（はな）さないこと。両親（りょうしん）のことばをき

き、話（はなし）をさえぎらないこと。「おとうさん」「おかあさ

ん」というように呼（よ）び、名まえで呼（よ）んだりしないこ

と。 

９．両親（りょうしん）の部屋（へや）に入るまえ、きょかを求

（もと）めること。 

１０．両親（りょうしん）の手や頭（あたま）にキスをするこ

と。アッラーはおっしゃります。 
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﴿۞  ِ آ إيَِّاهُ وَب
َّ َّا تَعۡبُدُوٓاْ إلِ ل

َ
َٰلدَِينِۡ وَقَضَيَٰ رَبُّكَ أ ا يَبۡلُغَنَّ عِندَكَ  ٱلۡوَ نًاه إمَِّ وۡ  ٱلكِۡبَرَ إحِۡسََٰ

َ
حَدُهُمَآ أ

َ
أ

َّهُمَا قَوۡلاٗ كَريِمٗا  ّٖ وَلاَ تَنۡهَرۡهُمَا وَقلُ ل ف 
ُ
َّهُمَآ أ ل ِ لهَُمَا جَنَاحَ  ٱخۡفِضۡ وَ  ٢٣كلِاَهُمَا فَلاَ تَقُل ل مِنَ   ٱلذُّ

حۡمةَِ ِ  ٱلرَّ  [24-23 :الإسراء] ﴾٢٤كَمَا رَبَّيَانىِ صَغِيرٗا  ٱرۡحَمۡهُمَا وَقلُ رَّب 

「あなたの主（しゅ）は命（めい）じた。かれのほか、何（なに

）ものもイバーダしてはならない。また両親（りょうしん）に孝行

（こうこう）しなさい。もし両親（りょうしん）かまたそのどちら

かが、あなたといっしょにいて年老（としお）いても、かれらに「

ちえっ」とか言わず、親切（しんせつ）な言葉（ことば）で話（は

な）しなさい。そして慈悲（じひ）の念（ねん）をこめ、両親（り

ょうしん）に謙虚（けんきょ）に翼（つばさ）をひくくおろして、

「主（しゅ）よ、おさないわたしを育（そだ）ててくれたように、

二人に慈悲（じひ）をかけてください」と言うのだ。」夜の旅章 

２３－２４節 
また、このようなハディースもあります：ある男（おとこ）がよ

げんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）のところへやってき

て、たたかいに参加（さんか）する許可（きょか）をもとめまし

た。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「両親（りょうしん）はいますか？」男（おとこ）が「はい」と言

うと、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「かれらのためにがんばりなさい。」ティルミズィーのでんし

ょう 
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近親（きんしん）にたいする礼儀作法（れいぎさほう）： 

４．近親（きんしん）にたいする礼儀作法（れいぎさほ

う）は、どんなものですか? 

１．兄弟（きょうだい）、姉妹（しまい）、おじさん、おばさん

など、近親（きんしん）を訪問（ほうもん）すること。 

２．ことばやおこないによって、近親（きんしん）によくするこ

と。かれらを助（たす）けること。 

３．近親（きんしん）にれんらくをし、無事（ぶじ）でいるかど

うか、たずねること。アッラーはおっしゃります。 

ن تُفۡسِدُواْ فىِ ﴿
َ
َّيۡتُمۡ أ رۡضِ فَهَلۡ عَسَيۡتُمۡ إنِ توََل

َ
رۡحَامَكُمۡ  ٱلأۡ

َ
عُوٓاْ أ ِ  [ 22 :محمد] ﴾٢٢وَتُقَط 

「かれらは、あなたたちが立ちさったら、地上（ちじょう）で悪

（あく）をはたらき、近親（きんしん）の関係（かんけい）を切（

き）ってしまうのではないか？」ムハンマド章 ２２節 
ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「近親（きんしん）との関係（かんけい）を断（た）つ者は、ジャ

ンナに入らない。」ムスリムのでんしょう 

イスラームの兄弟（きょうだい）姉妹（しまい）にたい

する、礼儀作法（れいぎさほう）： 

５．イスラームの兄弟（きょうだい）姉妹（しまい）や

友人（ゆうじん）には、どのようにあったらよいですか? 

１．よい友人（ゆうじん）を好（す）きになり、一緒（いっし

ょ）にいるようにします。 
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２．わるい友人（ゆうじん）は遠（とお）ざけ、一緒（いっし

ょ）にいないようにします。ムハンマドさま（しゅくふくとへいあ

んあれ）は言いました：「ムウミンとしか一緒（いっしょ）にいな

いようにしなさい。タクワーのある人しか、あなたの食（た）べも

のを食（た）べないようにしなさい。」ティルミズィーとアブー・

ダーウードのでんしょう 

３．イスラームの兄弟（きょうだい）姉妹（しまい）にあいさつ

し、あくしゅします。ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）は言いました：「二人のムスリムが会（あ）って握手（あくし

ゅ）すれば、別（わか）れる前にかれら（のつみ）はゆるされるの

だ。」アブー・ダーウードとティルミズィーのでんしょう 

４．びょうきになったら、おみまいします。そして早（はや）く

なおるように、ドゥアーします。 

５．くしゃみをして「アルハムドゥリッラー」と言ったら、ドゥ

アーします。 

６．しょうたいされたら、それにこたえます。ムハンマドさま

（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「ムスリムの、ムス

リムにたいする５つの権利（けんり）：あいさつを返（かえ）すこ

と。病人（びょうにん）をおみまいすること。ジャナーザに参加

（さんか）すること。招待（しょうたい）に応（おう）じること。

くしゃみをした者にドゥアーすること。」ブハーリーとムスリムの

でんしょう 

７．アドバイスします。ムハンマドさま（しゅくふくとへいあん

あれ）は言いました：「ただしいことではないと知っていながら、

兄弟（きょうだい）にそれをすすめる者は、兄弟（きょうだい）を

うらぎったことになります。」アブー・ダーウードのでんしょう 
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８．わるいことをしたらアドバイスし、それをやめるようにさせ

ます。アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「あなたの兄弟（きょうだい）がわるいことをしていても、さ

れていても、たすけなさい。」ある人が言いました：「アッラーの

使徒（しと）よ、わるいことをされている兄弟（きょうだい）はた

すけますが、わるいことをしている兄弟（きょうだい）をどうやっ

てたすけますか？」アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）

は言いました：「わるいことをさせないようにしなさい。それが、

かれをたすけることです。」ブハーリーのでんしょう 

９．自分（じぶん）がされたいことを、ムスリム兄弟（きょうだ

い）にもすること。ハディースの中で、ムハンマドさま（しゅくふ

くとへいあんあれ）は言いました：「じぶんのことを愛（あい）す

るように、兄弟（きょうだい）のことも愛（あい）するようになる

までは、ほんとうに信仰（しんこう）したとはいえません。」ブハ

ーリーとムスリムのでんしょう 

１０．たすけを必要（ひつよう）としていたら、たすけます。ム

ハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「兄弟

（きょうだい）をたすけている者を、アッラーはたすけてくれま

す。」ムスリムのでんしょう 

１１．ことばや口で、害（がい）をあたえないこと。ムハンマド

さま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「ムスリムと

は、その口（くち）と手が、ほかのムスリムにとって安全（あんぜ

ん）な者のことです。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

１２．ひみつをまもります。ムハンマドさま（しゅくふくとへい

あんあれ）は言いました：「人が話（はなし）をして、そのあとに

そこからいなくなったら、その話（はなし）はアマーナ（まもらな
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くてはいけないもの）です。」ティルミズィーとアブー・ダーウー

ドのでんしょう 

１３．ののしったり、かげでわるいことを言ったり、ばかにした

り、しっとしたり、詮索（せんさく：なにかわるいことがないか、

さがすこと）したり、だましたりしません。ムハンマドさま（しゅ

くふくとへいあんあれ）は言いました：「ムスリムはムスリムの兄

弟（きょうだい）です。わるいこともせず、みすてず、ばかにもし

ません。ムスリム兄弟（きょうだい）をばかにするのは、とてもわ

るいことです。」ブハーリーとムスリムのでんしょう. 

隣人（りんじん）にたいする礼儀作法（れいぎさほう）： 

６．隣人（りんじん）にたいする礼儀作法（れいぎさほ

う）は、どのようなものですか? 

１．よいことを言ったり、したりすること。たすけが必要（ひつ

よう）なら、たすけること。 

２．イードやけっこんなどうれしいことがあったら、おいわいす

ること。 

３．びょうきになったら、おみまいすること。死（し）んでしま

ったら、なぐさめること。 

４．できるなら、食（た）べものをつくって、さしあげます。 

５．ことばや行動（こうどう）によって、害（がい）をあたえま

せん。 

６．うるさい音（おと）でめいわくをかけません。詮索（せんさ

く：なにかわるいことがないか、さがすこと）しません。がまんし

ます。アッラーはおっしゃります。 
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ْ وَ  ۞﴿ َ  ٱعۡبُدُوا ِ  ۦوَلاَ تشُۡرِكُواْ بهِِ  ٱللَّّ اه وَب َٰلدَِينِۡ شَيۡـ ٗ   ٱليَۡتََٰمَيَٰ وَ  ٱلقُۡرۡبىََٰ إحِۡسََٰنٗا وَبذِِي  ٱلۡوَ
احِبِ وَ  ٱلجۡنُُبِ  ٱلجۡاَرِ وَ  ٱلقُۡرۡبىََٰ ذيِ  ٱلجۡاَرِ وَ  ٱلمَۡسََٰكِينِ وَ  ِ  ٱلصَّ بيِلِ  ٱبنِۡ وَ  ٱلجۡنَۢبِ ب وَمَا مَلَكَتۡ   ٱلسَّ

يمََٰۡنُكُ 
َ
َ إنَِّ  مۡ  أ  [36 :النساء ] ﴾٣٦لاَ يُحِبُّ مَن كَانَ مُخۡتَالاٗ فخَُورًا  ٱللَّّ

「アッラーをイバーダし、何（なに）ものをもかれにシルクして

はならない。両親（りょうしん）に孝行（こうこう）し、親戚（し

んせき）、孤児（こじ）、貧（まず）しい者、ちかい隣人（りんじ

ん）、ちかくない隣人（りんじん）、道（みち）づれの者、旅人（

たびびと）、あなたたちの右手（みぎて）が所有（しょゆう）する

者に親切（しんせつ）でありなさい。アッラーは高慢（こうまん）

な者、うぬぼれる者をお好（す）きではない。」婦人章 ３６節 
アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「アブー・ザッルよ、スープをつくる時（とき）には水（みず）を

ふやしなさい。そしていつも、あなたの隣人（りんじん）にそれを

分（わ）けてやりなさい。」ムスリムのでんしょうよげんしゃさま

（しゅくふくとへいあんあれ）のハディースには、このようにあり

ます：「アッラーと最後（さいご）の日を信（しん）じる者は、隣

人（りんじん）に親切（しんせつ）にすべきです。」ブハーリーと

ムスリムのでんしょう i 

おもてなしの礼儀作法（れいぎさほう）： 

７．おもてなしや、おきゃくさんにたいする礼儀作法

（れいぎさほう）は、どんなものですか? 

１．おさそいをうけたら、それにこたえます。 

２．だれかを訪問（ほうもん）するときには、許可（きょか）を

もらったり、やくそくをしたりします。 
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３．入るまえに、許可（きょか）をもらいます。 

４．ちこくしません。 

５．いえの中にいる人を、じろじろ見たりしません。 

６．おきゃくさんを、かんげいします。おきゃくさんを笑顔（え

がお）でむかえ、よいかんげいのことばをおくります。 

７．おきゃくさんを、いちばんよい場所（ばしょ）にすわらせま

す。 

８．たべものやのみもので、おきゃくさんをもてなします。アッ

ラーはおっしゃります。 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ هۡلهَِاه  ٱل

َ
نسُِواْ وَتسَُل مُِواْ علَىََٰٓ أ

ۡ
ءَامَنُواْ لاَ تدَۡخُلُواْ بُيُوتاً غَيۡرَ بُيُوتكُِمۡ حَتَّيَٰ تسَۡتَأ

رُونَ  َٰلكُِمۡ خَيۡرٞ لَّكُمۡ لعََلَّكُمۡ تذََكَّ  [ 27 :النور ] ﴾٢٧ذَ

「信仰（しんこう）する者たちよ、許可（きょか）をもらい、家

（いえ）の人にあいさつするまでは、自分（じぶん）の家（いえ）

でもない家（いえ）に入ってはならない。それがあなたたちにとっ

て、よりよいこと。あなたたちは（そうすることによって、）教訓

（きょうくん）をえるだろう。」御光章 ２７節 
ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「許可（きょか）をもらうことをアッラーがきめたのは、（見ては

いけないものから）視線（しせん）をそらすためです。」ブハーリ

ーとムスリムのでんしょうよげんしゃさま（しゅくふくとへいあん

あれ）は、言いました：「アッラーと最後（さいご）の日を信（し

ん）じる者は、おきゃくさんを、もてなしなさい。」ブハーリーと

ムスリムのでんしょう 
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びょうきについての礼儀作法（れいぎさほう）： 

８．びょうきと、びょうにんのおみまいについての礼儀

作法（れいぎさほう）は、何ですか? 

１．いたみをかんじるときには、みぎ手をいたい場所（ばしょ）

におき、３回こう言います：「ビスミッラー（アッラーの名

（な）において）。」また、こう７回言います：「アウーズ

・ビッラーヒ・ワ・クドゥラティヒ・ミン・シャッリ・マー

・アジドゥ・ワ・ウハーズィル（わたしは、アッラーとかれ

の力において、わたしがであい、けいかいする悪（あく）か

らのご加護（かご）をもとめます。）。」 

２．アッラーがきめた運命（うんめい）にまんぞくし、がまんし

ます。ウンム・アラーゥさまは言いました：「アッラーの使徒

（しと）は、わたしがびょうきのとき、おみまいにきてくれ

ました。そして、こう言いました：ウンム・アラーゥ、よろ

こんでください。アッラーはムスリムがびょうきになると、

罪（つみ）をけしてくれます。火（ひ）が金銀（きんぎん）

のよごれを、とばしてくれるようにです。」アブー・ダーウー

ドのでんしょう 

３．びょうきのムスリムのおみまいに、はやめにいきます。ドゥ

アーをし、あまりながくはいないようにします。 

４．たのまれなくても、ルクヤをしてあげます。 

５．つぎのことを、アドバイスします：がまんすること、ドゥア

ーすること、サラーすること、できるだけタハーラのままでいるこ

と。 

６．びょうにんへのドゥアー：「わたしは、偉大（いだい）

なるアッラー、偉大（いだい）なるアルシュの主（ぬし）
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に、あなたを治（なお）してくださることを祈（いの）りま

す」と７回言います。 

学生（がくせい）の礼儀作法（れいぎさほう）： 

９．学生（がくせい）の礼儀作法（れいぎさほう）とは、

何ですか? 

１．ニイヤをアッラーだけに向けること。ムハンマドさま（しゅ

くふくとへいあんあれ）は言いました：「がくしゃたちに自慢

（じまん）したり、おろか者たちと論争（ろんそう）した

り、人びとの注目（ちゅうもく）をあびたりするために知識

（ちしき）をまなぶ者は、アッラーによってジャハンナムに

入れられる。」イブン・マージャのでんしょう 

２．まなんだことを、じっせんする。ムハンマドさま（しゅくふ

くとへいあんあれ）は言いました：「復活の日、４つのことをきか

れるまで、人のりょう足は（せいさんのばを）はなれることがな

い。」その内の１つとして、「まなんだことで、何をしたか？」と

言いました。ティルミズィーとダーリミーのでんしょう 

３．目のまえにいても、いなくても、先生（せんせい）をそんけ

いします。 

４．先生（せんせい）のまえでは、ぎょうぎよくします。 

５．先生（せんせい）がはなすのを、よくききます。はなしをさ

えぎったりしません。 

６．しつもんするときも、ぎょうぎよくします。 

７．先生（せんせい）を名まえでよびません。ムハンマドさま

（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「ムスリムのおとし

よりと、クルアーンをぜんぶ暗記（あんき）している人を丁重（て
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いちょう）にあつかうことは、アッラーを偉大視（いだいし）する

ことの内の一つです。」アブー・ダーウードのでんしょう 

あつまりの礼儀作法（れいぎさほう）： 

１０．あつまりの礼儀作法（れいぎさほう）とは、どの

ようなものですか？ 

１．あつまりの場（ば）にいる人たちに、あいさつします。 

２．あつまりの場（ば）では、手まえのあいているところにすわ

ります。すわっている人を立たせません。許可をもらわないかぎ

り、２人のあいだにすわりません。 

３．ほかの人がすわれるよう、場所（ばしょ）をあけます。 

４．あつまりの場（ば）で、はなしをさえぎりません。 

５．あつまりの場（ば）を出るまえに、許可（きょか）をもら

い、あいさつします。イブン・ウマルさま（アッラーのおよろこび

あれ）によれば、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）

は、あつまりの場（ば）でだれかを立たせ、そこにすわることをき

んじました。「そうするのではなく、場所（ばしょ）をあけてやり

なさい」と言いました。ブハーリーのでんしょうムハンマドさま

（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「あなた方が集（あ

つ）まりの場（ば）にやってきたら、挨拶（あいさつ）しなさい。

そしてそこから立（た）ちさりたいときにも、挨拶（あいさつ）し

なさい。最初（さいしょ）の挨拶（あいさつ）よりも最後の挨拶

（あいさつ）のほうが、優先（ゆうせん）されるわけではないの

だ。」ティルミズィーとアブー・ダーウードのでんしょう 

６．あつまりがおわったら、あつまりのカッファーラ（つぐな

い）のドゥアーをします。「アッラーよ、あなたに賞賛（しょ
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うさん）と讃美（さんび）あれ。わたしはあなたのほかに神

（かみ）はないと証言（しょうげん）します。わたしはあな

たに赦（ゆる）しをおねがいし、タウバします。」) 

ねむりの礼儀作法（れいぎさほう）： 

１１．ねむりの礼儀作法（れいぎさほう）とは、どのよ

うなものですか? 

１．はやくねます。アブー・バルザさま（アッラーのおよろこび

あれ）によれば、アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は

イシャー前（まえ）に寝（ね）ることと、その後（あと）に話（は

なし）をして過（す）ごすことを好（この）まれませんでした。ブ

ハーリーのでんしょう 

２．タハーラのじょうたいで、ねます。 

３．うつぶせでねません。 

４．体のみぎがわを下にしてねます。みぎ手を、みぎのほほの下

におきます。 

５．ふとんを点検（てんけん）します。バラーゥ・ブン・アーズ

ィブさま（アッラーのおよろこびあれ）によれば、ムハンマドさま

（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「ねどこに行

（い）くなら、サラーのときと同じウドゥーをして、それか

らあなたの右側（みぎがわ）を下にして横（よこ）たわりな

さい。」ブハーリーのでんしょうアブー・フライラさま（アッラー

のおよろこびあれ）によれば、アッラーのしと（しゅくふくとへい

あんあれ）はうつぶせにねている人を見て、こう言いました：「ア

ッラーは、このねかたが好きではありません。」ティルミズ

ィーとアフマドのでんしょうよげんしゃさま（しゅくふくと

へいあんあれ）は言いました：「ねどこにいくときは、イザ

ールのはしでふとんを点検（てんけん）しなさい。（そこを
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はなれたあとで、）そこに何がやってきたかわかりませんか

ら。」イザールとは、かはんしんにつける服（ふく）です。ブハー

リーのでんしょう 

６．ねむるときのドゥアーを言います。アーヤトルクルスィーを

１回、純正（じゅんせい）しょう、黎明（れいめい）しょう、人び

としょうを３回よんで、こう言います：「アッラーよ、あなたの

（な）名においてわたしは死（し）に、そして生（い）きま

す。」 

７．ファジュルのサラーにおきます。 

８．めざめたら、こう言います：「わたしたちを死（し）な

せた後（あと）に生（い）き返したアッラーに、賞賛（しょ

うさん）あれ。そしてかれにこそ、（さいごの日の）召集

（しょうしゅう）があります。」 

たべものの礼儀作法（れいぎさほう）： 

１２．食（た）べものの礼儀作法（れいぎさほう）は、

どのようなものですか? 

こたえ： 

１．食（た）べたり、のんだりすることで、それをアッラーにし

たがう力（ちから）にするとニイヤします。 

２．食（た）べるまえに、りょう手をあらいます。アーイシャさ

ま（アッラーのおよろこびあれ）によれば、アッラーのしと（しゅ

くふくとへいあんあれ）は、食（た）べたりのんだりしたいとき

は、りょう手をあらいました。そして、それからのみくいをしまし

た。アハマドのでんしょう 

３．「ビスミッラー（アッラーの名まえにおいて）」と言って、

右手（みぎて）で食（た）べること。自分（じぶん）のまえではな
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い所（ところ）や、とり皿のまん中の方からではなく、自分（じぶ

ん）のちかくから食（た）べること。よげんしゃさま（しゅくふく

とへいあんあれ）は、言いました：「少年（しょうねん）よ、ビス

ミッラーと言って、右手（みぎて）で食（た）べなさい。自分（じ

ぶん）のちかくから食（た）べなさい。」ブハーリーとムスリムの

でんしょう 

４．ビスミッラーと言うのをわすれたら、「そのはじまりとおわ

りに、ビスミッラー」と言うこと。アーイシャさま（アッラーのお

よろこびあれ）によれば、アッラーのしと（しゅくふくとへいあん

あれ）は言いました：「もしあなたたちが食（た）べものを食

（た）べるときには、『ビスミッラー』と言いなさい。そしてもし

それを最初（さいしょ）に言い忘（わす）れたときには、『そのは

じまりとおわりに、ビスミッラー』と言いなさい。」ティルミズィ

ーとアフマドのでんしょう 

５．食（た）べることができる食（た）べものでまんぞくし、食

（た）べもののことで文句（もんく）を言いません。おいしいとお

もったら食（た）べ、そうでなかったら食（た）べないでおきま

す。アブー・フライラさま（アッラーのおよろこびあれ）は、言い

ました：「よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、食

（た）べもののことで文句（もんく）を言うことが、全然（ぜんぜ

ん）ありませんでした。食（た）べたければ食（た）べ、そうでな

いときは残（のこ）しました。」ブハーリーとムスリムのでんしょ

う 

６．たくさん食（た）べず、ほどほどに食（た）べました。ムハ

ンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、こう言いました：

「人がいっぱいにする器（うつわ）の中で、胃（い）ほどいっぱい
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にすることが悪（わる）いものはありません。 人は背中（せなか）

を支（ささ）えるだけものを食（た）べれば十分（じゅうぶん）で

す。もしもっと食（た）べたくてしょうがないなら、３分（ぶん）

の１を食物（たべもの）に、３分（ぶん）の１を飲物（のみもの）

に、３分（ぶん）の１を呼吸（こきゅう）にあてなさい。」ティル

ミズィーとイブン・マージャによるでんしょう 

７．食（た）べものやのみものの中に、息（いき）をふきこみま

せん。あつかったら、さめるまでまちます。アッラーのしと（しゅ

くふくとへいあんあれ）は、食（た）べものやのみものに、息（い

き）をふきこむことを禁（きん）じました：アフマドとイブン・マ

ージャのでんしょう 

８．かぞくやおきゃくさんと、食（た）べるためにあつまりま

す。ある人が、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）に、

こう言ったことがありました：「食（た）べても、おなかいっぱい

にならないなあ。」よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）

は、言いました：「ばらばらになって食（た）べているのでしょ

う。食（た）べるためにあつまり、食（た）べものにビスミッラー

と言いなさい。アッラーがバラカをくれるでしょう。」アブー・ダ

ーウードとイブン・マ ージャのでんしょう 

９．自分（じぶん）よりとし上の人よりさきに、食（た）べませ

ん。 

１０．のむときには、ビスミッラーと言います。すわったまま、

３回にわけてのみます。のみものの中に、息（いき）をふきこみま

せん。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いまし

た：「のむときには、のみものが入っているものの中に、息（い

き）をふきこんではいけません。」ブハーリーとムスリムのでんし

ょうアナスさま（アッラーのおよろこびあれ）によれば、よげんし
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ゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、立（た）ってのみものを

のまないよう、注意（ちゅうい）しました。ムスリムのでんしょう

べつのハディースでは、こうあります：「アッラーのしと（しゅく

ふくとへいあんあれ）は、飲物（のみもの）を３回いきつぎをしな

がら飲（の）むようにしていました。」ムスリムのでんしょう 

１１．のみくいしたあと、「アルハムドゥリッラー」と言いま

す。アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「アッラーは、しもべが食（た）べものを食（た）べてはアッラー

をたたえることを喜（よろこ）び、飲物（のみもの）をのんではア

ッラーをたたえることを喜（よろこ）びます。」ムスリムのでんし

ょう 

衣服（いふく）の礼儀作法（れいぎさほう）： 

１３．衣服（いふく）の礼儀作法（れいぎさほう）とは、

どのようなものですか? 

１．衣服（いふく）はみぎがわからきたり、はいたりします。そ

してアルハムドゥリッラーと言います。アブー・フライラさま（ア

ッラーのおよろこびあれ）によれば、アッラーのしと（しゅくふく

とへいあんあれ）は言いました：「衣服（いふく）をきるとき、ウ

ドゥーをするとき、みぎがわからはじめなさい。」アブー・ダーウ

ードとアフマドのでんしょう 

２．くるぶしより下までながいものをきたり、はいたりしませ

ん。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いまし

た：「くるぶしの下にかかるイザール（かはんしんにはくもの）

は、じごくのほのおの中にある。」ブハーリーのでんしょう 
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３．おとこの子はおんなの子の、おんなの子はおとこの子の衣服

（いふく）をきません。「アッラーのしと（しゅくふくとへいあん

あれ）は、おんなの人の衣服（いふく）をきるおとこの人と、おと

この人の衣服（いふく）をきるおんなの人を呪（のろ）いまし

た。」アブー・ダーウードとアフマドのでんしょう 

４．わるい人たちの衣服（いふく）をまねしません。「ある人び

とをまねする者は、その人びとの仲間（なかま）である。」アブー

・ダーウードのでんしょう 

５．衣服（いふく）をぬぐとき、ビスミッラーと言います。よげ

んしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いました：「衣服

（いふく）をぬぐときにビスミッラーと言うことが、人のアウラ

（見ても見せてもいけないか体のばしょ）とジン（シャイターン）

の間のおおいになります。」タバラーニーとイブン・アビー・シャ

イバのでんしょう 

６．靴（くつ）をはくとき、みぎがわからはくこと。ぬぐとき

は、ひだりからぬぐこと。アーイシャさま（アッラーのおよろこび

あれ）は言っています：「よげんしゃさま（しゅくふくとへいあん

あれ）は、靴（くつ）をはくとき、髪（かみ）をとかすとき、体

（からだ）を洗（あら）うときなど、あらゆることにおいて、右

（みぎ）から始（はじ）めるのが好（す）きでした。」ブハーリー

のでんしょう 
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乗（の）るときの礼儀作法（れいぎさほう）： 

１４．乗（の）るときの礼儀作法（れいぎさほう）とは、

どのようなものですか? 

１．「ビスミッラー」「アルハムドゥリッラー」と言います。 

﴿﴿ ْ ْ  ثُمَّ  ظُهُورهِۦِ علَىََٰ  لتِسَۡتَوۥُا ْ  عَلَيۡهِ  ٱسۡتَوَيۡتُمۡ  إذَِا رَب كُِمۡ  نعِۡمَةَ  تذَۡكُرُوا َّذِي سُبۡحََٰنَ  وَتَقُولوُا  ٱل
رَ   ۥ كُنَّا  وَمَا  هََٰذَا لنََا  سَخَّ  [ 14-13 :الزخرف] ﴾١٤لمَُنقَلبُِونَ  رَب نَِا  إلِىََٰ  وَإِنَّآ  ١٣مُقۡرِنيِنَ  لهَُ

「これらのものをわたしたちに仕（つか）えさせたお方に、たた

えあれ。これはわたしたちには叶（かな）わなかったことです。わ

たしたちは、わたしたちの主（しゅ）へと、戻（もど）って行く者

たちなのです」。金の装飾章 １３－１４節 

２．ムスリムにあったら、あいさつします。 

道路（どうろ）での礼儀作法（れいぎさほう）： 

１５．道路（どうろ）での礼儀作法（れいぎさほう）と

は、どのようなものですか？ 

１．あるくときは、しせい正しく、けんきょにあるきます。アッ

ラーはおっしゃります。 

رۡضِ وَلاَ تَمۡشِ فىِ ﴿
َ
ن تَخرِۡقَ  ٱلأۡ

رۡضَ مَرحًَاه إنَِّكَ لَ
َ
  :الإسراء ] ﴾٣٧طُولاٗ  ٱلجِۡبَالَ وَلنَ تَبۡلغَُ  ٱلأۡ

37 ] 

「えらそうに地上（ちじょう）を歩（ある）いてはならない。あ

なたたちは大地（だいち）を裂（さ）くこともできないし、山の高

（たか）さにもなれない。」夜の旅章 ３７節 
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２．人にあったら、あいさつします。よげんしゃさま（しゅくふ

くとへいあんあれ）は、どんなイスラームがいちばんよいか尋（た

ず）ねられ、こう言いました：「食物（たべもの）を食（た）べさ

せ、知っている者にも知らない者にもあいさつすることです。」ブ

ハーリーとムスリムのでんしょう 

３．見るべきではないものを見ないようにします。だれにもめい

わくをかけません。 

４．よいことをすすめ、わるいことをきんじます。よげんしゃさ

ま（しゅくふくとへいあんあれ）は、こう言いました：「道路（ど

うろ）の権利（けんり）をまもりなさい。」人びとは言いました：

「道路（どうろ）の権利（けんり）とは、何ですか？」よげんしゃ

さま（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いました：「視線（しせ

ん）をさげ、害（がい）になるものをふせぎ、あいさつをかえし、

よいことをすすめ、わるいことをきんじることです。」ブハーリー

とムスリムのでんしょう 

５．道路（どうろ）にあるじゃまなものを、取（と）りのぞきま

す。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いまし

た：「道（みち）からじゃまなものを取（と）りのぞくことは、サ

ダカです。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

家（いえ）に入ったり出たりするときの礼儀作法（れい

ぎさほう）： 

１６．家（いえ）に入ったり出たりするときの礼儀作法

（れいぎさほう）とは、どのようなものですか? 

１．ひだり足（あし）から出て、こう言います：「アッラーの

名において。わたしはアッラーに、まかせます。アッラーに
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よってでしか、いかなる変化（へんか）も力（ちから）もあ

りません。アッラーよ、わたしはあなたにご加護（かご）を

もとめます：まよい、まよわせることから。足（あし）をふ

みはずし、ふみはずされることから。わるいことをし、され

ることから。むちになり、むちになられることから。」 

２．家（いえ）に入るときは、みぎ足（あし）から入り、こう言

います：「アッラーよ、アッラーの名によってわたしたちは入

り、アッラーの名によってわたしたちは出ました。そしてわ

たしたちの主（しゅ）に、すべてをおまかせしました。 

３．家（いえ）に入ったら、スィワークをします。それから家

（いえ）の人たちにあいさつします。よげんしゃさま（しゅくふく

とへいあんあれ）は、「家（いえ）に入ったらまず、スィワー

クをしたものでした。」イブン・マージャのでんしょう 

トイレの礼儀作法（れいぎさほう）： 

１７．トイレの礼儀作法（れいぎさほう）とは、どのよ

うなものですか? 

１．ひだり足（あし）から入ります： 

２．入るまえに、こう言います：「アッラーの名によって。

わたしはあなたに、男（おとこ）と女（おんな）のシャイタ

ーンからの、ご加護（かご）をもとめます。」 

３．アッラーの名まえがあるものを、トイレに入れません。アナ

スさまは言いました：「ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）はトイレに入るとき、指輪（ゆびわ）をはずしました。」アブ

ー・ダーウードとイブン・マ ージャのでんしょう 

４．ようをたすとき、自分（じぶん）の体をかくします。「トイ

レのとき、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）が自分
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（じぶん）の体をかくすのに好（この）んだのは、こだかい丘（お

か）か、ナツメヤシのしげみでした。」ムスリムのでんしょう 

５．ようをたすとき、はなしません。 

６．ようをたすとき、キブラを向いたり、キブラにおしりを向け

たりしません。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、

言いました：「大便や小便をするとき、キブラを向かないようにし

なさい。そうではなく（キブラのほうではない）東（ひがし）のほ

うや、西（にし）のほうを向くようにしなさい。」ブハーリーとム

スリムのでんしょう 

７．ようをたしたあと、よごれをとるときには、ひだり手をつか

います。みぎ手はつかいません。よげんしゃさま（しゅくふくとへ

いあんあれ）は、「よごれをとるときに、みぎ手をつかうことをき

んじました。」ムスリムのでんしょう 

８．人がとおる道（みち）や、人びとが日かげとするばしょで、

ようをたしません。アブー・フライラによると、アッラーのしと

（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「呪（のろ）われる

２つのことから、身（み）をまもりなさい。」人びとは言いまし

た：「アッラーのしとよ、呪（のろ）われる２つのこととは、何で

すか？」アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「人がとおる道（みち）や、人びとが日かげとするばしょで、

ようをたすことです。」ムスリムのでんしょう 

９．ようをたしたあと、りょう手をあらいます。ジャリールさま

は、言いました：「わたしが、よげんしゃさま（しゅくふくとへい

あんあれ）といっしょにいたときです。よげんしゃさま（しゅくふ

くとへいあんあれ）はトイレにいって、ようをたし、こう言いまし

た：「ジャリールよ、水（みず）をもってきてください。」わたし
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が水（みず）をもってくると、かれは水（みず）であらい、地面

（じめん）で手をこすりました。ナサーイーのでんしょう 

１０．ひだり足（あし）からトイレを出て、こう言います：

「グフラーナカ（あなたのおゆるしをもとめます）。 

マスジドでの礼儀作法（れいぎさほう）： 

１８．マスジドでの礼儀作法（れいぎさほう）とは、ど

んなものですか? 

１．みぎ足（あし）からマスジドに入り、こう言います：「ア

ッラーの名によって。アッラーよ、あなたの慈悲（じひ）の

ドアを、わたしにひらいて下さい。」 

２．すわるまえに、２ラクアのサラーをします。よげんしゃさま

（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いました：「マスジドに入っ

たら、２ラクアのサラーをするまですわってはならない。」ブハー

リーとムスリムのでんしょう 

３．サラーをしている人のすぐまえを、とおりすぎません。マス

ジドで、なくしものをさがすために声（こえ）を上げません。マス

ジドの中でうったり、かったりしません。マスジドをきれいにする

ようにします。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、

言いました：「サラーしている者のまえを通（とお）る罪（つみ）

を知ったなら、そのまえを通（とお）るよりも、４０年間（ねんか

ん）まつことの方がよかっただろう。」ブハーリーとムスリムので

んしょうアッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「だれかがマスジドで、なくし物（もの）について大声（おお

ごえ）でたずねているのを聞（き）いたら、こう言いなさい：“ア

ッラーはそれを、あなたに返（かえ）してくれないでしょう。マス
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ジドは、そんなことのために建（た）てられたのではないのですか

ら。”」ムスリムのでんしょうムハンマドさま（しゅくふくとへい

あんあれ）は言いました：「マスジドの中でうったり、かったりす

る者を見たら、こう言いなさい：“アッラーがあなたの商売（しょ

うばい）に、もうけをあたえませんよう。”」ティルミズィーとダ

ーリミーのでんしょうアーイシャさま（アッラーのおよろこびあ

れ）は言いました：「アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあ

れ）はマスジドを家（いえ）があつまっている場所（ばしょ）にた

てられ、そうじされ、よいにおいをつけられることを命（めい）じ

ました。」ティルミズィーとアブー・ダーウードとアフマドのでん

しょう 

４．マスジドを出るときは、ひだり足（あし）から出て、こう言

います：「アッラーよ、わたしはあなたに、おめぐみをもとめ

ます。) 

あいさつの礼儀作法（れいぎさほう）： 

１９．あいさつの礼儀作法（れいぎさほう）とは、どの

ようなものですか? 

１．ムスリムにあったら、「アッサラーム・アライクム・ワ・ラ

フマトゥッラーヒ・ワ・バラカートゥフ（あなたたちにサラーム

と、アッラーのラフマと、バラカがありますように）」ということ

ばで、さきにあいさつします。まずこのことばであいさつをはじ

め、ほかのあいさつのことばは、このあとにします。 

２．えがおであいさつします。ムハンマドさま（しゅくふくとへ

いあんあれ）は言いました：「どんなよいことも、かるく見てはい
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けません。あなたの兄弟（きょうだい）に、笑顔（えがお）で会

（あ）うことでも。」ムスリムのでんしょう 

３．みぎ手で、あくしゅします。 

４．さきにあいさつされたら、それよりもよいあいさつをする

か、同じあいさつをかえします。アッラーはおっしゃります： 

وهَآ  إنَِّ ﴿ وۡ رُدُّ
َ
حۡسَنَ مِنۡهَآ أ

َ
َ وَإِذَا حُي يِتُم بتَِحِيَّةّٖ فحََيُّواْ بأِ ِ شَيۡءٍ حَسِيبًا  ٱللَّّ

  ﴾٨٦كَانَ علَىََٰ كُل 
 [86 :النساء]

「あなたたちがあいさつされたら、もっとよいあいさつをするか

、または（同じ）あいさつを返（かえ）せ。アッラーはすべてのこ

とを計算（けいさん）される。」婦人章 ８６節 

５．ムスリムではない人には、サラームのあいさつは自分（じぶ

ん）からはしません。ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）は言いました：「ユダヤきょうとや、キリストきょうとには、

サラームのあいさつを自分（じぶん）からはじめてはいけませ

ん。」ムスリムのでんしょう 

６．（ねんれいが）小さい人は大きい人に、何かに乗（の）って

いる人は歩（ある）いている人に、歩（ある）いている人は座（す

わ）っている人に、数（かず）がすくない人たちは数（かず）が多

い人たちに、先にあいさつします。ムハンマドさま（しゅくふくと

へいあんあれ）は言っています：「のりものに乗（の）った者は歩

（ある）いている者に、歩（ある）いている者は座（すわ）ってい

る者に、数（かず）がすくない者たちは数（かず）が多い者たちに

あいさつしなさい。」ブハーリーとムスリムのでんしょう７．マフ

ラムでもない女（おんな）の人には、あくしゅしません。アーイシ

ャさま（アッラーのおよろこびあれ）は、言いました：「アッラー
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にちかって。アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）の手

が、女（おんな）の人の手にふれることはありませんでした。」ブ

ハーリーとムスリムのでんしょう 

許可（きょか）をもとめることの礼儀作法（れいぎさほ

う）： 

２０．許可（きょか）をもとめることの礼儀作法（れい

ぎさほう）とは、どのようなものですか？? 

１．どこかに入るとき、許可（きょか）をもとめます。 

２．許可（きょか）は３回、もとめます。それいじょうはもとめ

ません。許可（きょか）がなかったら、そこには入らず、立ちさり

ます。ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「（よんだり、ドアをノックしたりして）3 回許可（きょか）

をもとめても返事（へんじ）がなかったら、立ちさりなさい。」ブ

ハーリーとムスリムのでんしょう 

３．ドアをノックするときは、やさしくノックします。ドアのし

ょうめんには立たないで、ドアの右（みぎ）がわか左（ひだり）が

わに立ちます。そして「アッサラーム・アライクム」と、あいさつ

します。ハディースには、こうあります：「アッラーのしと（しゅ

くふくとへいあんあれ）は、だれかの家（いえ）のドアにきたら、

そのしょうめんには向かいませんでした。そうではなく、ドアの右

（みぎ）がわか左（ひだり）がわに立って、“アッサラーム・アラ

イクム、アッサラーム・アライクム”と言いました。」アブー・ダ

ーウードのでんしょう 

４．許可（きょか）をもらうまえに、おとうさんやおかあさん

や、だれかの部屋（へや）には入りません。とくに、ファジュルの
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まえ、ズフルのあとのお昼寝（ひるね）のじかん、イシャーのあと

は注意（ちゅうい）します。アッラーはおっしゃります： 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ َّذِينَ ءَامَنُواْ ليِسَۡتَـ ۡذِنكُمُ  ٱل يمََٰۡنُكُمۡ وَ  ٱل

َ
َّذِينَ مَلكََتۡ أ مِنكُمۡ   ٱلحۡلُُمَ لمَۡ يَبۡلُغُواْ  ٱل

ةِ  ِن قَبۡلِ صَلَوَٰ َٰتّٖ  م  ِنَ   ٱلفَۡجۡرِ ثلَََٰثَ مَرَّ هِيرَةِ وحَِينَ تضََعُونَ ثيَِابكَُم م  ةِ  ٱلظَّ عشَِاءِٓ   ٱلۡ وَمِنۢ بَعۡدِ صَلَوَٰ
َٰفُونَ عَلَيۡكُم بَعۡضُكُمۡ علَىََٰ   ه طَوَّ ثلَََٰثُ عَوۡرََٰتّٖ لَّكُمۡه ليَۡسَ عَلَيۡكُمۡ وَلاَ عَلَيۡهِمۡ جُنَاحُۢ بَعۡدَهُنَّ

ُ بَعۡضّٖ  كَذََٰلكَِ يبَُي نُِ  ُ وَ  ٱلۡأٓيََٰتِ  لكَُمُ  ٱللَّّ  [ 58 :النور ] ﴾٥٨عَليِمٌ حَكِيمٞ  ٱللَّّ

「信仰（しんこう）する者たちよ、あなたたちの右（みぎ）手が

所有（しょゆう）するものと、あなたたちの子どもたち（が、あな

たたちのへやに入るとき）には、３回許可（きょか）をもとめさせ

よ。ファジュルのサラーのまえと、あなたたちが（ひるねのため）

衣服（いふく）をぬぐ真昼（まひる）と、イシャーのサラーのあと。

（これは）あなたたちにとっての、３つのアウラである。それら以

外（いがい）は、あなたたちにとっても、かれらにとっても、（許

可（きょか）なしで入ることに）お咎（とが）めはない。 」御光章 

５８節 
５．病院（びょういん）、商店（しょうてん）など、人の家（い

え）ではないところには、許可（きょか）なしで入れます。アッラ

ーはおっしゃります。 

ن تدَۡخُلُواْ بُيُوتاً غَيۡرَ مَسۡكُونةَّٖ فيِهَا مَتََٰعٞ لَّكُمۡه وَ ﴿
َ
ُ لَّيۡسَ عَلَيۡكُمۡ جُنَاحٌ أ يَعۡلمَُ مَا  ٱللَّّ

 [ 29  :النور ] ﴾٢٩تُبۡدُونَ وَمَا تكَۡتُمُونَ 

「だれも住（す）んでおらず、その中にあなたたちにとって利益

（りえき）がある家（いえ）に入っても、何の問題（もんだい）も

ない。アッラーは、あなた方が露（あら）わにすることも、隠（か

く）すことも知っている。 」御光章 ２９節 
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どうぶつにやさしくすることの礼儀作法（れいぎさほう

）： 

２1．どうぶつにやさしくすることの礼儀作法（れいぎ

さほう）とは、どのようなものですか？? 

１．どうぶつに、食（た）べものやのみものをやります。次のよ

うなハディースがあります：サハーバは言いました：「アッラーの

しとよ、どうぶつに（いいことをして）も、ごほうびがあるのです

か？」ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「うるおった肝臓（かんぞう）をもつものすべて（つまり、ど

うぶつ）に、ごほうびはあるのです。」ブハーリーとムスリムので

んしょうあるときアッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）

は、やせておなかとせなかがくっつくほどのラクダを見て、こう言

いました：「これらのどうぶつ（を、きちんとあつかわないこと）

にたいして、アッラーをおそれなさい。」アブー・ダーウードので

んしょう 

２．やさしくすること。できないようなことを、させないこと。

アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「こ

のラクダのもちぬしは、だれですか？このラクダのもちぬしは、だ

れですか？」するとアンサールのわか者がやってきて、「アッラー

のしとよ、わたしのラクダです」と言いました。アッラーのしと

（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「アッラーがあなた

にあずけてくれた、これらのどうぶつについて、アッラーをおそれ

ないのですか？このラクダはわたしに、あなたが食（た）べものを

くれず、つかれさせるのです、となげいていますよ。」アブー・ダ
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ーウードとアフマドのでんしょう「つかれさせる」とは、たいへん

な仕事（しごと）をさせる、ということです。 

３．どんなやり方であっても、どうぶつをいじめたり、痛（い

た）くさせたりしません。ジャービルさまによれば、ムハンマドさ

ま（しゅくふくとへいあんあれ）は、顔（かお）に焼印（やきい

ん）をおされたロバを見て、言いました：「どうぶつの顔（かお）

に焼印（やきいん）をおしたり、どうぶつの顔（かお）をたたいた

りする者を、わたしが呪（のろ）ったということを知らなかったの

か？」こうして、ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は

このようなことをすることを、きんじたのです。ムスリムとアブー

・ダーウードのでんしょう 

スポーツの礼儀作法（れいぎさほう）： 

２２．スポーツの礼儀作法（れいぎさほう）とは、どの

ようなものですか? 

１．アッラーにしたがい、アッラーのおよろこびのために、スポ

ーツによって力をつけることをニイヤします。 

２．サラーのときには、あそびません。アッラーはおっしゃりま

す： 

َّذِينَ  ٤فَوَيۡلٞ ل لِۡمُصَل يِنَ ﴿  [ 5-4  :الماعون ] ﴾ ٥هُمۡ عَن صَلاَتهِِمۡ سَاهُونَ  ٱل

「サラーする者たちに、災（わざわ）いあれ、サラーを、てきと

うにやる者たちに。」手助け章 ４－５節 

３．おとこの子とおんなの子は、いっしょにスポーツをしませ

ん。 

４．アウラがかくれるスポーツウェアをきます。 
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５．ハラームなスポーツはしません。顔（かお）をたたいたり、

アウラを出すようなスポーツのことです。アッラーのしと（しゅく

ふくとへいあんあれ）は言いました：「ムスリムと戦（たたか）わ

なくてはいけないときでも、顔（かお）はねらわないようにしなさ

い。」ムスリムのでんしょう 

じょうだんの礼儀作法（れいぎさほう） 

２３．じょうだんの礼儀作法（れいぎさほう）とは、ど

のようなものですか? 

１．じょうだんでも、うそは言わないこと。ムハンマドさま（し

ゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「人をわらわせるため、

うそをつく者に、災（わざわ）いあれ。、災（わざわ）いあれ。、

災（わざわ）いあれ。」アブー・ダーウードとアフマドとティルミ

ズィーのでんしょう 

２．じょうだんでも、人をばかにしたり、いやがらせたり、こわ

がらせたりしないこと。ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）は言いました：「ムスリムがムスリムをこわがらせてはいけな

い。」アブー・ダーウードとアフマドのでんしょう 

３．じょうだんを、言いすぎないこと。ムハンマドさま（しゅく

ふくとへいあんあれ）は言いました：「わらいすぎてはいけませ

ん。わらいすぎると、心（こころ）は死（し）んでしまいます。」

ティルミズィーとイブン・マージャによるでんしょう 
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くしゃみの礼儀作法（れいぎさほう）： 

２４．くしゃみの礼儀作法（れいぎさほう）とは、どん

なものですか？? 

１．くしゃみのときは、手、衣服（いふく）、ハンカチなどで、

口をおさえます。 

２．くしゃみをしたら、「アルハムドゥリッラー」と言ってアッ

ラーをたたえます。 

３．そう言ったのを聞（き）いた人は、「ヤルハムカッラー（ア

ッラーがあなたに、やさしくしてくれますよう）」とドゥアーしま

す。 

そのように言われたら、くしゃみをした人は「ヤハディークムッ

ラー・ワ・ユスリフ・バーラクム（アッラーがあなたたちをみちび

き、あなたたちの心（こころ）を）正してくれますよう」とかえし

ます。 

あくびの礼儀作法（れいぎさほう）： 

２５．あくびの礼儀作法（れいぎさほう）とは、どんな

ものですか? 

１．あくびが出そうになったら、おさえるようにします。ムハン

マドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「あくびは

シャイターンからのもの。だからあくびをするときは、できるだけ

おさえなさい。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 



 

153 

２．あくびのとき、「あー」といった声（こえ）を上げないこ

と。ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「（あくびのとき、）“あー、あー”と言ってはなりません。その

とき口をあけると、シャイターンがわらうのですよ。」アハマドの

でんしょう 

３．あくびするときは、手で口をおさえること。「あくびすると

きは、手で口をおさえなさい。シャイターンが（そこから）入って

くるから。」ムスリムのでんしょう 

ドゥアー（いのり）の礼儀作法（れいぎさほう）： 

２６．ドゥアー（いのり）の礼儀作法（れいぎさほう）

とは、どんなものですか？? 

１．「アルハムドゥリッラー」というように、アッラーをたたえ

ることばではじめること。 

２．サラート・アランナビー（よげんしゃさまに、アッラーから

のしゅくふくとサラームをいのること）を言うこと。ムハンマドさ

ま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「サラーをし、す

わっている状態（じょうたい）にあるとき、アッラーをかれにふさ

わしいやり方で、たたえなさい。そしてサラート・アランナビーを

行ってから、ドゥアーしなさい。」ティルミズィーのでんしょう 

３．ドゥアーのとき、りょう手を上げること。アッラーのしと

（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「あなたたちの主

は、恥（はじ）のきもちがつよく、とうといお方。しもべがりょう

手を上げ（ドゥアーをし）たら、それに何もこたえないのを恥



 

154 

（は）ずかしく思（おも）われるのです。」ティルミズィーとアブ

ー・ダーウードのでんしょう 

４．タウバをし、自分（じぶん）がやってしまった悪（わる）い

ことをみとめること。ムーサーさま（へいあんあれ）は、このよう

にドゥアーしました： 

ِ إنِ ىِ ظَلَمۡتُ نَفۡسِي فَ ﴿ :  القصص] ﴾١٦ٱلرَّحِيمُ  ٱلۡغَفُورُ هُوَ   ۥإنَِّهُ  ٓۥه لىِ فَغَفَرَ لهَُ  ٱغۡفِرۡ قَالَ رَب 
16 ] 

「かれ（ムーサー）は言った。“主（しゅ）よ、わたしは自分に

不正（ふせい）をしました。わたしをゆるしてください。”それで

（アッラーは）かれをゆるした。かれはゆるしぶかく、慈悲（じひ

）ぶかいお方。」物語章 １６節 
５．なんどもくりかえし、ドゥアーすること。 

６．ドゥアーがかなえられることを、いそがないこと。 

７．悪（わる）いことをドゥアーしないこと。ムハンマドさま

（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「罪（つみ）になる

ことや、親戚（しんせき）の関係（かんけい）が切（き）れること

をドゥアーせず、ドゥアーがかなえられることをいそがないかぎ

り、しもべのドゥアーはきき入れられます。」人びとは言いまし

た：「アッラーのしとよ、いそぐとは、どういうことですか？」ム

ハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「“ド

ゥアーしても、ドゥアーしても、こたえてはくれません”と言って

がっかりし、ドゥアーをやめてしまうことです。」ブハーリーとム

スリムのでんしょう 

８．ドゥアーのとき、声（こえ）をひくめること。アッラーはお

っしゃります。 
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﴿ ْ ه إنَِّهُ  ٱدۡعُوا عٗا وخَُفۡيَةً  [ 55 :الأعراف ] ﴾٥٥ ٱلمُۡعۡتَدِينَ لاَ يُحِبُّ    ۥرَبَّكُمۡ تضََرُّ

「あなたたちの主（しゅ）をおそれながら、そしてひそかにドゥ

アーせよ。」高壁章 ５５節 
９．ドゥアーをするときに、心（こころ）をこめること。ムハン

マドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「こたえら

れることをつよく信（しん）じて、アッラーにドゥアーしなさい。

そして、てきとうな、うわのそらの心（こころ）のドゥアーに、ア

ッラーはこたえないということを知りなさい。」ティルミズィーの

でんしょう 

１０．アッラーにたいしてニイヤを純粋（じゅんすい）にするこ

と。大変（たいへん）なとき、よいときにも、アッラーだけにおね

がいすること。アッラーはおっしゃります。 

نَّ ﴿﴿
َ
ِ  ٱلمَۡسََٰجِدَ  وَأ ْ   فَلاَ لِلَّّ ِ  مَعَ  تدَۡعُوا حَدٗا ٱللَّّ

َ
 [18 :الجن] ﴾١٨أ

「マスジドはアッラーのもの。だからアッラーにならべて、なに

かに祈（いの）ってはならない。」ジン章 １８節 
１１．アッラーのアルアスマーウル・フスナー（うつくしい名ま

え）と、すばらしい性質（せいしつ）によって、アッラーにドゥア

ーすること。アッラーはおっしゃります： 

﴿ ِ سۡمَاءُٓ وَلِلَّّ
َ
َّذِينَ بهَِاه وَذَرُواْ  ٱدۡعُوهُ فَ  ٱلحۡسُۡنَيَٰ  ٱلأۡ سۡمََٰٓئهِِ  ٱل

َ
سَيُجۡزَوۡنَ مَا كَانوُاْ   هۦ يلُحِۡدُونَ فىِٓ أ

 [180 :الأعراف] ﴾١٨٠يَعۡمَلُونَ 

「アッラーにはアルアスマーウル・フスナー（うつくしい名まえ

）がある。それでかれをドゥアーせよ。」高壁章 １８０節 
１２．キブラに向かうこと。「ムハンマドさま（しゅくふくとへ

いあんあれ）はりょう手をキブラの方にのばして、主（しゅ）にド
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ゥアーしつづけました。そのうち、かれのリダーゥ（体の上にはお

る布）は肩からおちてしまいました。」ムスリムのでんしょう 

１３．よい食（た）べものやのみものを、とること。次のような

ハディースがあります：よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）は、長（なが）い旅（たび）で髪（かみ）をぼさぼさにした、

埃（ほこり）だらけの男（おとこ）が、「おお、主（しゅ）よ！お

お、主（しゅ）よ！」と空（そら）に手をのばして祈っていること

について、こう言いました：「かれの食事（しょくじ）はハラーム

で、かれの飲物（のみもの）もハラームで、かれの服（ふく）もハ

ラーム。かれはハラームなもので、えいようをえています。どうし

てかれの祈（いの）りが、うけ入れられるでしょうか？」ムスリム

のでんしょう 

クルアーン読誦（どくしょう）の礼儀作法（れいぎさほ

う）： 

２７．クルアーン読誦（どくしょう）の礼儀作法（れい

ぎさほう）とは、どのようなものですか？ 

１．ウドゥーをし、タハーラの状態（じょうたい）でよむこと。 

２．れいぎ正しく。おちついてすわること。 

３．よむまえに、シャイターンからのご加護（かご）をアッラー

にもとめること。アッラーはおっしゃります： 

تَ ﴿
ۡ
ِ  ٱسۡتَعِذۡ فَ  ٱلۡقُرۡءَانَ فَإذَِا قرََأ ِ ب يۡطََٰنِ مِنَ   ٱللَّّ  [ 98 :النحل] ﴾٩٨ ٱلرَّجِيمِ  ٱلشَّ
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「あなたがクルアーンをよむときは、呪（のろ）われたシャイタ

ーンからのご加護（かご）を、アッラーにもとめよ。」蜜蜂章 ９

８節 

４．よむ内容（ないよう）を、よくかんがえること。アッラーは

おっしゃります： 

فَلاَ يَتَدَبَّرُونَ ﴿
َ
قۡفَالهَُآ  ٱلۡقُرۡءَانَ أ

َ
مۡ علَىََٰ قُلُوبٍ أ

َ
 [24 :محمد] ﴾٢٤أ

「かれらはクルアーンをよく考（かんが）えて読（よ）まないの

か？それともかれらの心（こころ）には、鍵（かぎ）がかけられて

いるのか？」ムハンマド章 ２４節 
******* 



 

158 

アフラーク（どうとく）アフラーク（どうとく）の

ちしき： 

アフラーク（どうとく）とは： 

よいこと、わるいことの意味（いみ）を知るためのちしきです。

アッラーと、アッラーいがいのすべてのものと、どのようにつきあ

ったらよいか、説明（せつめい）します。 

１．よいせいかくの徳（とく）は、なんですか？ 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「イーマーンがもっとも完全（かんぜん）なムウミンは、もっとも

性格（せいかく）がよいムウミンです。」ティルミズィーとアフマ

ドのでんしょう 

２．イスラームのどうとくをまもるのは、なぜですか? 

①アッラーから愛（あい）されるためです。よげんしゃさま（し

ゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「アッラーにいちばん愛

（あい）されるしもべは、いちばん性格（せいかく）がよい人で

す。」ハーキムとタバラーニーのでんしょう 

➁アッラーいがいのすべてのものも、性格（せいかく）がよい人

がすきです。 

③しんぱんの日、はかりの上で、いちばん重（おも）いものにな

ります。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「しんぱんの日、はかりの上で、いちばん重（おも）いもの

は、よい性格（せいかく）です。」アブー・ダーウードとティルミ

ズィーのでんしょう 
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４．よい性格（せいかく）によって、アッラーからのごほうびが

多（おお）くなります。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）は言いました：「ムウミンはよい性格（せいかく）によって、

夜（よる）にはサラーに立ち、昼（ひる）にはサウムをする者のレ

ベルにたっします。」アフマドのでんしょう 

５．それは、かんぜんなイーマーンの印（しるし）です。よげん

しゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「イーマー

ンがもっとも完全（かんぜん）なムウミンは、もっとも性格（せい

かく）がよいムウミンです。」アブー・ダーウードとティルミズィ

ーのでんしょう 

３．アフラーク（どうとく）は、どこからまなびますか

? 

クルアーンです。アッラーはおっしゃります： 

رُ  ٱلقُۡرۡءَانَ إنَِّ هََٰذَا ﴿ ِ قۡوَمُ وَيُبشَ 
َ
َّذِينَ  ٱلمُۡؤۡمِنيِنَ يَهۡدِي للَِّتيِ هِيَ أ َٰلحََِٰتِ يَعۡمَلُونَ  ٱل نَّ لهَُمۡ  ٱلصَّ

َ
أ

جۡرٗا كَبيِرٗا 
َ
 [ 9 :الإسراء] ﴾٩أ

「このクルアーンは、ただしい道（みち）へと導（みちび）く。

」夜の旅章 ９節 
また、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）のスンナか

らです。アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「わたしは、よい性格（せいかく）を完成（かんせい）させる

ために遣（つか）わされた。」アフマドのでんしょう 
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４．イフサーンの性格（せいかく）とは、何ですか？例

（れい）をあげてください。? 

イフサーンの性格（せいかく）とは：いつもアッラーに見られて

いると感（かん）じることで、ほかのすべてのものに、善（ぜん）

をおこなうことです。 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「アッラーはすべてにおいて、善（ぜん）を命（めい）じた。ムス

リムのでんしょう 

イフサーンの性格（せいかく）の例（れい）： 

✔ アッラーへのイバーダにおいて、善（ぜん）をおこなうこ

と。つまり、イバーダを、純粋（じゅんすい）にアッラーのためだ

けにおこなうこと。 

✔ 両親（りょうしん）に、ことばとおこないにおいて、善（ぜ

ん）をおこなうこと。 

✔ 孤児（こじ）やめぐまれない人たちに、善（ぜん）をおこな

うこと。 

✔ 自分（じぶん）に悪（わる）いことをした人に、善（ぜん）

をおこなうこと。 

✔ ことばを、よくすること。✔ 親戚（しんせき）に、善（ぜ

ん）をおこなうこと。✔ 隣人（りんじん）に、善（ぜん）をおこ

なうこと。✔ 議論（ぎろん）を、よい形（かたち）でおこなうこ

と。 

✔ どうぶつに、善（ぜん）をおこなうこと。 

５．イフサーンのはんたいは、何ですか? 

イサーア（わることをすること）です。 
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その例（れい）には、このようなものがあります：イバーダを、

純粋（じゅんすい）にアッラーのためだけにおこなわないこと。 

おやふこう。 

親戚（しんせき）のかんけいを、よい形（かたち）にしないこ

と。 

隣人（りんじん）に、悪（わる）いことをすること。 

めぐまれない人、まずしい人に善（ぜん）をおこなわないこと。

そのほか、いろいろな悪（わる）いことばや、おこない。 

６．アマーナ（信託）のしゅるいは、何ですか？例（れ

い）をあげてください。? 

こたえ： 

１．アッラーの権利（けんり）をまもることについての、アマー

ナ。 

例（れい）としては、次のようなものがあります：サラー、ザカ

ー、サウム、ハッジなど、アッラーが義務（ぎむ）としたイバーダ

をおこなうこと。 

２．人びとの権利（けんり）をまもることについての、アマー

ナ。 

・人びとの尊厳（そんげん）をまもること。 

・人びとの財産（ざいさん）をまもること。 

・人びとの生命（せいめい）をまもること。 

・人びとの秘密（ひみつ）、まもることを任（まか）された、す

べてのことをまもること。 

アッラーは、成功（せいこう）する者たちの特徴（とくちょう）

について、このようにおっしゃります： 
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َّذِينَ وَ ﴿ مََٰنََٰتهِِمۡ وعََهۡدِهمِۡ رََٰعُونَ  ٱل
َ
 [8 :المؤمنون] ﴾٨هُمۡ لأِ

「また、アマーナ（信託）と契約（けいやく）をまもる者たち。

」信仰者たち章 ８節 
７．アマーナのはんたいは、何ですか? 

うらぎりです。それはアッラーの権利（けんり）、人びとの権利

（けんり）を無視（むし）することです。アッラーはおっしゃりま

す：「信仰（しんこう）する者たちよ、アッラーとその使徒（し

と）を裏（うら）ぎってはならない。また知っていながら、あなた

たちの信託（しんたく）を裏（うら）ぎってはならない。」戦利品

章 ２７節よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いま

した：「ムナーフィク（にせしんじゃ）のしるしは、３つ。」その

１つとして、「任（まか）されたら、それをうらぎること」と言い

ました。ブハーリーとムスリムのでんしょう 

８．スィドゥク（しょうじきさ）の性格（せいかく）と

は、何ですか？例（れい）をあげてください。 

それは、ほんとうのことをそのまま、伝（つた）えることです。 

その例（れい）には、このようなものがあります： 

人と話（はなし）をするときのスィドゥク（しょうじきさ）。 

やくそくにたいする、スィドゥク（しょうじきさ）。 

すべてのことば、おこないにおけるスィドゥク（しょうじき

さ）。 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「スィドゥク（しょうじきさ）は、善（ぜん）へとみちびき、善

（ぜん）はジャンナへとみちびく。人がしょうじきでありつづける
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と、ついにはスィッディーク（たいへんなしょうじき者）にな

る。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

９．スィドゥク（しょうじきさ）のはんたいは、何です

か? 

うそです。うそとは、ほんとうのことではないことです。その例

（れい）には、次のようなものがあります：人にうそをつくこと。

やくそくをやぶること。うその証言（しょうげん）をすること。 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「うそは悪（あく）へとみちびき、悪（あく）は地獄（じごく）へ

とみちびく。人はうそをつきつづけると、さいごにはアッラーのも

とで大うそつきと書（か）かれてしまう。」ブハーリーとムスリム

のでんしょうよげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言い

ました：「ムナーフィク（にせしんじゃ）のしるしは、３つ。」そ

の内のものとして、「話（はな）せば、うそをつく。やくそくすれ

ば、やぶる」と言いました。ブハーリーとムスリムのでんしょう 

１０．サブル（にんたい）のしゅるいは、何ですか？. 

アッラーにしたがうためのサブル（にんたい）。 

悪（わる）いことをしないようにするための、サブル（にんた

い）。 

つらい運命（うんめい）にたいするサブル（にんたい）。どんな

ときでも、アルハムドゥリッラー。 

アッラーはおっしゃります。 

َٰتَلَ مَعَهُ ﴿ بِي ّٖ قَ
ِن نَّ ي نِ م 

َ
صَابَهُمۡ فىِ سَبيِلِ   ۥوَكَأ

َ
ِ ربِ يُِّونَ كَثيِرٞ فَمَا وهََنُواْ لمَِآ أ وَمَا ضَعُفُواْ وَمَا   ٱللَّّ

  ْ ُ وَ  ٱسۡتَكَانوُا َٰبرِِينَ يُحِبُّ  ٱللَّّ  [ 146 :عمران  آل]  ﴾١٤٦ٱلصَّ
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「アッラーはサブル（にんたい）する人たちを、愛（あい）しま

す。」イムラーン家章 １４６節 
よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「ムウミンの物事（ものごと）は、驚（おどろ）くべきものです。

かれにおこることは、すべてよいことになります。そしてそれは他

（ほか）の人にはない、ムウミンだけのものです。かれはよい状況

（じょうきょう）にあれば（アッラーに）感謝（かんしゃ）し、そ

れはかれにとってよいものとなります。そしてわるい状況（じょう

きょう）にあればサブル（にんたい）し、それもまたかれにとって

よいものとなるのです。」ムスリムのでんしょう 

１１．サブル（にんたい）のはんたいは、何ですか? 

アッラーにしたがうためにサブル（にんたい）しないこと。悪

（わる）いことをしないようにするために、サブルしないこと。こ

とばや行（おこな）いによって、運命（うんめい）をいやがるこ

と。 

その例（れい）には、次のようなものがあります： 

死（し）を望（のぞ）むこと。よげんしゃさま（しゅくふくとへ

いあんあれ）は言いました：「ふりかかった災難（さいなん）のた

めに、死（し）を望（のぞ）んではいけません。もしどうしても死

（し）を望（のぞ）むのなら、こう言いなさい：“アッラーよ、わ

たしにとって生（い）きるのがよいのであるならば、 わたしを生

（い）かしてください。わたしにとって死（し）がよいのなら、わ

たしを死（し）なせてください。”」ブハーリーとムスリムのでん

しょう 

がまんできずに、自分（じぶん）の頬（ほほ）をたたくこと。 
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がまんできずに、自分（じぶん）の衣服（いふく）をやぶるこ

と。 

がまんできずに、髪（かみ）の毛をかきむしること。 

自分（じぶん）に災（わざわ）いがおこることをドゥアーしてし

まうこと。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いま

した：「自分（じぶん）の頬（ほほ）をたたいたり、自分（じぶ

ん）の衣服（いふく）をやぶったり、ジャーヒリーヤ（イスラーム

ではない時代）のドゥアーをしたりする者は、わたしたちの仲間

（なかま）ではありません。」ブハーリーのでんしょうよげんしゃ

さま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「褒美（ほう

び）の大きさは、試練（しれん）の大きさによります。アッラー

が、ある人びとを愛（あい）するとき、かれらを試練（しれん）に

かけます。それに満足（まんぞく）する者には（アッラーからの）

満足（まんぞく）があり、それをきらう者は（アッラーから）きら

われるのです。」ティルミズィーとイブン・マージャのでんしょう 

１２．協力（きょうりょく）という性格（せいかく）は

、どのようなものですか？ 

真理（しんり）や、よいことにおいて、人びとと助（たす）け合

うことです。 

協力（きょうりょく）の例（れい）には、次のようなものがあり

ます： 

権利（けんり）をまもることにおける協力（きょうりょく）。 

不正（ふせい）をおこなう人に、反対することにおける協力（き

ょうりょく）。 

人びとが必要（ひつよう）としていることや、めぐまれない人を

助（たす）けるための協力（きょうりょく）。 
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あらゆる善（ぜん）における協力（きょうりょく）。 

罪（つみ）や、有害（ゆうがい）なことや、侵犯（しんぱん）に

おいては、助（たす）け合わないこと。 

アッラーはおっしゃります。 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ ِ ءَامَنُواْ لاَ تُحِلُّواْ شَعََٰٓئرَِ  ٱل هۡرَ وَلاَ  ٱللَّّ وَلآَ   ٱلقَۡلََٰٓئدَِ وَلاَ  ٱلهَۡدۡيَ وَلاَ  ٱلحۡرََامَ  ٱلشَّ
ِينَ  َٰنٗاه وَإِذَا حَلَلۡتُمۡ فَ  ٱلحۡرََامَ  ٱلبَۡيۡتَ ءَامٓ  ب هِِمۡ وَرضِۡوَ ِن رَّ ْه يبَۡتَغُونَ فَضۡلاٗ م  يَجرۡمَِنَّكُمۡ   لاَوَ  ٱصۡطَادُوا

وكُمۡ عَنِ  ن صَدُّ
َ
ْْۘ وَتَعَاوَنوُاْ علَىَ  ٱلحۡرََامِ  ٱلمَۡسۡجِدِ شَنَـ َانُ قَوۡمٍ أ ن تَعۡتَدُوا

َ
قۡوَىَٰ  وَ  ٱلۡبرِ ِ أ وَلاَ تَعَاوَنوُاْ   ٱلتَّ

ْ وَ  ٱلۡعُدۡوََٰنِ  وَ  ٱلإِۡثمِۡ علَىَ  ه  ٱتَّقُوا َ َ إنَِّ  ٱللَّّ  [2 :المائدة] ﴾٢ ٱلۡعقَِابِ شَدِيدُ  ٱللَّّ

「善（ぜん）とタクワーのために助（たす）け合え。罪（つみ）

と侵害（しんがい）のために助（たす）け合ってはならない。アッ

ラーをおそれよ。アッラーは罰（ばつ）がきびしいお方。」食卓章 

２節 
よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「ムウミンはたがいにささえ合う、建物（たてもの）のようなもの

です。」ブハーリーとムスリムのでんしょうよげんしゃさま（しゅ

くふくとへいあんあれ）は、こうも言っています：「ムスリムはム

スリムの兄弟（きょうだい）。ムスリムに不正（ふせい）をした

り、見捨（みす）てたりしない。兄弟（きょうだい）の用事（よう

じ）をたすける者は、アッラーからたすけられる。ムスリムのなや

みを一つ解消（かいしょう）してやる者は、アッラーから審判（し

んぱん）の日、なやみを一つ解消（かいしょう）してもらえる。ム

スリム（のまちがい）をかくしておいてやる者は、アッラーから審

判（しんぱん）の日、まちがいをかくしてもらえる。」ブハーリー

とムスリムのでんしょう 
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１３．恥（はじ）の性格（せいかく）のしゅるいは、何

ですか? 

１．アッラーにたいして、恥（は）ずかしさを感（かん）じるこ

と：だから、アッラーに反（はん）することはしません。 

２．人びとにたいして、恥（は）ずかしさを感（かん）じるこ

と。その例（れい）には、次のようなものがあります：下品（げひ

ん）なことば、悪（わる）いことばをつかわないこと。アウラをか

くすこと。 

アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「イーマーンは７０、または ６０いくつかにわけられます。その中

のいちばんよいものは「 ラー・イラーハ・イッラッラー （アッラ

ー以外に神はない）」のことばで、いちばんひくいものは道（み

ち）から有害（ゆうがい）なものをどけることです。そして恥

（は）ずかしいとおもうきもちは、イーマーンの一部（いちぶ）な

のです。」ムスリムのでんしょう 

１４．ラフマ（じひ）の性格（せいかく）の例（れい）

を、あげてください。. 

おとしよりへのラフマ（じひ）、尊敬（そんけい）のきもち。 

小さい子どもへのラフマ（じひ）。「わたしたちのおとしよりを

尊敬（そんけい）せず、小さい子にラフマ（じひ）をかけない者

は、わたしたちの仲間（なかま）ではない。」アフマドのでんしょ

う 

まずしい者、めぐまれない者へのラフマ（じひ）。 

どうぶつへのラフマ（じひ）。どうぶつがいやがることをせず、

食（た）べものなどをあげます。 
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よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「ムウミンは一つの体のように、おたがいにやさしくし、愛（あ

い）し、思いやります。体のどこかが痛（いた）くなれば、他の部

分（ぶぶん）が寝（ね）ることもなく、熱（ねつ）をだしながらで

も、（かんびょうのために）あつまって来るのです。」ブハーリー

とムスリムのでんしょうアッラーのしと（しゅくふくとへいあんあ

れ）は言いました：「慈悲（じひ）あまねきお方は、ラフマ（じ

ひ）がゆたかな者たちに、ラフマ（じひ）をかけてくれる。地上

（ちじょう）にあるものに、ラフマ（じひ）をかけなさい。そうす

れば天（てん）にあるお方が、あなたたちにラフマ（じひ）をかけ

てくれます。」アブー・ダーウードとティルミズィーのでんしょう 

１５．愛（あい）の性格（せいかく）のしゅるいは、何

ですか? 

アッラーへの愛（あい）。 

アッラーはおっしゃります。 

اسِ وَمِنَ ﴿ ِ مَن يَتَّخِذُ مِن دُونِ   ٱلنَّ ِ  ٱللَّّ ندَادٗا يُحِبُّونَهُمۡ كَحُب 
َ
هِ أ َّذِينَ وَ  ٱللَّّ ِ    ٱل َّ ِ ا للّ  شَدُّ حُب ٗ

َ
ءَامَنُوٓاْ أ

َّذِينَ وَلوَۡ يرََى  نَّ  ٱلۡعَذَابَ ظَلَمُوٓاْ إذِۡ يرََوۡنَ  ٱل
َ
نَّ  ٱلقُۡوَّةَ أ

َ
ِ جَمِيعٗا وَأ َ لِلَّّ   ﴾١٦٥ ٱلۡعَذَابِ شَدِيدُ   ٱللَّّ

 [ 165 :البقرة ]

「信仰（しんこう）する者たちは、アッラーへの愛（あい）がも

っともつよい。」雌牛章 １６５節 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）への愛（あい）。 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「わたしが、あなたたちのお父さんや子ども、はたまた全（すべ）
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ての者よりも愛（いと）しい者とならなければ、ほんとうに信仰

（しんこう）したことにはならない。」ブハーリーのでんしょう 

ムウミンたちへの愛（あい）。かれらにたいして、自分（自分）

がそうされたいと思（おも）うようなよいことを望（のぞ）みま

す。 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「じぶんのことを愛（あい）するように、兄弟（きょうだい）のこ

とも愛（あい）するようになるまでは、ほんとうに信仰（しんこ

う）したとは言えない。」ブハーリーのでんしょう 

１６．ほがらかさとは、何ですか？. 

人とあうとき、よろこび、笑顔、やさしさにあふれた顔（かお）

を見せることです。 

その反対（はんたい）は、むすっとした顔（かお）です。そのよ

うな顔（かお）は、人がいやがります。 

ほがらかさのすばらしさを伝（つた）えるハディースは、たくさ

んあります。アブー・ザッルさま（アッラーのおよろこびあれ）に

よれば、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「どんなよいことも、かるく見てはいけません。あなたの兄弟

（きょうだい）に、笑顔（えがお）で会（あ）うことでも。」ムス

リムのでんしょうアッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は

言いました：「あなたの兄弟（きょうだい）の顔（かお）にむけ

る、あなたの笑顔（えがお）は、サダカです。」ティルミズィーの

でんしょう 

１７．ハサド（ねたみ）とは、何ですか？ 

Răspuns 
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ほかの人にある何かよいものをきらったり、それがなくなってし

まえばいいと思（おも）ったりすることです。 

アッラーはおっしゃります。 

ِ حَاسِدٍ إذَِا حَسَدَ ﴿  [ 5 :الفلق] ﴾٥وَمِن شَر 

「しっとする妬（ねた）み屋（や）の悪（あく）から」黎明章 

５節 
アナスさま（アッラーのおよろこびあれ）によれば、アッラーの

しと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「にくしみ合っ

たり、妬（ねた）み合ったり、背中（せなか）を向け合ったりして

はいけません。アッラーのしもべたちよ、兄弟（きょうだい）であ

りなさい。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

１８．さげすみとは、何ですか? 

Răspuns: - 

ムスリム兄弟（きょうだい）姉妹（しまい）をばかにしたり、下

に見たりすることです。これは、ゆるされません。 

アッラーはこのようなことを禁（きん）じて、こうおっしゃって

います： 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ ِن   ٱل ِنۡهُمۡ وَلاَ نسَِاءٓٞ م  ن يكَُونوُاْ خَيۡرٗا م 

َ
ِن قَوۡمٍ عَسَيَٰٓ أ ءَامَنُواْ لاَ يسَۡخَرۡ قَوۡمٞ م 

 ِ نفُسَكُمۡ وَلاَ تَنَابزَُواْ ب
َ
ه وَلاَ تلَۡمِزُوٓاْ أ ِنۡهُنَّ ن يكَُنَّ خَيۡرٗا م 

َ
لقََٰۡبِ  ن سَِاءٍٓ عَسَيَٰٓ أ

َ
مُ  ٱلٱِسۡ بئِۡسَ  ٱلأۡ

وْلََٰٓئكَِ هُمُ  ٱلإِۡيمََٰنِ  بَعۡدَ  ٱلفُۡسُوقُ 
ُ
َّمۡ يَتُبۡ فأَ َٰلمُِونَ وَمَن ل  [11 :الحجرات] ﴾١١ ٱلظَّ

「信仰（しんこう）する者たちよ、ほかの人びとをばかにしては

ならない。（ばかにされた）人びとの方が、（ばかにした）方より

、すぐれているかもしれないのだから。また、女たちが、ほかの女
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たちをばかにしてはならない。（ばかにされた）女たちの方が、（

ばかにした）女たちよりすぐれているかもしれないのだから。また

、あなたたち自身（じしん）を中傷（ちゅうしょう）したり、あだ

名で呼（よ）び合ったりしてはならない。イーマーンの後（あと）

に放逸（ほういつ）さで呼（よ）ぶのは、何と悪（わる）いことか

。そしてタウバしない者は、不正者（ふせいしゃ）なのである。」

部屋章 １１節 
１９．謙虚（けんきょ）さとは、何ですか？ 

Răspuns:  

自分（じぶん）が人よりも上だと思（おも）わず、ほかの人をさ

げすまず、真理（しんり）を拒（こば）まないことです。 

アッラーはおっしゃります。 

َّذِينَ  ٱلرَّحۡمَٰنِوعَِبَادُ ﴿ رۡضِ يَمۡشُونَ علَىَ  ٱل
َ
  ﴾٦٣قَالوُاْ سَلََٰمٗا  ٱلۡجََٰهِلُونَ هَوۡنٗا وَإِذَا خَاطَبَهُمُ  ٱلأۡ

 [63 :الفرقان ]

「慈悲（じひ）あまねきお方のしもべたちは、地上（ちじょう）

を慎（つつ）ましやかにあるく。」識別章 ６３節 
「慎（つつ）ましやかに」とは、謙虚（けんきょ）に、という意

味（いみ）です。アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は

言いました：「アッラーのために謙虚（けんきょ）な者のことを、

アッラーは高（たか）く上げてくれます。」ムスリムのでんしょう

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「ア

ッラーはわたしに、謙虚（けんきょ）になるように啓示（けいじ）

しました。おたがいにいばりあってもならず、侵害（しんがい）し

合ってもいけません。」ムスリムのでんしょう 
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２０．禁（きん）じられている、傲慢（ごうまん）さの

しゅるいは何ですか? 

１．真理（しんり）にたいして傲慢（ごうまん）なこと。真理

（しんり）を拒（こば）み、うけ入れないことです。 

２．人びとにたいして傲慢（ごうまん）なこと。人びとを下に見

て、さげすむことです。 

アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「心（こころ）の中に、一粒（つぶ）ほどでも傲慢（ごうまん）さ

がある者は、ジャンナに入りません。」ある男（おとこ）が、言い

ました：「人は、自分（じぶん）の服（ふく）や靴（くつ）がよい

ことを好（この）むものですが？」するとアッラーのしとは、言い

ました：「アッラーは美（うつく）しく、美（うつく）しさを好

（この）むお方です。傲慢（ごうまん）さとは正しいことを軽（か

ろ）んじ、人びとを蔑（さげす）むことです。」ムスリムのでんし

ょう 

「正しいことを軽（かろ）んじ」とは、真理（しんり）を拒（こ

ば）むことです。 

「人びとを蔑（さげす）む」とは、ばかにすることです。 

よい服（ふく）や、よい靴（くつ）をみにつけることは、傲慢

（ごうまん）さではありません。 

２１．ギッシュ（だますこと）のしゅるいを、あげてく

ださい。. 

ものを売（う）ったり買（か）ったりすることでの、ギッシュ

（だますこと）。たとえば、商品（しょうひん）についている傷

（きず）をかくすようなことです。 
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ちしきをまなぶことにおける、ギッシュ（だますこと）。たとえ

ば、テストでカンニングすることです。 

ことばのギッシュ（だますこと）。たとえば、うそを言うことで

す。 

自分（じぶん）で言ったことをまもらなかったり、やくそくした

ことをやぶったりすることです。 

だますことは禁（きん）じられています。アッラーのしと（しゅ

くふくとへいあんあれ）はあるとき、盛（も）り上げられた食料

（しょくりょう）のところを通（とお）りかかりました。そしてそ

こに手を入れると指（ゆび）がぬれたので、こう言いました：「こ

の食料（しょくりょう）を売（う）っている者よ、これは何です

か？」それを売（う）っている者は、言いました：「アッラーのし

とよ、空（そら）から雨（あめ）がふってきたのです。」よげんし

ゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：「では、その

ぬれた部分（ぶぶん）を上にして、人びとが見れるようにしたらど

うですか？ギッシュ（だますこと）する者は、わたしたちの仲間

（なかま）ではないのですよ。」ムスリムのでんしょう 

これは、食料（しょくりょう）がぬれてしまったことで、本来

（ほんらい）の重（おも）さよりも重（おも）くなってしまったこ

とを、きちんとわかるようにしなかったことの注意（ちゅうい）で

す。 

２２．ギーバ（かげぐち）とは何ですか? 

ムスリム兄弟（きょうだい）姉妹（しまい）がいないところで、

その人がきいたらいやがることを話（はな）すことです。 

アッラーはおっしゃります。 



 

174 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ ْ ءَامَنُواْ   ٱل ِنَ   ٱجۡتَنبُِوا ن ِ كَثيِرٗا م  ن ِ إنَِّ بَعۡضَ  ٱلظَّ سُواْ وَلاَ يَغۡتَب  ٱلظَّ إثِمۡٞه وَلاَ تَجسََّ

ه وَ  خِيهِ مَيۡتٗا فكََرهِۡتُمُوهُ
َ
كُلَ لحَۡمَ أ

ۡ
ن يأَ

َ
حَدُكُمۡ أ

َ
يُحِبُّ أ

َ
ْ بَّعۡضُكُم بَعۡضًاه أ ه  ٱتَّقُوا َ َ إنَِّ  ٱللَّّ توََّابٞ   ٱللَّّ

 [12 :الحجرات] ﴾١٢رَّحِيمٞ 

「おたがいにギーバ（かげぐち）を言ってはならない。あなたた

ちは、兄弟（きょうだい）の死体（したい）を食（た）べることを

好（この）むのか？そんなことは、きらうだろう。アッラーをおそ

れよ。アッラーはタウバをうけ入れるお方、ゆるしぶかいお方。」

部屋章 １２節 

２３．ナミーマとは何ですか？ 

人びとの仲（なか）を悪（わる）くするために、話（はなし）を

ひろめることです。 

アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「ナミーマをする者はジャンナに入らない。」ムスリムのでんしょ

う 

２４．カサル（なまけること）とは何ですか？ 

よいことや、しなくてはいけないことを、なまけてやらないこと

です。 

たとえば、義務（ぎむ）をめんどうくさがって行（おこな）わな

いことです。 

アッラーはおっしゃります。 

َ يخََُٰدِعُونَ   ٱلمُۡنََٰفقِِينَ إنَِّ ﴿ ةِ وهَُوَ خََٰدِعُهُمۡ وَإِذَا قَامُوٓاْ إلِىَ  ٱللَّّ لَوَٰ قَامُواْ كُسَالىََٰ يرَُاءُٓونَ  ٱلصَّ
اسَ  َ وَلاَ يذَۡكُرُونَ   ٱلنَّ َّا قَليِلاٗ  ٱللَّّ  [142 :النساء] ﴾١٤٢إلِ
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「ムナーフィクたちは、アッラーをだましている（とおもってい

る）。（本当のところは、）かれ（アッラー）がかれらをだまして

いるのだ。かれらがサラーに立つときには、面倒（めんどう）くさ

そうに立ち上がる。人びとへの見せかけのためであり、かれらはア

ッラーを少ししかズィクルしない。」婦人章 １４２節 

ムウミンはカサル（なまけること）であってはいけません。アッ

ラーがよろこぶことで、この人生（じんせい）を仕事（しごと）、

活動（かつどう）、まじめさ、努力（どりょく）でいっぱいにする

のです。 

２５．怒（いか）りのしゅるいは、何ですか？ 

①よい怒（いか）り：アッラーがけがされたときに怒（いか）る

ことは、よい怒（いか）りです。 

➁わるい怒（いか）り：よくないことばや行（おこな）いをさせ

てしまうような怒（いか）りは、わるい怒（いか）りです。 

わるい怒（いか）りの、なおしかた： 

・ウドゥー（清め） 

・立っていたら、すわること。すわっていたら、よこになるこ

と。 

・よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）のアドバイスを

まもること。よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、

「怒（おこ）るな」と言いました。 

・怒（いか）りのとき、それにまかせてうごかず、自分（じぶ

ん）をおさえること。 

・「わたしはアッラーに、呪（のろ）われたシャイターンからの

ご加護（かご）をもとめます」とドゥアーすること。 

・だまっていること。 
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２６．タジャッスス（せんさく）とは、何ですか？ 

Răspuns:  

ほかの人の見られたくないものや、かくしていることを探（さ

が）すことです。 

その例（れい）には、このようなものがあります： 

人が、家（いえ）の中で見られたくないことを、見ようとするこ

と。 

ほかの人たちの話（はなし）を、知られないように聞（き）こう

とすること。 

アッラーはおっしゃります。 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ ْ ءَامَنُواْ   ٱل ِنَ   ٱجۡتَنبُِوا ن ِ كَثيِرٗا م  ن ِ إنَِّ بَعۡضَ  ٱلظَّ سُواْ وَلاَ يَغۡتَب  ٱلظَّ إثِمۡٞه وَلاَ تَجسََّ

ه وَ  خِيهِ مَيۡتٗا فكََرهِۡتُمُوهُ
َ
كُلَ لحَۡمَ أ

ۡ
ن يأَ

َ
حَدُكُمۡ أ

َ
يُحِبُّ أ

َ
ْ بَّعۡضُكُم بَعۡضًاه أ ه  ٱتَّقُوا َ َ إنَِّ  ٱللَّّ توََّابٞ   ٱللَّّ

 [12 :الحجرات] ﴾١٢رَّحِيمٞ 

「タジャッスス（せんさく）してはならない。」部屋章 １２節 
２７．イスラーフ（むだづかい）とは、何ですか？ブフ

ル（けち）とは、どんなことですか？カラム（きまえの

よさ）とは、何ですか? 

イスラーフ（むだづかい）とは、むだにお金（かね）をつかうこ

とです。 

その反対（はんたい）がブフル（けち）で、つかわなくてはいけ

ないことに、きちんとお金（かね）をつかわないことです。 

正しいのは、その中間（ちゅうかん）です。ムスリムはカラム

（きまえのよさ）の状態（じょうたい）であるべきです。 

アッラーはおっしゃります。 
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َّذِينَ وَ ﴿ َٰلكَِ قَوَامٗا  ٱل نفَقُواْ لمَۡ يسُۡرِفُواْ وَلمَۡ يَقۡتُرُواْ وكََانَ بَينَۡ ذَ
َ
 [67 :الفرقان] ﴾٦٧إذَِآ أ

「また、費（つい）やすときには無駄（むだ）づかいせず、けち

にもならず、その中間（ちゅうかん）である者たち。」識別章 ６

７節 
２８．ジュブン（おくびょう）とは何ですか？シュジャ

ーア（ゆうかん）とは何ですか? 

ジュブン（おくびょう）とは：おそれてはいけないことを、おそ

れることです。 

真実（しんじつ）を話（はな）したり、悪（わる）いことを禁

（きん）じることを、おそれることです。 

シュジャーア（ゆうかん）：真実（しんじつ）へと向かうことで

す。たとえば、イスラームとムスリムたちをまもらなくてはならな

いとき、そのために立ち向かうことです。 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、こうドゥアー

しました：「アッラーよ、わたしはあなたに、ジュブン（おくびょ

う）からのご加護（かご）をもとめます。」アッラーのしと（しゅ

くふくとへいあんあれ）は言いました：「つよいムウミンは、よわ

いムウミンよりもよく、アッラーから愛（あい）されます。そして

どちらも、よいものなのです。」ムスリムのでんしょう 

２９．ハラームなことばのしゅるいを、おしえて下さい

。 

呪（のろ）ったり、悪口（わるくち）を言ったりすること。 

たとえば、「ハヤワーン（けだもの）」と言ったりすることで

す。 
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また、下品（げひん）なことば、汚（きた）ないことばをつかう

ことです。 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は、そのようなこ

とを禁（きん）じて、こう言いました：「ムウミンはだれかをひど

くなじったり、呪（のろ）ったり、汚（きたな）いことばを言った

り、わるくちを言ったりしません。」ティルミズィーとイブン・ヒ

ッバーンのでんしょう 

３０．ムスリムがよいアフラーク（せいかく）を身（み

）につけるには、どうしたらよいですか? 

１．ドゥアー：よいアフラーク（せいかく）をもらえるよう、ア

ッラーにドゥアーします。 

２．アッラーがいつでも自分（じぶん）を見ている、と感（か

ん）じること。アッラーはすべて知っており、聞（き）いており、

見ています。 

３．よいアフラーク（せいかく）を身（み）につけることでもら

える、よいごほうびを思（おも）いだします。また、よいアフラー

ク（せいかく）でジャンナに入れるということを、覚（おぼ）えて

いることです。 

４．悪（わる）いアフラーク（せいかく）による、わるい報（む

く）いを思（おも）いだすこと。それが地獄（じごく）に入ること

につながるということを、覚（おぼ）えていることです。 

５．よいアフラーク（せいかく）が、アッラーからの愛（あい）

と人びとからの愛（あい）をもたらすということを、覚（おぼ）え

ておくこと。また、悪（わる）いアフラーク（せいかく）が、アッ

ラーから嫌（きら）われ、人びとからも嫌（きら）われることにな

るということを、覚（おぼ）えておくこと。 

６．よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）のスィーラ

（でんき）をよみ、それを模範（もはん）とすること。 
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７．よい人たちとつき合い、悪（わる）い人たちからは、はなれ

ること。. 

******* 
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ドゥアーとズィクルズィクルのちしき： 

ズィクルとは：アッラーを思（おも）いだしながら、舌（した）

をうごかすことです。その例（れい）には、次のようなものがあり

ます： 

タフリール。タクビール。タスビーフ。タフミード。イスティグ

ファール。アッラーをほめたたえること。朝晩（あさばん）のズィ

クル。サラーのあとのズィクル。ねむるときのズィクル。おきたと

きのズィクル。その他、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）から伝（つた）わる状況（じょうきょう）や場所（ばしょ）で

のズィクル。 
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いちばんよいズィクルは、心（こころ）と舌（した

）がそろったズィクルです。 

１．ズィクルの徳（とく）は何ですか? 

よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「じぶんの主（しゅ）をズィクルする人としない人の例（れい）

は、生きている人と死んでいる人のようである。」ブハーリーので

んしょう 

アッラーをズィクルするかどうかで、人生（じんせい）の価値

（かち）はかわるのです 

２．ズィクルによって、どんなよいことがありますか？ 

①アッラーがよろこんでくれます。 

➁シャイターンをおいはらいます。 

③ムスリムを悪（あく）からまもります。 

④ごほうびがもらえます。 

３．いちばんよいズィクルは、何ですか? 

「ラー・イラーハ・イッラッラー」（アッラーのほかに神（か

み）はない）」です。ティルミズィーとイブン・マージャによるで

んしょう 

４．ねむりから目ざめたら、何と言いますか? 

「わたしたちを死なせた後、生き返したアッラーに、たたえあ

れ。かれのもとにこそ、召集（しょうしゅう）はあります。」ブハ

ーリーとムスリムのでんしょう 
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５．衣服（いふく）をきたときには、何と言いますか? 

「無力（むりょく）なわたしにこの服（ふく）を着（き）させ、

恵（めぐ）んで下さったアッラーに、たたえあれ。」アブー・ダー

ウード、ティルミズィー、そのたのでんしょう 

６．衣服（いふく）をぬぐときには、何と言いますか? 

「ビスミッラー。」ティルミズィーのでんしょう 

７．あたらしい衣服（いふく）をきたときには、何と言

いますか? 

「アッラーよ、あなたにたたえあれ。あなたがわたしに、これを

着（き）せてくれました。そこにある良（よ）いものと、それによ

って得（え）られる良（よ）いものを、わたしはあなたにおねがい

します。また、そこにある悪（わる）いものと、それによって得

（え）られる悪（わる）いものからのご加護（かご）を、わたしは

あなたに祈（いの）ります。」アブー・ダーウードとティルミズィ

ーのでんしょう 

８．あたらしい服（ふく）を着（き）た人に言うドゥア

ーは、何ですか？ 

あたらしい服（ふく）を着（き）た人を見たら、このようにドゥ

アーします：「（それが）着古（きふる）され、その後にまたアッ

ラーが与（あた）えて下さいますよう。」アブー・ダーウードので

んしょう 
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９．トイレに入ったときのドゥアーは、何ですか？ 

「アッラーよ、わたしはあなたに男女（だんじょ）のシャイター

ンからのご加護（かご）をもとめます。」ブハーリーとムスリムの

でんしょう 

１０．トイレから出たときのドゥアーは、何ですか? 

「グフラーナカ（あなたのおゆるしを）。」アブー・ダーウード

とティルミズィーのでんしょう 

１１．ウドゥーするまえには、何と言いますか? 

「ビスミッラー。」アブー・ダーウードらのでんしょう 

１２．ウドゥーをおわったあとのズィクルは、何ですか

? 

「アシュハド・アッラー・イラーハ・イッラッラーフ・ワフダフ

・ラー・シャリーカ・ラフ、ワ・アシュハド・アンナ・ムハンマダ

ン・アブドゥフ・ワ・ラスールフ」（わたしは、唯一（ゆいいつ）

で、ならぶものがないアッラーのほかに神（かみ）がいないこと、

ムハンマドさまがそのしもべであり使徒（しと）だと証言（しょう

げん）します）ムスリムのでんしょう 

１３．家（から）出るときのズィクルは、何ですか? 

「アッラーの名において。わたしはアッラーに、まかせます。ア

ッラーによってでしか、いかなる変化（へんか）も力（ちから）も

ありません。」アブー・ダーウードとティルミズィーのでんしょう 

１４．家（から）に入るときのズィクルは、何ですか? 

「アッラーよ、アッラーの名においてわたしたちは入り、アッラ

ーの名においてわたしたちは出ました。そしてわたしたちの主（し
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ゅ）におまかせしました。」こう言ってから、家族（かぞく）にあ

いさつをする。アブー・ダーウードのでんしょう 

１５．マスジドに入るときのドゥアーは、何ですか? 

「アッラーよ、あなたの慈悲（じひ）のドアを、わたしにひらい

て下さい。」ムスリムのでんしょう. 

１６．マスジドから出るときのドゥアーは、何ですか？. 

「アッラーよ、わたしはあなたに、お恵（めぐ）みをもとめま

す。」ムスリムのでんしょう 

１７．アザーンを聞（き）いたら、何と言いますか？ 

アザーンする人と同じように言います。ただし、「ハイヤー・ア

ラッサラー（サラーにきなさい）」と「ハイヤー・アラル・ファラ

ーハ（せいこうにきなさい）」のところだけ、「ラー・ハウラ・ワ

・ラー・クウワタ・イッラー・ビッラー（アッラーによってでし

か、いかなる変化（へんか）も力（ちから）もありません。）」と

言います。ブハーリーとムスリムのでんしょう 

１８．アザーンのあと、何と言いますか? 

こたえ：サラート・アランナビー（よげんしゃさまに、アッラー

からのしゅくふくとサラームをいのること）を言います。ムスリム

のでんしょうまた、こう言います：「アッラーよ、この完全（かん

ぜん）なよびかけと、行われるサラーの主（しゅ）よ、ムハンマド

に高い位（くらい）とほまれを与（あた）え、あなたがかれに約束

（やくそく）した、たたえられる場所（ばしょ）にかれをよみがえ

らせて下さい。」ブハーリーのでんしょう 

また、アザーンとイカーマ の間（あいだ）にドゥアーをしま

す。このドゥアーは、受（う）け入れられます。. 
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１９．朝晩（あさばん）のズィクルとして、何と言いま

すか? 

①アーヤトルクルスィーをよみます： 

﴿ ُ َّا هُوَ  ٱللَّّ ه  ٱلۡحَيُّ لآَ إلََِٰهَ إلِ خُذُهُ  ٱلۡقَيُّومُ
ۡ
َّهُ   ۥلاَ تأَ ه ل مََٰوََٰتِ مَا فىِ    ۥسِنَةٞ وَلاَ نوَۡمٞ رۡضِ  وَمَا فىِ  ٱلسَّ

َ
  ٱلأۡ

َّذِيمَن ذَا  َّا بإِذِۡنهِِ  ۥٓيشَۡفَعُ عِندَهُ  ٱل يدِۡيهِمۡ وَمَا خَلفَۡهُمۡه وَلاَ يُ  هۦ إلِ
َ
ِنۡ   حِيطُونَ يَعۡلَمُ مَا بَينَۡ أ بشَِيۡءّٖ م 

ه وَسِعَ كُرۡسِيُّهُ   ٓۦعِلۡمِهِ  َّا بمَِا شَاءَٓ مََٰوََٰتِ إلِ رۡضَه وَ  ٱلسَّ
َ
   ﴾٢٥٥ٱلۡعَظِيمُ  ٱلۡعَليُِّ حِفۡظُهُمَاه وهَُوَ   ۥوَلاَ يـَ ُودُهُ  ٱلأۡ

 [ 255 :البقرة ]

「アッラーは、ほかに神（かみ）がなく、ずっと生きるお方、す

べてを司（つかさど）るお方。まどろみも眠（ねむ）りも、かれを

捉（とら）えることはない。天にあるもの、地にあるものは（すべ

て）、かれのもの。かれのお許（ゆる）しなくして、誰（だれ）が

かれのもとでシャファーア（とりなし）ができるのか？かれは、か

れらの前（まえ）にあるものも、後（あと）にあるものも、知って

いる。かれが望（のぞ）むこと以外（いがい）、かれらはかれの知

識（ちしき）について、何も知ることはない。かれの玉座（ぎょく

ざ）は、天と地に広がり、その二つをまもることが、かれを疲（つ

か）れさせることもない。かれは至高（しこう）のお方、偉大（い

だい）なお方。」雌牛章 ２５５節 

➁また、これらをよみます： 

ُ قلُۡ هُوَ ﴿ حَدٌ  ٱللَّّ
َ
ُ  ١أ مَدُ  ٱللَّّ َّهُ   ٣لمَۡ يلَدِۡ وَلمَۡ يوُلدَۡ  ٢ٱلصَّ حَدُۢ   ۥوَلمَۡ يكَُن ل

َ
 ﴾٤كُفُوًا أ

 [ 4-1 :الإخلاص]
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慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名（な）

において１ 言え。「かれはアッラー、唯一（ゆいいつ）なるお方

、２ アッラーは、すべてのものが必要（ひつよう）とするお方。

３ うまないし、うまれもしなかった。４ かれにくらべられるも

のはない。」これを、３回よみます。 
。慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふかいアッラーの名

（な）において 

﴿ ِ عُوذُ برَِب 
َ
ِ مَا خَلقََ  ١ٱلۡفَلقَِ قلُۡ أ ِ غاَسِقٍ إذَِا وَقَبَ  ٢مِن شَر  ِ   ٣وَمِن شَر  وَمِن شَر 
َٰثََٰتِ  ِ حَاسِدٍ إذَِا حَسَدَ  ٤ ٱلۡعُقَدِ فىِ  ٱلنَّفَّ  [ 5-1 :الفلق]  ﴾٥وَمِن شَر 

１ 言え。「わたしは黎明（れいめい）の主（しゅ）に、ご加護

（かご）をもとめる。２ かれがつくったものの悪（あく）から。

３ ふかまる闇（やみ）の悪（あく）から。４ 繋（つな）ぎ目に

、息（いき）をふきこむ女（おんな）たちの悪（あく）から。５ 

しっとする妬（ねた）み屋（や）の悪（あく）から」。 

これを、３回よみます。慈悲（じひ）あまねく慈愛（じあい）ふ

かいアッラーの名（な）において 

﴿ ِ عُوذُ برَِب 
َ
اسِ قلُۡ أ اسِ مَلكِِ   ١ٱلنَّ اسِ إلََِٰهِ  ٢ٱلنَّ ِ  ٣ٱلنَّ َّذِي  ٤ٱلخۡنََّاسِ  ٱلوۡسَۡوَاسِ مِن شَر   ٱل

اسِ يوُسَۡوسُِ فىِ صُدُورِ  اسِ وَ  ٱلجِۡنَّةِمِنَ   ٥ ٱلنَّ  [6-1 :الناس ] ﴾٦ٱلنَّ

１ 言え。「わたしは人びとの主（しゅ）に、ご加護（かご）を

もとめる。２ 人びとの王（おう）、３ 人びとの神（かみ）に、

４ 身（み）をかくして囁（ささや）きかける者の悪から。５ （

それは、）人びとの胸（むね）に（悪を）囁きかける、６ ジンと

人びとである」。 
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、３回よみます。「アッラーよ、あなたはわたしの主（し

ゅ）、あなたのほかに神（かみ） 

２０．ねむるとき、何と言いますか? 

「アッラーよ、あなたの名においてわたしは死（し）に、生

（い）きます。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

２１．食（た）べるまえに、何と言いますか? 

「ビスミッラー。」 

食（た）べるまえにビスミッラーと言うのをわすれたら、こう言

います： 

「そのはじまりとおわりに、ビスミッラー。」アブー・ダーウー

ドとティルミズィーのでんしょう 

２２．食（た）べおわったら、何と言いますか? 

「いかなる力（ちから）ももち合わせていないわたしに、これを

食（た）べさせ、お恵（めぐ）みになったアッラーにたたえあ

れ。」アブー・ダーウードとイブン・マージャ、そのたのでんしょ

う 

２３．食（た）べものをごちそうしてくれた人には、何

と言いますか? 

「アッラーよ、あなたがかれらにお恵（めぐ）みになったものに

おいて、かれらにバラカを与（あた）えて下さい。かれらの罪（つ

み）をゆるし、慈悲（じひ）をかけて下さい。」ムスリムのでんし

ょう 
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２４．くしゃみをしたら、何と言いますか? 

「アルハムドゥリッラー。」 

そう言うのを聞（き）いた人は、「ヤルハムカッラー（アッラー

がやさしくして下さいますよう）」とドゥアーします。 

そのように言われたら、くしゃみをした人は「ヤハディークムッ

ラー・ワ・ユスリフ・バーラクム（アッラーがあなたたちをみちび

き、あなたたちの心（こころ）を）正してくれますよう」とかえし

ます。ブハーリーのでんしょう 

２５．あつまりがおわって立つときの、あつまりのカッ

ファーラ（つぐない）のドゥアーとは、何ですか? 

「アッラーよ、あなたに賞賛（しょうさん）と讃美（さんび）あ

れ。わたしはあなたのほかに神（かみ）はないと証言（しょうげ

ん）します。わたしはあなたに赦（ゆる）しをおねがいし、タウバ

します。」アブー・ダーウード、ティルミズィー、そのたのでんし

ょう 

２６．乗（の）るときのドゥアーは、何ですか? 

「ビスミッラー」「アルハムドゥリッラー」「これらのものをわ

たしたちに仕（つか）えさせたお方に、たたえあれ。これはわたし

たちには叶（かな）わなかったことです。わたしたちは、わたした

ちの主（しゅ）へと、戻（もど）って行く者たちなのです。」（ク

ルアーン ４３：１３－１４）「アルハムドゥリッラー（アッラーに

たたえあれ）、アルハムドゥリッラー、アルハムドゥリッラー。ア

ッラーフ・アクバル（アッラーはいだいです）、アッラーフ・アク

バル、アッラーフ・アクバル。スブハーナッラー（アッラーにさん

びあれ）、わたしは自分（じぶん）に不正（ふせい）をしました。

だから、わたしをゆるして下さい。罪（つみ）をゆるす方は、あな
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たしかいません。」アブー・ダーウードとティルミズィーのでんし

ょう 

２７．旅行（りょこう）のドゥアーは何ですか? 

「ビスミッラー」「アルハムドゥリッラー」「これらのものをわ

たしたちに仕（つか）えさせたお方に、たたえあれ。これはわたし

たちには叶（かな）わなかったことです。わたしたちは、わたした

ちの主（しゅ）へと、戻（もど）って行く者たちなのです。」（ク

ルアーン ４３：１３－１４）「アルハムドゥリッラー（アッラーに

たたえあれ）、アルハムドゥリッラー、アルハムドゥリッラー。ア

ッラーフ・アクバル（アッラーはいだいです）、アッラーフ・アク

バル、アッラーフ・アクバル。スブハーナッラー（アッラーにさん

びあれ）、わたしは自分（じぶん）に不正（ふせい）をしました。

だから、わたしをゆるして下さい。罪（つみ）をゆるす方は、あな

たしかいません。」アブー・ダーウードとティルミズィーのでんし

ょう 

２８．旅行（りょこう）する者が、そこにとどまる人に

言うドゥアーは何ですか? 

「私は、信託（しんたく）を破（やぶ）ることのないアッラーの

もとに、あなたたちをおまかせしてお別（わか）れします。」アフ

マドとイブン・マージャのでんしょう 

２９．とどまる人が、旅行（りょこう）する人に言うド

ゥアーは何ですか? 

「わたしは、あなたの宗教（しゅうきょう）、アマーナ（しんた

く）、あなたの最後（さいご）の行（おこな）いをアッラーにおま

かせしてお別（わか）れします。」アフマドとティルミズィーので

んしょう 
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３０．市場（いちば）に入るときのドゥアーは、何です

か? 

「唯一（ゆいいつ）で、ならぶものがないアッラーのほかに神

（かみ）はいません。かれにこそ、王権（おうけん）とさんびがあ

り、かれは生かせ、死なせるお方。かれは死ぬことなく生き、すべ

てのよいものはその手にあります。かれは何（なん）でもできるお

方です。」ティルミズィーとイブン・マージャによるでんしょう 

３１．怒（おこ）ったときのドゥアーは何ですか? 

「わたしはアッラーに、呪（のろ）われたシャイターンからのご

加護（かご）をもとめます。」ブハーリーとムスリムのでんしょう 

３２．だれかによいことをされたら、何と言いますか? 

「ジャザーカッラーフ・ハイラン（アッラーがあなたに、よいご

ほうびを与（あた）えて下さいますよう）。」ティルミズィーので

んしょう 

３３．乗（の）りものの調子（ちょうし）が悪（わる）

いとき、何と言いますか? 

「ビスミッラー。」アブー・ダーウードのでんしょう 

３４．うれしいことがあったとき、何と言いますか？? 

「アッラーにたたえあれ。善行（ぜんこう）はかれの恩恵（おん

けい）によって、完成（かんせい）します。」ハーキムらのでんし

ょう 
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３５．いやなことがおこったとき、何と言いますか? 

「どのような状況（じょうきょう）であれ、アッラーにたたえあ

れ。」イブン・マージャのでんしょう 

３６．あいさつと、そのかえしかたは、どうしたらよい

ですか? 

ムスリムは、このようにあいさつします：「アッサラーム・アラ

イクム・ワ・ラフマトゥッラーヒ・ワ・バラカートゥフ（あなたた

ちにサラームと、アッラーのラフマと、バラカがありますよう

に）」これにかえすには、「ワ・アライクムッサラーム・ワ・ラフ

マトゥッラーヒ・ワ・バラカートゥフ（あなたたちにこそ、サラー

ムと、アッラーのラフマと、バラカがありますように）」と言いま

す。 

ティルミズィーとアブー・ダーウードらのでんしょう 

３７．雨（あめ）がふってきたときのドゥアーは何です

か? 

「アッラーよ、有益（ゆうえき）な雨（あめ）を。」ブハーリー

のでんしょう 

３８．雨（あめ）がふったあとのドゥアーは何ですか? 

「アッラーのお恵（めぐ）みと慈悲（じひ）によって、わたした

ちは雨（あめ）にふられました。」ブハーリーとムスリムのでんし

ょう 
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３９．風（かぜ）がふいてきたときのドゥアーは何です

か? 

「アッラーよ、わたしはあなたにその善（ぜん）をもとめ、その

悪（あく）からのご加護（かご）をもとめます。」アブー・ダーウ

ードとイブン・マ ージャのでんしょう 

４０．雷（かみなり）を聞（き）いたときのドゥアーは

何ですか? 

「アッラーにたたえあれ、雷（かみなり）はかれをたたえて讃美

（さんび）し、天使（てんし）たちもかれをおそれて讃美（さん

び）します。」マーリクのでんしょう 

４１．大変（たいへん）な目にあっている人を見たとき

、何と言いますか? 

「あなたをおそった災難（さいなん）から、わたしをまもって下

さり、わたしをかれが創造（そうぞう）した多（おお）くのものよ

りよくして下さったアッラーに、たたえあれ。」ティルミズィーの

でんしょう 

４２．アイン（邪視）におそわれそうになったら、どの

ようにドゥアーしますか? 

ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「あなたたちの兄弟（きょうだい）、またはその人自身（じし

ん）、またはその財産（ざいさん）をうらやましく感（かん）じた

ときには、その人のためにバラカを祈（いの）ってやりなさい。ア

イン（邪視）は真実（しんじつ）なのです。」アフマドとイブン・

マージャらのでんしょう 



 

193 

４３．サラート・アランナビー（よげんしゃさまに、ア

ッラーからのしゅくふくとサラームをいのること）は、

どのように言いますか？ 

「アッラーよ、ムハンマドとその一族（いちぞく）に栄光（えい

こう）を与（あた）えて下さい。あなたがイブラーヒームとその一

族（いちぞく）に栄光（えいこう）を与（あた）えたように。あな

たはたたえられるお方、栄光（えいこう）のお方です。アッラー

よ、ムハンマドとその一族（いちぞく）に祝福（しゅくふく）を与

（あた）えて下さい。あなたがイブラーヒームとその一族（いちぞ

く）に祝福（しゅくふく）を与（あた）えたように。あなたはたた

えられるお方、栄光（えいこう）のお方です。」ブハーリーとムス

リムのでんしょう 

*******   
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その他その他その他、さまざまなちしきについての

質問（しつもん）と答（こた）えです。 

１．ムスリムにとってのきまりには、５つのランクがあ

ります。それは何ですか？ 

こたえ： 

①ワージブ 

➁ムスタハッブ 

③ムハッラム 

④マクルーフ 

⑤ムバーハ 

２．これらの５つのランクについて、おしえて下さい。 

こたえ： 

①ワージブ（ぎむ）とは、やらなくてはいけないことです。たと

えば、５回のサラー、ラマダーンのサウム、親孝行（おやこうこ

う）などです。 

ワージブなことをすれば、ごほうびがもらえます。やらなけれ

ば、罰（ばつ）があります。 

➁ムスタハッブとは、やった方がよいことです。たとえば、スナ

ン・ラワーティブ（５回のサラーのまえやあとに、すすめられてい

るサラー）、キヤームッライリ（よなかにすすめられているサラ

ー）、食（た）べものをごちそうすること、あいさつすることなど

です。ほかにも「スンナ」とか、「マンドゥーブ」とかよばれま

す。 
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ムスタハッブなことをすれば、ごほうびがもらえます。やらなく

ても、罰（ばつ）はありません。 

だいじなこと： 

ムスリムは、ムハンマドさま（しゅくふくとへいあんあれ）の真

似（まね）をして、ムスタハッブなことを率先（そっせん）してや

るべきです。 

③ムハッラムとは、やってはいけないことです。たとえば、お酒

（さけ）をのんだり、親不孝（おやふこう）したり、親戚（しんせ

き）との関係（かんけい）をやめてしまったりすることなどです。

「ハラーム」ともよばれます。 

ムハッラムなことをやめておけば、ごほうびがもらえます。やっ

てしまうと、罰（ばつ）があります。 

④マクルーフとは、やらない方がよいことです。たとえば、ひだ

り手でものの受（う）け渡（わた）しをすること、サラーのときに

腕（うで）まくりをすることなどです。 

マクルーフなことをやめておけば、ごほうびがもらえます。やっ

てしまっても、罰（ばつ）はありません。 

⑤ムバーハとは、やってもやらなくてもよいことです。たとえ

ば、リンゴを食（た）べること、お茶（ちゃ）をのむことなどで

す。ほかにも「ジャーイズ」とか「ハラール」とかよばれます。 

ムバーハなことをやめておいても、ごほうびがもらえることはあ

りません。やってしまっても、罰（ばつ）はありません。３．宗教

（しゅうきょう）理解（りかい）やフィクフを知ることには、どん

なよいことがありますか？ことば、おこない、アキーダが正しくな

り、この世（よ）とあの世（よ）でのしあわせをえることができま

す。アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「アッラーは、かれがよいことを望（のぞ）む者には、宗教（しゅ

うきょう）理解（りかい）を与（あた）えます。」ブハーリーとム

スリムのでんしょう宗教（しゅうきょう）理解（りかい）とは、イ

スラームのきまりについて、よく知ることです 
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3．ものを売（う）ったり買（か）ったりすること、取

引（とりひき）は、イスラームのきまりでどのような位

置（いち）づけですか？? 

Răspu 

ものを売（う）ったり買（か）ったりすること、取引（とりひ

き）は、きほんてきにハラールです。ただ、その一部（いちぶ）は

アッラーによって、ハラームとされました。 

アッラーはおっしゃります。 

َّذِينَ ﴿ كُلُونَ   ٱل
ۡ
ْ يأَ ا بَِوَٰ َّا كَمَا يَقُومُ  ٱلر  َّذِيلاَ يَقُومُونَ إلِ يۡطََٰنُ يَتَخَبَّطُهُ  ٱل ه مِنَ  ٱلشَّ ِ َٰلكَِ  ٱلمَۡس  ذَ

مَا  هُمۡ قَالوُٓاْ إنَِّ نَّ
َ
ْ  مِثۡلُ    ٱلبَۡيۡعُ بأِ ا بَِوَٰ حَلَّ  ٱلر 

َ
ُ وَأ مَ  ٱلبَۡيۡعَ  ٱللَّّ ْه وحََرَّ ا بَِوَٰ ب هِِ    ۥفَمَن جَاءَٓهُ  ٱلر  ِن رَّ   ۦمَوعِۡظَةٞ م 

مۡرُهُ   ۥفَلهَُ  ٱنتَهَيَٰ فَ 
َ
هِ إلِىَ   ۥٓمَا سَلفََ وَأ صۡحََٰبُ  ٱللَّّ

َ
وْلََٰٓئكَِ أ

ُ
ارِ  وَمَنۡ عاَدَ فأَ  ﴾٢٧٥هُمۡ فيِهَا خََٰلدُِونَ  ٱلنَّ

 [ 275 :البقرة ]

「アッラーは商売（しょうばい）をゆるしたが、利子（りし）は

禁（きん）じた。」雌牛章 ２７５節 
4．ものを売（う）ったり買（か）ったりすること、取

引（とりひき）のしゅるいで、ほかにもハラームなもの

はありますか？. 

こたえ： 

１．だますこと：ものに悪（わる）いところがあるのに、それを

かくすこと。 

アブー・フライラさま（アッラーのおよろこびあれ）によれば、

アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）はあるとき、盛

（も）り上げられた食料（しょくりょう）のところを通（とお）り

かかりました。そしてそこに手を入れると指（ゆび）がぬれたの
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で、こう言いました：「人びとが（一目見て）わかるように、その

（ぬれた）部分（ぶぶん）を上にしておけばよかったのではないで

すか？だます人は、わたしたちの仲間（なかま）ではありませ

ん。」ムスリムのでんしょう 

２．利子（りし）：たとえば、人に５００円かしても、かえすと

きは１０００円もらう、というようなことです。 

これはハラームです。 

َّذِينَ ﴿ كُلُونَ   ٱل
ۡ
ْ يأَ ا بَِوَٰ َّا كَمَا يَقُومُ  ٱلر  َّذِيلاَ يَقُومُونَ إلِ يۡطََٰنُ يَتَخَبَّطُهُ  ٱل ه مِنَ  ٱلشَّ ِ َٰلكَِ  ٱلمَۡس  ذَ

مَا  هُمۡ قَالوُٓاْ إنَِّ نَّ
َ
ْ  مِثۡلُ    ٱلبَۡيۡعُ بأِ ا بَِوَٰ حَلَّ  ٱلر 

َ
ُ وَأ مَ  ٱلبَۡيۡعَ  ٱللَّّ ْه وحََرَّ ا بَِوَٰ ب هِِ    ۥفَمَن جَاءَٓهُ  ٱلر  ِن رَّ   ۦمَوعِۡظَةٞ م 

مۡرُهُ   ۥفَلهَُ  ٱنتَهَيَٰ فَ 
َ
هِ إلِىَ   ۥٓمَا سَلفََ وَأ صۡحََٰبُ  ٱللَّّ

َ
وْلََٰٓئكَِ أ

ُ
ارِ  وَمَنۡ عاَدَ فأَ   ﴾٢٧٥هُمۡ فيِهَا خََٰلدُِونَ  ٱلنَّ

 [ 275 :البقرة ]

アッラーはおっしゃります。「アッラーは商売（しょうばい）を

ゆるしたが、利子（りし）は禁（きん）じた。」雌牛章 ２７５節 

３．はっきりときまっていないものを取引（とりひき）するこ

と。たとえば、まだ羊（ひつじ）のおなかの中にあるミルクを売

（う）ったり、まだ海（うみ）にいてつかまえてはいない魚（さか

な）を売（う）ったりすることです。 

このようなハディースがあります：アッラーのしと（しゅくふく

とへいあんあれ）は、はっきりときまってはいないものを取引（と

りひき）することを禁（きん）じた。ムスリムのでんしょう 

5．あなたがアッラーからもらっている、恵（めぐ）み

をおしえて下さい。 

①イスラームという恵（めぐ）み。あなたはムスリムです。 

➁スンナという恵（めぐ）み。あなたはムハンマドさま（しゅく

ふくとへいあんあれ）のスンナにしたがいます。 



 

198 

③健康（けんこう）と安泰（あんたい）という恵（めぐ）み。耳

（みみ）はきこえ、目（め）は見ることができ、歩（ある）くこと

もできます。 

④食（た）べもの、のみもの、着（き）るものという恵（めぐ）

み。 

アッラーの恵（めぐ）みはたくさんあり、それを数（かぞ）えつ

くすことはできません。 

アッラーはおっしゃります。 

واْ نعِۡمَةَ ﴿ ِ وَإِن تَعُدُّ َ لاَ تُحۡصُوهَآ  إنَِّ  ٱللَّّ  [ 18 :النحل] ﴾١٨لغََفُورٞ رَّحِيمٞ  ٱللَّّ

「あなたたちは、たとえアッラーの恵（めぐ）みを数（かぞ）え

ても、それを数（かぞ）えつくすことはできない。アッラーはゆる

しぶかく、慈愛（じあい）ふかいお方。」蜜蜂章 １８節 
6．アッラーの恵（めぐ）みにたいして、どうすべきで

すか？どうやって感謝（かんしゃ）しますか? 

アッラーの恵（めぐ）みは、感謝（かんしゃ）しなければなりま

せん。感謝（かんしゃ）のしかたは、次のとおりです：アッラー

を、ことばでたたえること。恵（めぐ）みはすべて、アッラーから

だということを知ること。いただいている恵（めぐ）みを、アッラ

ーに反（はん）することではなく、アッラーがよろこぶことにつか

うこと。アッラーはおっしゃります。 

ذۡكُرۡكُمۡ وَ  ٱذۡكُرُونىِٓ فَ ﴿
َ
ْ أ  [152 :البقرة ] ﴾١٥٢لىِ وَلاَ تكَۡفُرُونِ  ٱشۡكُرُوا

「われを思（おも）いだせ。そうすれば、われもあなたたちを思

（おも）いだす。そしてわれに感謝（かんしゃ）せよ。われに恩知

（おんし）らずになってはならない。」雌牛章 １５２節. 
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7．ムスリムのイードは何ですか? 

イード・アル＝アドゥハー（ぎせいさい）と、イード・アル＝フ

ィトゥル（だんじきあけのまつり）です。 

アナスさま（アッラーのおよろこびあれ）によれば、アッラーの

しと（しゅくふくとへいあんあれ）はマディーナにやってきたと

き、人びとがあそぶ２日間（ふつかかん）があるのを見て、「この

２日間（ふつかかん）は、何ですか？」と言いました。人びとは言

いました：「ジャーヒリーヤ（イスラームのまえのじだい）に、わ

たしたちがあそんでいた２日間（ふつかかん）です。」アッラーの

しと（しゅくふくとへいあんあれ）は、言いました：「アッラーは

その２日をあなたたちのために、よりよいものと交換（こうかん）

してくれました。それはイード・アル＝アドゥハー（ぎせいさい）

と、イード・アル＝フィトゥル（だんじきあけのまつり）です。」

アブー・ダーウードのでんしょう 

この２つのイードのほかに、イードはありません。 

8．もっともすぐれた月（つき）は、どの月（つき）で

すか? 

ラマダーン月（づき）です。. 

9．もっともすぐれた日は、どの日ですか？ 

金曜日（きんようび）です。. 

１0．一年間（いちねんかん）でもっともすぐれた日は

、どの日ですか？? 

イード・アル＝アドゥハー（ぎせいさい）です。アラファの日、

という説（せつ）もあります。. 
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１1．一年間（いちねんかん）でもっともすぐれた夜（

よる）は、どの夜（よる）ですか？ 

ライラト・アル＝カドゥルです。 

１2．知らないおんなの人を見たら、どうすべきですか

？ 

じろじろ見ません。アッラーはおっしゃりました： 

زۡكىََٰ لهَُمۡه إنَِّ ﴿
َ
َٰلكَِ أ بصََٰۡرهِمِۡ وَيحَۡفَظُواْ فرُُوجَهُمۡه ذَ

َ
واْ مِنۡ أ َ قلُ ل لِۡمُؤۡمِنيِنَ يَغُضُّ خَبيِرُۢ بمَِا   ٱللَّّ

 [30 :النور ] ﴾٣٠يصَۡنَعُونَ 

「ムウミンたちに、言え。視線（しせん）を低（ひく）めよ、と

。」御光章 ３０節 
１3．ムスリマのヒジャーブは、どのようにあるべきで

すか？ 

・きちんと覆（おお）うものでなければいけません。・かざりが

ついていません。・すけて見えません。・じゅうぶん大きいサイズ

です。・香水（こうすい）などがついていません。・おとこの人の

服（ふく）には似（に）ていません。・悪（わる）い人の服（ふ

く）には似（に）ていません。アッラーはおっしゃります。 

هَا ﴿ يُّ
َ
أ بِيُّ يََٰٓ زۡوََٰجِكَ وَبَنَاتكَِ وَنسَِاءِٓ  ٱلنَّ

َ
َٰلكَِ  ٱلمُۡؤۡمِنيِنَ قلُ ل أِ ه ذَ يدُۡنيِنَ عَلَيۡهِنَّ مِن جَلََٰبيِبهِِنَّ

ن يُعۡرَفۡنَ فَلاَ يؤُۡذَيۡنَ  وكََانَ 
َ
دۡنىََٰٓ أ

َ
ُ أ  [ 59  :الأحزاب] ﴾٥٩غَفُورٗا رَّحِيمٗا  ٱللَّّ

「よげんしゃよ、あなたの妻（つま）たち、娘（むすめ）たち、

ムウミンたちの女性（じょせい）たちに、かの女（じょ）たちの上

着（うわぎ）の一部（いちぶ）を、かの女（じょ）たちの上に垂（
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た）らすように言え。それが、かの女（じょ）たちが認識（にんし

き）され、害（がい）されることがないようにするのに、ふさわし

いのだ。アッラーはゆるしぶかいお方、慈悲（じひ）ぶかいお方。

」部族連合章 ５９節 
このアーヤの意味（いみ）は、次のとおりです：よげんしゃよ、

あなたの妻（つま）たち、娘（むすめ）たち、ムウミンたちの女性

（じょせい）たちに、こう言いなさい。かの女（じょ）たちの上着

（うわぎ）やカバーの一部（いちぶ）を、かの女（じょ）たちの頭

（あたま）や顔（かお）の上に垂（た）らしなさい。それは、かの

女（じょ）たちの頭（あたま）や顔（かお）や胸（むね）をかくす

ためです。そうすることで、かの女（じょ）たちがきちんとかく

し、自分（じぶん）をだいじにしていると知られ、悪（わる）いこ

とや害（がい）をうけることがなくなります。アッラーは、過去

（かこ）にやってしまっやことをゆるす、ゆるしぶかいお方。ハラ

ールやハラームのことなどをおしえてくれた、慈悲（じひ）ぶかい

お方です。 

１4．人間（にんげん）の敵（てき）は、だれですか？? 

１．悪（わる）いことへとさそう、ナフス（じぶんじしんの心の

わるいぶぶん）：人は悪（わる）いナフスにそそのかされて、アッ

ラーに反抗的（はんこうてき）なことをしてしまいます。アッラー

はおっしゃりました 

ئُِ نَفۡسِيٓ  إنَِّ  ۞﴿ برَ 
ُ
ِ  ٱلنَّفۡسَ وَمَآ أ ارَةُۢ ب مَّ

َ
وءِٓ لأَ َّا مَا رحَِمَ رَب ىِٓ  إنَِّ رَب ىِ غَفُورٞ رَّحِيمٞ  ٱلسُّ   ﴾٥٣إلِ

 [53 :يوسف]

：「ナフスは、わたしの主（しゅ）が慈悲（じひ）をかけて下さ

った者のほかは、悪（わる）いことをよく指図（さしず）するもの

です。わたしの主（しゅ）はゆるしぶかいお方、慈悲（じひ）ぶか

いお方です」ユースフ章 ５３節 
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２．シャイターン：シャイターンはアーダムの子孫（しそん）で

ある人間（にんげん）の敵（てき）で、その目的（もくてき）は悪

（わる）いことをささやきかけて人間（にんげん）をまよわせ、地

獄（じごく）へと入れることです。アッラーはおっしゃります： 

هَا  ﴿ يُّ
َ
أ اسُ يََٰٓ ا فىِ    ٱلنَّ رۡضِ كُلوُاْ مِمَّ

َ
َٰتِ    ٱلأۡ يۡطََٰنِ  حَلََٰلاٗ طَي بِٗا وَلاَ تتََّبعُِواْ خُطُوَ ٞ     ۥإنَِّهُ   ٱلشَّ لكَُمۡ عَدُو 

بيِنٌ   [ 168 :البقرة] ﴾ ١٦٨مُّ
「シャイターンのあゆみに従（したが）ってはならない。かれは

あなたたちにとっての、あきらかな敵（てき）なのだ。」雌牛章 

１６８節 
３．悪（わる）いともだち：悪（わる）いことをすすめ、よいこ

とをさせないような友人（ゆうじん）のことです。アッラーはおっ

しゃります： 

خِلَّاءُٓ ﴿
َ
َّا  ٱلأۡ  [67 :الزخرف ] ﴾ ٦٧ٱلمُۡتَّقِينَ يوَۡمَئذِ  بَعۡضُهُمۡ لبَِعۡضٍ عَدُو  إلِ

「（わるい）親友（しんゆう）たちはその日、おたがいに敵（て

き）となる。だが、タクワーがある者たちは別（べつ）である。」

金の装飾章 ６７節 

１5．タクワーとは、何ですか？ 

アッラーに服従（ふくじゅう）することをし、アッラーに反（は

ん）することはやらないことです。アッラーはおっしゃります 

ِ وجَۡهَكَ شَطۡرَ  ﴿ ب كَِ  وَمَا     ۥوَإِنَّهُ   ٱلحۡرََامِ    ٱلمَۡسۡجِدِ وَمِنۡ حَيۡثُ خَرجَۡتَ فَوَل  ُ للَحَۡقُّ مِن رَّ بغََِٰفِلٍ    ٱللَّّ
ا تَعۡمَلُونَ   [149 :البقرة ] ﴾ ١٤٩عَمَّ

：「アッラーをおそれよ。アッラーが、タクワーの人びとと一緒

（いっしょ）にあることを知れ。」雌牛章 １９４節 
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１6．タウバとは何ですか？? 

タウバとは：アッラーに反（はん）することをやめて、アッラー

への服従（ふくじゅう）へと戻（もど）ることです。アッラーはお

っしゃります： 

ارٞ ل مَِن تاَبَ وَءَامَنَ وعََمِلَ صََٰلحِٗا ثُمَّ ﴿  [82 :طه] ﴾٨٢ٱهۡتَدَىَٰ وَإِن ىِ لغََفَّ

「だがタウバして信仰（しんこう）し、善行（ぜんこう）をおこ

ない、その後（あと）に導（みちび）かれる者にたいし、われらは

ゆるしぶかいのである。」ター・ハー章 ８２節 

１7．正しいタウバの条件（じょうけん）は何ですか? 

①その罪（つみ）から手をひくこと。 

➁やってしまった罪（つみ）を、悔（く）やむこと。 

③もうその罪（つみ）を二度（にど）とやらない、と決心（けっ

しん）すること。 

④もしそれが人の権利（けんり）にかかわることだったら、それ

をきちんと果（は）たすこと。 

アッラーはおっしゃります： 

َّذِينَ وَ ﴿ نفُسَهُمۡ ذَكَرُواْ  ٱل
َ
وۡ ظَلَمُوٓاْ أ

َ
َٰحِشَةً أ َ إذَِا فَعَلُواْ فَ ْ فَ  ٱللَّّ لذُِنُوبهِِمۡ وَمَن يَغۡفرُِ  ٱسۡتَغۡفَرُوا

نوُبَ  َّا  ٱلذُّ ُ إلِ واْ علَىََٰ مَا فَعَلُواْ وهَُمۡ يَعۡلَمُونَ  ٱللَّّ  [ 135 :عمران آل] ﴾١٣٥وَلمَۡ يصُِرُّ

「醜（みにく）い行いをしたり、じぶんたちに不正（ふせい）を

おこなったりしたら、アッラーをズィクルして、じぶんの罪（つみ

）のゆるしをもとめる者たち。アッラーのほかに、だれが罪（つみ

）をゆるせるのか？また、じぶんたちがやってしまったことを、わ

ざとくり返（かえ）さない者。」イムラーン家章 １３５節. 
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１8．ムスリムが栄光（えいこう）を手にし、勝利（し

ょうり）するためにはどうしたらよいですか? 

イスラームをじっせんすることです。アッラーに反（はん）する

ことや、罪（つみ）をやめることです。アッラーはおっしゃりま

す：「信仰（しんこう）する者たちよ、アッラーを助（たす）けれ

ば、アッラーがあなたたちを助（たす）け、あなたたちの足（あ

し）もとをしっかりとさせて下さる。」ムハンマド章 ７節アッラ

ーはおっしゃります： 

ِنۢ بَينِۡ يدََيهِۡ وَمِنۡ خَلفِۡهِ    ۥلهَُ ﴿ ِبََٰتٞ م  مۡرِ   ۥيَحفَۡظُونهَُ  ۦمُعَق 
َ
ِ  مِنۡ أ َ إنَِّ  ٱللَّّ لاَ يُغَي رُِ مَا بقَِوۡمٍ  ٱللَّّ

رَادَ 
َ
نفُسِهِمۡ  وَإِذَآ أ

َ
ُ حَتَّيَٰ يُغَي رُِواْ مَا بأِ ِن  هۥ بقَِوۡمّٖ سُوءٓٗا فَلاَ مَرَدَّ لهَُ  ٱللَّّ مِن   دُونهِۦِوَمَا لهَُم م 

 [11 :الرعد][﴾١١وَالٍ 

「アッラーは、人びとが自分（じぶん）たちの状態（じょうたい

）を変（か）えようとしないかぎり、その状態（じょうたい）を変

（か）えてはくれない。」雷鳴章 １１節 

19．ドゥアーはなぜ大事（だいじ）ですか? 

ドゥアーは、アッラーにしたがい、アッラーへのお近（ちか）づ

きをいただくためのものとして、もっとも偉大（いだい）なもので

す。アッラーはおっしゃります： 

سۡتَجِبۡ لكَُمۡه إنَِّ  ٱدۡعُونىِٓ وَقَالَ رَبُّكُمُ ﴿
َ
َّذِينَ أ يسَۡتَكۡبرُِونَ عَنۡ عِبَادَتىِ سَيَدۡخُلُونَ جَهَنَّمَ  ٱل

 [ 60 :غافر] ﴾٦٠دَاخِريِنَ 

「それであなたたちの主（しゅ）は言った。『われに祈（いの）

れ。そうすれば、われはあなたたちにこたえる。だが、われにたい

するイバーダに高慢（こうまん）な者たちは、必（かなら）ずジャ

ハンナムに入ることになる。」ガーフィル章 ６０節 
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よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあれ）は言いました：

「ドゥアーはイバーダである。」アブー・ダーウードとティルミズ

ィーとイブン・マ ージャのでんしょう. 

２0．サラート・アランナビーの意味（いみ）は、何で

すか? 

アッラーが、いちばん高（たか）い天（てん）にいる天使（てん

し）たちのところで、よげんしゃさま（しゅくふくとへいあんあ

れ）をほめたたえるよう、アッラーに ドゥアーすることです。 

２1．「スブハーナッラー」の意味（いみ）は、何です

か? 

アッラーには、どんな欠点（けってん）も、短所（たんしょ）

も、悪（わる）いぶぶんもない、とたたえることです。. 

22．「アルハムドゥリッラー」の意味（いみ）は、何で

すか？ 

アッラーがもっている完全（かんぜん）な性質（せいしつ）によ

って、アッラーをたたえることです。 

２3．「アッラーフ・アクバル」の意味（いみ）は、何

ですか？ 

アッラーがどんなものよりも大きく、偉大（いだい）であり、尊

（とうと）いとして、アッラーをたたえることです。 
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２4．「ラー・ハウラ・ワ・ラー・クウワタ・イッラー

・ビッラー」の意味（いみ）は、何ですか？ 

すべての変化（へんか）や、そうする力（ちから）は、アッラー

によるものだけです。わたしたちやその他のものには、そのような

ことはできません。 

２5．「アスタグフィルッラー」の意味（いみ）は、何

ですか？ 

やってしまった罪（つみ）をけし、悪（わる）いことをかくして

くれるよう、アッラーにドゥアーすることです。 

******  
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おわり 

さいごに： 

子どもたちが、ことば、おこない、アキーダにおいて正しくなる

よう、親御（おやご）さんはこれらの質問（しつもん）を用（も

ち）いて、くりかえし説明（せつめい）してください。イスラーム

教育（きょういく）は食（た）べものや着（き）るものよりも、大

事（だいじ）です。アッラーはおっしゃります： 

هَا  ﴿ يُّ
َ
أ َّذِينَ يََٰٓ هۡليِكُمۡ ناَرٗا وَقُودُهَا    ٱل

َ
نفُسَكُمۡ وَأ

َ
اسُ ءَامَنُواْ قُوٓاْ أ عَلَيۡهَا مَلََٰٓئكَِةٌ   ٱلحۡجَِارَةُ وَ   ٱلنَّ

َّا يَعۡصُونَ  َ غِلاَظٞ شِدَادٞ ل مَرهَُمۡ وَيفَۡعَلُونَ مَا يؤُۡمَرُونَ  ٱللَّّ
َ
 [6 :التحريم] ﴾ ٦مَآ أ

「信仰（しんこう）するものたちよ、あなたたちと、あなたたち

の家ぞくを（じごくの）火から守れ。そのねんりょうは、人びとと

石（いし）。その上には、あらあらしくきびしい天使（てんし）た

ちがいる。かれらはアッラーがかれらに命（めい）じたことで、か

れに逆（さか）らわず、命（めい）じられることをするのである。

」禁止章 ６節 
また、アッラーのしと（しゅくふくとへいあんあれ）は言いまし

た：「男（おとこ）は自分（じぶん）の家ぞくの世話人（せわに

ん）であり、自分（じぶん）の世話（せわ）すべき人びとにたいす

る世話人（せわにん）です。女（おんな）もまた、自分（じぶん）

の家ぞくの世話人（せわにん）であり、自分（じぶん）の世話（せ

わ）すべき人びとにたいする世話人（せわにん）なのです。」ブハ

ーリーとムスリムのでんしょう 

わたしたちの長（ちょう）ムハンマドさま（しゅくふくとへいあ

んあれ）とその一族（いちぞく）、サハーバ全員（ぜんいん）に、

アッラーのしゅくふくとへいあんがありますように。  
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